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    　　　　　　　０．「おとずれ」


    



    　三み日か月づき山やまの斜面の雪は、まだ解けていなかった。


    　路線バスに乗りこむ人々の吐く息は白い。


    　乗客はみな、整理券を取ると足早にバスに乗りこむ。


    　バスの車内の窓ガラスは、席を埋うめた乗客の人いきれで結けつ露ろしていた。


    　車内中央辺りで、ずっと、お喋しやべりしているグループがある。


    「もうすぐ四月だっていうのに、いつまでも寒いね」


    「峠とうげを越えた月つき型がた郡ぐんでは、この冬、目立った積雪もなかった、っていうのにな」


    「この辺りはまだ雪が残ってる」


    　午前七時台のバスに乗りこむ乗客は、たいていが顔見知りだ。


    　通勤や通学のために、毎日決まった時間に同じバス停から乗車する。車内はそんな客で混雑していた。この混雑は、学生たちが春休みに入るまで続く。


    　学生たちがいなければ、車内は混雑しないし、賑にぎやかなお喋りもなくなるはずだ。


    「でもさぁ。冬なんだから、月型郡でも一回くらい雪が積もってくれてもよかったのにな」


    「そうそう、休校とかになって欲しかった」


    「今からでも遅くないから、雪がいっぱい降ればいいんだ」


    「春休みの後でもいいよ、なぁ？」


    「ばーか、四月に峠のふもとで雪が降るわけねーじゃん」


    　運転士は小さく舌打ちする。


    　バックミラー越しに三人組の少年グループを睨にらんだ。空席がないとはいえ、少年グループは通路に座りこみ、しかも大きな声で喋っていた。


    　今日が初めてのことではない。


    　運転士は特に咎とがめない日もあれば、咎める日もあった。


    　ただこの日は少し、いつもと勝手が違った。


    　カチャカチャ……「べろり」……カチャ……「べろ」……カチャカチャ……。


    　運転士はずっと、聞き慣れない音を耳にしていた。


    　音は、運転席のすぐ後ろから聞こえている。その席の客は、始発のバス停から乗車していた。


    　いったい何をしているのかと、ずっと訝いぶかしがっていた。


    　カチャカチャ、「べろり」……。


    　小さいが、不愉快な音である。


    　バックミラー越しに、くすんだ色のトレンチコートの一部が映っていた。


    　しかし、その客が何をしているのかまではわからない。


    　運転士は八つ当たりするように、車内放送用のマイクで少年グループを叱しかった。


    『そこの高校生。次に乗車するお客様に迷惑だから、車内後方、奥へ詰めなさい』


    　少年たちは顔を見合わせ、げらげらと笑うばかりだ。


    　赤いボディの乗合バスは、「月つきの端はし」の停留所に差しかかる。


    「月の端」は山の坂道を登り詰める手前にあるバス停だ。


    　右手に鉄工所跡、左手には小さな霊園が見える。


    　鉄工所は二、三年ほど前までは稼か働どうしていた。しかし現在では、幽霊が出ると噂うわさのある廃工場である。工場が稼働していた頃は、この辺へん鄙ぴな場所にあるバス停で乗り降りする者もあった。だが今ではほとんど、利用客はいない。


    　まして、誰もが忙せわしない通勤通学時である。


    　こんな山奥の見捨てられた場所で乗り降りする客など、あった例ためしがなかった。


    　バス停は霊園の前にある。


    　霊園もまた見捨てられている様子だ。霊園は十数の古い墓石が並ぶのみである。ひとつとして飾られた花もない。霊園の看板は道脇の植物にほとんど覆おおわれていた。


    「うん……？」


    　運転士は眉をひそめてブレーキを踏む。


    　ガクン、と車体が揺れた。


    　バスを停車させながら、マイクで乗客に注意を促した。


    『車内、揺れますのでご注意ください……』


    　人影が見えたのである。


    　いつもは素通りする停留所なので、やや急ブレーキ気味になる。


    　驚いたのは運転士ばかりではない。


    　左手方向の窓の外を見ていた乗客はみな、ひとりの少女の姿に目を瞬しばたたかせていた。


    　バス停付近に見知らぬ黒い制服を着た、色白の少女の姿がある。


    　髪の毛は真っ黒だ。自分で切りでもしたのか、不揃いなショートカットである。


    　少女は何かの上にちょこんと腰かけている。


    （墓石に座っている……）


    　運転士はごくり、と喉のどを鳴らした。


    　このバスは車内前方と中央部の左側に、ふたつの扉とびらがある。中央部の扉から乗車し、そこで自動発券機から整理券を受け取るのだ。降車の際は、運転席の傍そばにある運賃箱に料金を入れ、車内前方の扉から降車する、という決まりである。


    　運転士は停車を確認し、スイッチを押した。


    　車内中央部の扉が開く。


    　冷たい風が混雑した車内に吹きこんだ。


    　通路に座っていた少年たちは、示し合わせたように立ち上がる。そして奥へと詰めた。


    　少女がぴょん、と墓石から降りる。


    　極端に短いスカートのお尻をひとつ叩き、鞄かばんを担かついだ。


    「うぅ、寒かったぁ……」


    　少女はバスの昇降口の階段ステツプを踏むなり、安あん堵どの息をついた。


    　乗客たちはこっそりと、呼こ応おうするように息をつく。


    　乗客たちは、少女に対して初め危あやうい印象を抱いた。滅めつ多たに乗客のないバス停であること、そして少女が墓石に座っていたことに、乗客たちは違和感を覚えたのである。


    　よもや幽霊ではないか、とまで連想するものがあったかどうか。


    　いずれにせよ、どうやら普通の少女だ。乗客たちは、「きっと彼女は墓石だと気づかずに座っていたに違いない」と、吐と息いきしたのである。


    　運転士も冷静さを取り戻していた。


    『お客さん、整理券を取ってください』


    　運転士はちら、とバックミラーを見る。


    　最後尾の座席には五人の乗客がいた。それ以外の座席は通路を挟はさみ、左右に二人がけの座席が並んでいる。左右ともに七列、ほぼ満席の状態である。


    　短髪の少女は唇を尖とがらせて整理券を取る。


    　運転士はアクセルを踏む。


    『発車します』


    　そろそろとバスは動きだした。


    　少女は揺れる車内を進む。通路に立つ乗客を押しのけて進み、空席を探した。空席など見当たらないが、運転士のすぐ後ろの席にはひとりしか座っていない。


    　少女は相手の顔を覗のぞきこむ。


    「ねぇ、あんたさぁ、わたしも座りたいから、奥へ詰めてくんない？」


    　運転席のすぐ後ろの席には、ふくよかな男性が座っていた。


    　くすんだ色のハットにトレンチコート姿と、古いタイプの探偵や刑事を思わせる風ふう体ていである。ぎょろりとした目で、少女を睨にらんだ。


    　運転士はほっ、とする。


    　始発のバス停から乗車してきた男性客は、ずっと、何かをしていたのだ。カチャカチャ、プラスチックか何かの細かい音と、「びちゃ」と何かを舐なめるような音が聞こえていたのである。


    　小さいが、不愉快な音だった。


    　その音がやんだ。


    　男が口を開く。


    「遅かったじゃないか……」


    　運転士は再び顔をしかめた。


    　中年男性と少女は顔見知りなのか、そうでないのかわからない。なんともすっきりとしない会話を始めたのである。


    「オマエ、遅いよ、遅い。酸さん月げつが倒れて一か月以上も経過している」


    「そうね。にしても、やっぱりなぁ」


    　少女は男を押しのけるようにして、座席にお尻を捻ねじこむ。


    「なんとなく、あんたかな、って思ったんだ。こんなに混雑してるのに、みんなもあんたが危険だ、ってわかってるのかな。あんたの隣となりには、座ろうとしないんだね」


    「オマエ、名前は？」


    「わたしの名前なら、竹たけ中なか美み央おだったけど……ていうか、あんた何してるの？」


    「何してる、だと……？」


    　男はプラモデルを組み立てていた。


    　それは赤いボディをして、車体左側にふたつの扉とびらを有している。


    　ちょうど、少女たちが乗っているバスのミニチュアだった。


    「オマエが遅いから……」


    「わたし、名前、ちゃんと言ったじゃん。オマエって言うな」


    「オマエが、遅いからだ。オレはもう準備を済ませている」


    　男はコートの胸ポケットから、幾いくつかのプラモデルを取り出した。


    　そちらは、「町」を模していた。


    　掌てのひら大だ。


    　建物や木々に至るまで緻ち密みつに模して作られたプラモデルである。


    　男は誇らしげに、組み立てた複数の部品を少女に見せる。


    「この青い部品は月つき形がた湾わんだ。湾に、三つの部品を取りつければ完成だ。新しん月げつ町、三み日か月づき町、満まん月げつ町……オマエが遅いから、別のサイズの〈ジオラマ〉も、ほとんど完成している」


    「オマエって言うな、って言ってんの」


    　少女はつまらなそうに、プラモデルから視線を逸そらした。


    　バスは終点、三日月営業所に近づいている。


    　男はバスを模したプラモデル以外を懐ふところに戻すと、再びバスのプラモデルをいじり始めた。


    「竹中美央……とか言ったか？」


    「うん」


    「そんな名前どうでもいい。オマエが、〈枠組みフレームワーク〉だということはわかっている。なぜならばオレが、〈異物除去フイルター〉の担当者だからだ。どうやら我々ふたりだけの仕事のようだ。オレたちの仕事に、枠組みフレームワークは欠かせない重要な役割だ。だからオマエが、枠組みフレームワークだとわかった」


    「じゃ、その名前で呼べばいいじゃん。フレームワーク、ってさ」


    「オレは、フィルターなんて呼ばれたくない。それは役割に過ぎないからな」


    「ふーん？」


    　少女はシートの上に乗せた膝ひざを抱き、上うわ目めづかいに男を見上げた。


    「それで？　わたしはなんて呼べばいいのかな、オマエのこと、なんて呼べばいい？」


    　ガタン、とバスが揺れた。


    　峠とうげを越えたようである。窓の向こうには、広がる青い海が見えた。三日月形の湾をぐるりと、町が囲んでいる。海かい抜ばつの低い月型郡の町並みだ。


    　白い雪は見当たらない。


    　春の朝日で、きらきら光るばかりだ。


    　男は結けつ露ろした窓に帽ぼう子しを被かぶった頭を持たせかける。


    「オマエ、って言うな……って言ったのは、オマエだろ？」


    「じゃ、フィル」


    「フィル？」


    「異物除去フイルターのフィル、ちょっとかっこいいじゃん。肥ふとっちょのオッサンにはもったいない」


    「フィル、か……うん、それでいい」


    「それじゃ、わたしは？」


    　バスは曲がりくねった峠道を抜ける。

  


  [image: ]


  
    　民家が見え始めた。


    「オマエは、オマエだ」


    「何それ」


    　小さな商店や、中古車展示場がちらほらと姿を現し始める。


    　峠とうげ道を登っている間、信号機は数キロにわたって存在しなかった。バスは久しぶりの赤信号を前にし、停車する。周囲の風景は、すっかりと街のものだった。


    　この辺りはベッドタウンである。


    　バスがやって来た峠の彼方かなたの街と、見下ろす月型郡で働く人間たちの住居が多い。


    　バスは信号を左折する。


    　古くからあると思おぼしき色いろ褪あせたスーパーマーケットの看板が見えた。


    　その看板の手前を右折すると、三日月営業所である。


    　バスは営業所に入ると、ぐるりと敷地を一周する。営業所に待機中の、他の十数台のバスに挨あい拶さつするかのようだった。


    　それからバスは向きを変えて、大きな駅舎の前で停車した。


    　乗客たちが一いつ斉せいに降車の支度を始める。


    「ふぅ、できた」


    　男はプラモデルを完成させた。


    　掌てのひらに収まる小さな模型のバス、その模型内で何か蠢うごめいている。


    　乗客だ。


    　バスの乗客たちまでが、プラモデルの中に忠実に再現されていた。現実の車内と同じように、模型内の乗客たちも降車の支度に忙せわしない様子である。


    　模型内に配されたフィギュアの乗客たちは、確かに動いていた。


    　模型について少女は一いち瞥べつするに留とどめ、男の肘ひじを小突く。


    「フィル、わたしが連絡を貰もらってここに来るまでの一か月の間に、支度してたって？」


    「あぁ……オレとオマエ、二人の仕事だからな。大仕事だ」


    「うん？　わたしたちの仕事は、最低でも四人いないとできないでしょ？」


    「オマエの、〈技能スキル〉を使えばいい」


    「あぁ、なるほどね」


    　少女と男は、急いで降車する様子はない。


    「フィル、足りない部品は現地調達、ってわけ？」


    「そういうことだ」


    　男は懐ふところからフォークを取り出した。


    　掌の上で、プラモの乗客たちが、いよいよ降車しようとしている。


    「酸月が去った今、月型郡という美う味まい素材に手をつけるものはいないからな」


    　フィルは造ったばかりの模型のバスに、フォークを突き刺した。


    



    　四分が経った。


    　アイドリングを続けたままのバスから、最初の乗客が降車して来る。


    「なんだ……」


    　心配して駅舎から出た職員は、白い息を吐いた。


    　いつもなら停車してすぐに、乗客たちが降りて来るはずなのである。始発バスターミナルから乗車している客ならば、小こ一いち時じ間かんも、曲がりくねった峠とうげ道に揺られ、窮きゆう屈くつだからだ。


    　三分間。


    　いったいなぜ、誰も降りて来ないのか。


    　駅舎の人々は訝いぶかしがっていた。


    　ひとりの職員が様子を窺うかがおうと駅舎を出た時、客が降車したのである。ひとりは黒い制服姿の少女で、もうひとりはずんぐりとした体形のトレンチコートの男だった。


    「うん……？」


    　やはりおかしい、と職員は眉をひそめた。


    　たった二人しか乗客が降りて来ない。学生たちの春休みはまだ先である。午前八時三分着のバスの乗車率は、必ず一〇〇％を越えるはずだった。


    　職員は少女と男をすれ違いざまにちら、と見る。


    （フォーク？）


    　男は銀色のフォークで、楊よう枝じみたいに歯と歯の間をほじくっていた。


    　車内での飲食は乗客のモラルに委ゆだねられている。何かしら事情があったとしても、大の男がフォークを使って堂々と食事する場所として適当ではない。


    　男はゲップをし、大きな腹を少女に小突かれていた。


    　職員はバスの降り口の階段ステツプに踏みこみ、我が目を疑った。


    「これは……いったい、どういうことだ？」


    　車内は空からである。


    　先ほどのふたり以外、乗客がいなかったということなのか。ほかには誰ひとりとして降りた形跡はないというのに、誰ひとりとして車内に残っていない。


    　職員は窓ガラスを見つめる。結けつ露ろしていた。大勢の乗客がいたために、車内の湿度が高かった証あかしだ。不可解な人いきれのあとに、職員は絶句したままである。


    　なにしろ、運転席までが空からなのだ。


    　運転士は乗客を下ろした後に、バスを車庫に収める仕事が残っている。


    　バスを停車したままで放置することなどあり得ない。


    　アイドリングを続けるバスの車内で、職員は、去ってゆく少女と男の背中を呆ぼう然ぜんと見つめた。


    



    　少女と男は、月型郡を見下ろせる場所に立った。


    　男はフォークをくわえたまま、両手で膨ふくらんだ腹を抱えている。


    「朝からちょっと食い過ぎた……ゲップ……かな……」


    「腹ごしらえにはちょうどよかったじゃん。わたしたちの標的は月型郡だ」


    「月型郡か。取り立てて地じ場ば産さん業ぎようが発展しているわけでも、大きな工場があるわけでもない。


    　だが近隣の市町村との合がつ併ぺいを頑かたくなに拒こばんでいる。昔ながらの価値観が根強く残る古い町だ」


    　強い風が、少女のスカートを弄もてあそぶ。


    　少女はにやりと、頰を歪ゆがめた。


    「古風な趣おもむきなんていう、くすぶった空気ってやつ？　風通しを、よくしてあげなくちゃね」


    「あぁ、イマドキ通用しない。時代遅れの不協和音が聞こえてきそうだ」


    「ひどくずれた音が、聞こえるみたい……」


    「オレたちが合併して、〈市〉に変えてやろうじゃないか」


    　男は黄ばんだ歯で、ガチンとフォークの先端を鳴らした。


    「オレたちが、町を喰うんだ」


    「そう、わたしたち、〈彷徨さまよい市〉が……」


    　酸月の脅きよう威いが去った月型郡に、強い南寄りの風が吹いている。


    　春とともに、訪れたものは……。

  


  
    



    　　　　　　　１．「少年時代」


    



    　少年の頃は、いつだったろうか？


    　少年の頃は、いつだったろう？　少年の頃は、いつだったろうか？


    　少年の頃は、少年の頃に決まっている。


    　けれど森もり実ざねミツオは、「うーん」と考えてしまうのだ。


    「確か、昨日は少年だったはずなんだ。そうだ。確かに、昨日の僕は、少年だった」


    



    　　　　　　　◆


    



    　山の斜面にはまだ雪を見つけることができる。


    　けれど、月つき型がた郡ぐんのあちこちでは梅うめの花がほころび始めていた。


    　つい一か月前まで、この地は酸さん月げつという怪物の脅きよう威いに晒さらされていた。六十年にわたって君くん臨りんしていた不死身の怪物との死闘があったのである。


    　その爪つめ痕あとは、未いまだ色濃く残っている。


    　酸月は、十年に一度の周期で現れ、あまりにも多くの人々の命を奪っていった。


    　そのためか、月型郡は古くからの因いん習しゆうに縛られている。


    　最後の戦いとなったこの度たびも、多くの一般犠ぎ牲せい者が出た。


    　古くからの因習を知るものたちは口々に語る。


    「酸月の呪のろいだ」


    「あぁ、不老不死の研究に没ぼつ頭とうするあまりに、〝華か麗れいなる月光〟と呼ばれた一族の資産を食い潰つぶしたあの男……」


    「酸月──、一族から追放された月つき形がた清せい次じ郎ろうの呪いだ」


    「酸月は一族が没ぼつ落らくしてなお研究を続けたのだ」


    「そして、他人の命を奪う方法で自身に仮かり初そめの不死を手に入れた」


    「腐った月……酸月の呪いだ」


    　この言い伝えは、いずれ忘れられて行くに違いない。


    　もう二度と、酸月が現れることはないのだ。


    　彼を葬ほうむった功労者は、酸月のような、〈人魚〉と呼ばれる不死の怪物を管理する組織である。国こく土ど交こう通つう省しよう管かん轄かつの秘密部署、その存在を知るものは、〈Do-orドア〉と呼んだ。


    　Do-orドア内には、〈管かん理り連れん〉と呼ばれる部門が存在している。


    　人魚との戦いのために失われてしまった社会秩ちつ序じよを、取り戻すための専門チームだ。情報操作や地区封ふう鎖さを通して、人魚という不死の怪物の存在を公おおやけにしないことが仕事である。


    　今回、町ひとつが丸ごと失われた。


    　更さらに月型郡の中心である満まん月げつ町では、戦争でも起こったかのように甚じん大だいな被害が出ている。


    「地震による津つ波なみの被害」


    　公式発表では、そういうことになっていた。


    　Do-orドアの管理連は多くの命を救っている。「遥はるか地球の反対側で起こった大地震の影響で町を襲う津波の恐れがある」、と満月町住民を強制避難させたのだ。


    　実際には地震も津波も起こっていない。


    　制服をこよなく愛する酸月は、あるものに目をつけた。月型郡には陸上自衛隊の、師団司令部がある。酸月は師団司令部の自衛隊装備を奪い、町を襲ったのだ。


    　満月町は半壊した。


    　だが死を免まぬかれた人々によって、緩ゆるやかに以前の活気を取り戻しつつある。


    　この一か月の間に、人々の表情には笑顔も戻っていた。


    　未いまだに瓦が礫れきの山と化したままの区画も目につくが、そこでは梅うめがほころび始めている。


    　学校が終わる時間になると、少年たちが路地を駆け抜けていく。


    「あら、おかえり」


    「こんにちは、おばちゃん！」


    　ランドセルを背負った少年が、息を弾はずませ春の町を駆けていた。


    　胸につけた名札には、「もりざねみつお」と書かれてある。ミツオは細い路地を駆け抜けた。


    　満月町でも特に旧ふるい町並みが続く駅前商店街の細い路地である。


    　アスファルトの裂け目から葉を広げたたんぽぽを、踏んづけないように跨またいだ。


    　塀へいの上で昼寝している子猫の尻尾しつぽにタッチした。


    　角の小さなスーパーマーケットを曲がると、町役場である。


    　役場は古くからの木造の建物を増築したもので、入り口は昔ながらの民家のように間ま口ぐちが狭い。


    　ミツオは建物内に入る。


    　一階の床はリノリウムではなくタイル張りだ。


    　受付の職員が、ミツオを見つけて微び笑しようした。


    「あら、おかえりなさい」


    「ただいま！」


    　ミツオは二階へと続く階段に足をかけた。


    　折りたたみの椅い子すや机が積まれた廊ろう下かを抜けると、「第二会議室」がある。


    　酸月戦以降、ミツオはこの部屋で一時的に保護されていた。


    　ミツオはランドセルを放り投げて、すぐに出かけるつもりだった。


    　クラスの友だちと町を探検する約束である。


    　急速に復興しつつある月型郡であるが、ひと月前に、大洪水に見舞われたのだ。探検する場所にはことかかない。特に、「ムーンパレス月つき型がた台だい」は穴場中の穴場である。


    　酸月の作り出した恐るべき人魚、死し花か花ばなによって「失われた町ロストタウン」と化した場所だ。


    　そこは建物の多くが健在でありながら、二万の住人が消えている。


    　かつては満月町や三み日か月づき町、新しん月げつ町と同じ系統の、月に関する名前がついていた街であるが、その名前すら、人々の記憶からは失われている。


    　死花花は、土地の存在自体を消滅させてしまう恐ろしい怪物だったのだ。


    　行ぎよう政せいは失われた町ロストタウンに、ムーンパレス月型台の名前をつけた。新事業として復興──街造りに取りかかっているものの、悲劇の街をどうやって復興させるべきか、検討中である。


    　立派な名前がついてなお、ムーンパレス月型台への立ち入りは厳重に禁止されていた。


    （今日はみんなでムーンパレスに秘密探検へ出かけるんだ）


    　ミツオは堪こらえきれない笑みを浮かべ、部屋の手前でランドセルに手をかけた。


    （あれ……？）


    　第二会議室の中から、話し声が聞こえる。


    　室内にはミツオの一時的な身許引受人である遠えん藤どうアヤメ、という国交省の技官がいる。遠藤はDo-orドアに所属する技官であり、酸月を葬ほうむった功労者のひとりだ。


    　遠藤は責任感が強く、月型郡のDo-orドア内では誰からも一目置かれている。


    　それは遠藤が一介の公務員ではなく、自身が人魚でもあるからだ。


    　Do-orドアには指し揮き者しやというある特殊な技術を有するものがいる。指揮者は、人魚を管理するために、「調ちよう律りつ」するのだ。調律され社会に適応できる状態になった人魚は、歌い手と呼ばれる。


    　遠藤はもともと人魚だ。そしてDo-orドアに管理された歌い手なのである。


    　また、指揮者の技術も持っている。


    　いわば遠藤は人魚をめぐる人間との関わりの全てを知るものだ。だからDo-orドアは異例ながら、調律活動を行う単位である〈楽団〉の長を担になう公こう僕ぼくとして、遠藤を認めている。


    　そんな遠藤技官の他に、室内には客があるようだった。


    　ミツオは弾はずむ息を隠し、扉とびらを少しだけ開く。


    「敵襲、だと？」


    　すらりと背の高い、金髪の美女の姿がある。


    　遠藤アヤメ技官だ。


    「酸月の作り出した人魚の残党なら、毎晩どこかに現れている。うちの楽団は一つ目の巨人を狩ったばかりだ。それなのに上の連中は、またすぐに戦え、というのか？」


    　遠藤の相手は、遠藤と同じ紺こん色の制服を着ている。


    　脱色され傷んだ髪の毛の、根本は黒い。制服のボタンの留め方も甘かった。身だしなみはずぼらで、また、話し方もあまり丁てい寧ねいではない。


    「〈楽団遠えん藤どう〉に出動せよ、ってお達しじゃないってば。出るのは、ウチの楽団だ」


    「桜さくら井い、おまえの楽団には、指揮者がいないはずだが？」


    　遠藤と話している相手は、桜井美み々み技官である。


    　彼女もまた酸月戦の功労者のひとりだ。いや、六十年にわたる酸月との戦いに終止符を打った楽団は、記録上、桜井技官の〈楽団桜さくら井い〉ということになっている。


    　桜井はDo-orドア内で、「役立たず」「税ぜい金きん泥どろ棒ぼう」とバカにされていたのだが、世の中、何がどう転ぶかわからない、というよい例だ。お荷物である桜井に、Do-orドアは更なるお荷物を抱き合わせたのだ。


    　調律が上う手まくいかず、「見込みなし」とされた歌い手と、グズな指揮者だった。


    　ダメ技官、グズな指揮者、見込みのない歌い手……。


    　この三人がチームとなった時、奇跡は起こり、酸月は葬ほうむられたのだ。


    　桜井が突然に有能な技官になった、というわけではない。


    　そのことは、桜井の変わらない態度からも察せられる。


    「だからさぁ、桜井サンはぁ、遠藤さんにぃ、ザネ……森実ミツオのことで相談に来たの」


    　桜井技官はミツオのことをザネ、と呼んだ。


    「遠藤さん、ザネはどういう状況なの？」


    「見ればわかるさ」


    「何度か見かけたから知ってる。幼い子供の姿だ、って言うんでしょ。そういうことじゃなくてさ……そのぉ、ほら、記憶とかさ。どうなっちゃってんの？」


    「記憶……？」


    「こないだ、一週間くらい前かな。うちの歌い手が目を泣き腫はらして帰って来たんだ。赤ん坊みたいにさ、信じられないくらいに泣き咽むせぶの。いったいどうした、って聞いたらね……」


    「どうした？」


    「ザネが自分のこと憶えてなかった、って大泣きしてさ……」


    「真ま名な川がわ霙みぞれか、哀れだな」


    　真名川霙、という言葉は、ミツオの小さな胸に見えない圧力を加えた。


    　切ない名前だ、とミツオは俯うつむく。


    　桜井は、「わけわかんないの」と続けた。


    「わけわかんないの。霙のやつ、大泣きして、でも、笑うんだよ」


    「はぁ？」


    「哀れとかじゃなくてさぁ。霙は、嬉うれしかった、って言うんだ」


    「ザネが霙のことを憶えていないことが、嬉しいのか？」


    「なんでも、横断歩道を渡るのを手伝ってくれたらしい。自分のこと憶えてないのに、ザネは何度でも手を引いてくれる、って。笑って、泣いて、また笑ったけど、結局は泣くんだ」


    「複雑だな…………」


    　遠藤はクス、と微笑ほほえむ。


    「まぁ、あの二人にしてみれば、悪いことではないが……」


    「なぁ遠藤サン、ザネの記憶はどうなってるの？」


    「そうだな……確かな言い方で答えるとすれば、だ」


    「うん？」


    「微び妙みよう、だ」


    「ビミョー、なのか？」


    　びみょう、とミツオは知らない言葉に眉をひそめる。


    　遠藤は言った。


    「ザネの記憶は、微妙な状態にキープしてあるよ。なにしろ酸月戦の功労者だ。本来ならば、記憶を奪ったままで、平凡な生活を送らせてやりたい。上もそのつもりではあるようだ。だが、現状は誰もが手一杯だからな。なかなかそういうわけにも行かない。だからとりあえずの処置として、一部の記憶を凍とう結けつさせているというか……」


    「ど忘れ的な状態、ってことッスか？　なんてテキトーな処置だか」


    　遠藤は、書類だらけの部屋をふり返る。


    「桜井、私がこの部屋で何をしているか、知ってるか？」


    「さぁ、何してんスか？」


    「ザネのお守もりと、管理連のお手伝いだ。本来、私は最前線で人魚を調律する、〈調ちよう律りつ連れん〉の人間だ。それがこの部屋で、書類作成、書類作成の毎日だよ」


    「へぇ、タイヘンっスね」


    「桜井……ひとつ訊いていいか？」


    「は？」


    「日々、何をしている？　私は朝と夜に、ムーンパレス月型台に仮設された司令部に顔を出すのだがな。不思議なことに、一度だって、見た例ためしがないのだ、キサマの姿をな」


    「キ、キサマって……遠藤さん、そりゃそうッスよ」


    　桜井は[image: ]はつ剌らつと、笑って答えた。


    「ワタクシこと、桜井サンは、昼間にこっそりと事務所に顔出すようにしております。あとは、仕事してるみんなの邪じや魔ましないように、家で待機してますもん」


    　風が吹いて、室内にある机の上の書類が舞った。


    「桜井…………」


    「あれ？　遠藤さん？　え、何？　声が小さくて聞こえない。もっと声張ってくださいよ」


    「ハタ……」


    「は？」


    　遠藤の鼻は高い。


    　無表情だと横顔は彫像じみて見える。窓からの明かりだけが、感情を推おし量はかる手がかりだ。


    「ハタラケ」


    　遠藤の押し殺した一言に、桜井は震え上がって姿勢を正した。


    「は、働きますよ。だから来ました。本日一二○○ひとふたまるまる、新月町を警戒中の〈楽団大おお久く保ぼ〉より、未確認の人魚による襲撃の一報がもたらされました」


    「未確認の人魚、だと？　酸月の残党の多くも、未確認の人魚だ。Do-orドアは酸月の作り出した人魚のことを、〈複合種コンプレツクス〉と呼ぶ。複合種コンプレツクスの発見など、日常茶飯事じゃないか」


    「〈楽団大久保〉からの連絡は、途切れました」


    　桜井と遠藤との間に沈ちん黙もくが流れる。


    　ミツオは自分の心臓の音を聞いた。


    　遠藤は机の端に腰かける。


    「連絡が途絶えるなんて、酸月戦以来初めての事態、というわけか……」


    「そうっスね。酸月の残党はおつむ空からっぽのヤツが多い。ちゃんと作戦を立てて行動すれば問題ないはずだもん。それに酸月を失って、複合種コンプレツクスは弱体化しているようだし？」


    「頭の痛い問題だよ」


    「どうしてですか？」


    「うちの楽団の歌い手、ラビットは、複合種コンプレツクスだ」


    「うそ、マジで？　ラビットは自分を作った酸月と、何度も戦ってたの？」


    「この辺りは酸月の本ほん拠きよ地だったんだ。月型郡のDo-orドアの楽団が、〈歌い手〉として管理している人魚の多くは、酸月系の複合種コンプレツクスだよ。そもそも私のような、樹じゆ海かい博士が作り出した、〈拾じゆう四よん連隊隊員〉がいる理由の方が、希き薄はくなんだ」


    「けど、遠藤さんの他にザネに霙、他にもけっこう拾四連隊隊員もいたでしょ？」


    「我々拾四連隊は、酸月や樹海博士自身を含めた、〈最初の六人〉を追うために生み出された元警察官だ。初めの敵として酸月を選び、そして作戦は頓とん挫ざしていた。ずっとこの地で六十年前の使命のために戦い続けていたのさ。生きまじめな者が、多いようだな」


    　遠藤は窓の外に視線を投げる。


    「連隊隊員たちは、酸月を滅めつするという志こころざしの下もとに、この地に留とどまっていただけさ。そしてまた、散り散りだ。苦労して私が管理したはずの姫も、どこへ行ったのやら……」


    「あぁ、この町で殺されたんでしたっけ。でも、赤い糸を辿たどればいいじゃないですか。Do-orドアの開発した赤い糸は、死後、どこで復活しようとも、その人魚の居場所を突き止める」


    「それだけの時間は、今のところない。酸月戦であまりに多くの仲間が失われたからな」


    「あ、そうだった……」


    　桜井は襟えりを正した。


    「遠藤サンとこの楽団を含めて、まともに動ける楽団は少ない。どの楽団も酸月の残党狩りと、事後処理で手一杯だ。っていうわけで、ウチにお鉢はちが回ってきたみたいッス」


    「未確認の人魚を調査せよ、か……〈楽団桜井〉が扉Do-orを開くのか？」


    「まぁ、命令だから。ところが、ウチには歌い手はいるが、歌い手を操あやつる指揮者がいない」


    「ザネを使え、と？　上の命令か？」


    「判断は、遠藤さんに任せる、とのことッス。あの状態のザネを再び戦いの場へ送るか、そうしないか。なんとも心苦しい選択だ。桜井サンには選択、できないな」


    「上の連中は、まったく……難しいことはみんな部下任せにして……いい気なもんだ」


    　遠藤は腕時計を見た。


    　そのまましばらく考える。


    　ミツオの背後で、古い壁時計が四度、鉦かねを鳴らした。


    「桜井……〈楽団大久保〉からの連絡が途切れて、どれくらいだ？」


    「小こ一いち時じ間かん、ってとこでしょうか。最初の一報からしばらくは、大おお久く保ぼ技官から強気の報告があったんですけどね。途切れる間ま際ぎわは『救援要よう請せい』と連れん呼こするだけだった」


    「あの頑がん固こな大久保の爺じい様さまが、救援要請とはな……」


    「かと思ったところで、ぷつんと、連絡が途切れた」


    「〈楽団大久保〉には、ナントカ、っていう強い歌い手がいたはずだが……」


    「そうッスね。指揮者も、ザネなんか比べものにならない経験のあるヤツがいた」


    　遠藤はひとつ頷うなずくと、机から腰を上げた。


    「わかった。うちの指揮者を貸すよ。上に申しん請せいしておく。それでどうだ？」


    「遠藤サンとこの指揮者、って肥ひ後ごサンですか？」


    「いや、肥後はまだ病やみ上あがりだ。諏す訪わ野のに、新月町に向かうように伝える」


    「わかりました。うちは霙を連れて向かいます」


    「あぁ、手が空いたら、私も行くよ」


    　桜井は遠藤に軽く会え釈しやくすると、踵きびすを返した。


    　桜井は勢いよく扉とびらを開けようとしたが、扉は何かに引っかかる。


    「うん……？」


    　ランドセルだった。


    　持ち主である森実ミツオの姿は、見当たらない。


    　桜井は頭を搔かいて、「まさかな」と呟つぶやいた。


    



    　　　　　　　◆


    



    　新月町は湾わんを挟み、満月町のちょうど向かい岸に位置している。


    〈楽団桜井〉と、〈楽団遠藤〉の指揮者である諏訪野との待ち合わせ場所は新月港だった。


    　新月港は満月港と違い、主に漁港としての色が濃い。


    　停てい泊はくする船はみな小ぶりである。


    　桜井は堤てい防ぼうを背に、水平線に落ちていく太陽から顔を背そむけていた。


    　港の傍そばには新月町唯ゆい一いつのホテルがある。新月シーサイドホテルだ。十一階建ての最上階には、ビアガーデンの垂たれ幕まくがあるが、まだその季節には遠い。


    　ホテルの隣となりはパチンコ店である。


    　桜井は、ホテルの外壁を照らすネオンの明めい滅めつをぼんやりと見上げていた。


    「来た、でありますよ」


    　桜井の耳のすぐ傍そばで、靴音がした。


    　真名川霙は堤防の上に立って、今や遅しと待ち人を探していたのである。


    　霙の影は、桜井の足元に落ちていた。両手を掲げ、元気よく手を振っている。


    　桜井は小柄な少女を見上げるも、逆光に目を細める。


    「霙、落ちると危ないから、降りたら？」


    「こっち、こっちでありますよ……と……わっ」


    「だから霙、危ないから降りなさいっての」


    　霙は桜井に手を引かれるままに、すとん、と堤防に座る。


    　霙の真ん丸の瞳に、ふたりの助すけっ人との姿が映った。


    　ひとりは、大学生風の女性である。メガネをかけていかにもマジメそうだが、そばかすが愛らしい。購読しているファッション雑誌が推察できそうな、シンプルでオーソドックスな佇たたずまいである。春らしい薄手のブラウスに、ジーンズ姿だ。


    　諏訪野舞まい子こ、指揮者である。


    　学生風、に見えるが既すでに大学を卒業し、大学院で修士の学位も手にしていた。諏訪野はひょんなことから人魚という不死の存在を知り、その魅力に取り憑つかれたのである。諏訪野はもともとDo-orドア内にある研究機関に所属していた。だが彼女はそこをクビになっている。


    　理由は、かつて月形清次郎が酸月と呼ばれるに至った経けい緯いと似ていた。


    『諏訪野は不死に執しゆう着ちやくし過ぎている』


    『このままでは、酸月のようなマッド・サイエンティストを生むことになるぞ』


    『熱心すぎるというのも考えもの、ということだな』


    　Do-orドアの〈教きよう授じゆ連れん〉は諏訪野を永久追放したのである。


    　だが諏訪野はめげなかった。指揮者の技術を学び、免めん状じようを取しゆ得とくしている。そして現場仕事である楽団に潜り込んだのだ。酸月との戦いは熾し烈れつをきわめたが、諏訪野はある種の悦びを感じていたに違いない。人魚誕生の秘密のカギを握る、〈最初の六人〉と呼ばれる研究者の中でもある種、自分に似た性質のある酸月を、間近で研究することができたのだ。


    「あぁ……少しだけ、真実に近づくことができたような気がする。いったいなぜ、人魚なんていう不死の存在がいるのか、少しわかった」


    　諏訪野は日記帳に、ある方程式を記している。


    　諏訪野だけがその意味を知っている、という、謎の方程式だ。可愛かわいい顔をしていても、諏訪野舞子のメガネの奥にある瞳には、暗いがかすかな炎が宿っている。


    　そんな諏訪野が幼く見える理由は、そばかすのせいでも、おかっぱ頭のせいでもない。


    　隣となりに、老けこんだ小兵がいるせいだ。


    「よぉ、町だが……ずいぶんとまぁ、静まり返ってんなぁ？」


    「肥後サンまで、来てくれた、でありますかっ」


    　こちらは、そのままパチンコ店に入って行きそうな中年の男である。


    　薄汚れたジャンパーの袖そでで鼻を啜すすった。


    　しかしこの肥後という男こそ、月型郡では右に出るもののない指揮者である。ミツオが心の中で師と仰ぐ存在だ。肥後の指揮棒タクトなくして、酸月を葬ほうむることはできなかった。


    　肥後はミツオと比べものにならないほどの経験と、知識を持った指揮者である。


    　例えば、たいていの指揮者は歌い手と接する時、緊張するものだ。調律して歌い手と呼ばれても、もともとは恐るべき力を持つ人魚である。


    　ひとつ間違えば、自分の命どころか、そこが街中であれば市民の命も保証できない。


    　だが肥後は歌い手を前にしても、緊張の素振りを見せない。
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    　ベテランのドッグブリーダーが獰どう猛もうな大型犬を前にした時、怯ひるむと躾しつけに逆効果であることを知っているように、歌い手に対してごく自然に接するのだ。


    「霙、ちゃんと調律できてるか？」


    　肥後の態度は周囲からは無防備、とも映るに違いない。


    　恐怖感や警戒心を見せない度胸は、頭で考えて身につくものではない。諏訪野は、肥後に対する霙の素直な態度に、「さすが……」と呟つぶやいて押し黙る。


    　霙は諏訪野に向けた表情とは別の、穏やかな表情で肥後に返事した。


    「はい。桜井の作った調律メニューなので多少、というかかなり不安、でありますが。日々、自分の足で学校に通うことができているであります。調律とは、不死の怪物である人魚を、社会生活が送れる状態に管理すること、でありますので、なんとか……その……調律はできているのではないか、というつもりでいる……であります」


    「指揮者と接続して技能スキルを試ためしてみなくちゃわからない、って、不安なんだな？」


    「なぜならっ、自分は……六十年前からミツオと待ち合わせをしているであります。いつか平和な地で巡り合えたら、どんなにすばらしいか。だから、その日が来るまで社会を脅おびやかしかねない禍か根こんを断つべく、戦うでありますよ。元凶と推測される、〈最初の六人〉との戦いが終わるまで、妥だ協きようはない、であります。不安で不安で、妥協している暇ひまはないというか……」


    「いい覚悟だ」


    「次にミツオと会う時もまた、戦いであるというならば、きちんと調律をした状態でミツオに操あやつっていただきたいものであります」


    　肥後は目尻に皺しわを作って微笑ほほえむと、「どれ」と霙の手を取った。


    　肥後は霙を引き寄せると、抱き止める。抱きかかえたままで霙の目を見つめた。


    　霙は頰を染めるも、肥後になされるがままである。


    「霙、後ろを向いて、両手を堤てい防ぼうにつけ」


    「は、はい……」


    　霙はハッ、と息を飲んだ。


    　背中をトン、と何かで突かれている。


    「た、指揮棒タクトでありますか？」


    「あぁ、オレと霙は今、赤い糸で接続してない。けど、オレなら指揮棒タクトの合図だけで霙の技能スキルを解放することができる。今から合図を出すぞ。ちゃんと調律ができてれば、何も起こらない。だけど調律が半はん端ぱだと……どうなるかわからない」


    　霙は目を閉じ、歯を食い縛った。


    　背中に触れた何かが、模様でも描くように動く。


    「いくぜ……」


    「ちょ、ちょっと待って欲しいでありますよ。心の準備が……」


    「わかった、一、二の、三でいくぞ？」


    「はい」


    「一、二の、きわめて速くヴイヴアーチエ！」


    　騙だまされた、と霙は思った。


    （肥後殿、一、二の三、って言ったくせに！）


    　一気に最高速の指示を受けたなら、もともと気性的にはおとなしい部類とされる拾四連隊であるけれども、どうなるかはわからない。


    　手をついた堤てい防ぼうなど粉々に砕くか。


    　あるいは、それより先に自分の腕が砕けるか。


    　霙は目を閉じて冷静さを保たもとうと、必死で願った。


    　しばらくして、目を開ける。


    　目の前には、傷ひとつない堤防と、自分の腕があった。


    　霙は安あん堵どする。


    「肥後殿ぉ……」


    　肥後は指揮棒タクトを持っていなかった。指揮棒タクトは右耳の上に挿し置いてある。


    　霙の背中を這はったのは、肥後の指先である。


    　肥後は、「クク」と喉のどの奥で笑った。


    「上出来だ、霙。調律できてないヤツは、今ので理性がとぶ。暗示、ってやつだよ。そんなカタチのないものに負けて暴走しちゃわない程度には、ちゃーんと、調律できてるよ」


    「騙すとは、ひどい、であります……」


    「一、二の、って不意を突いて騙さないと、びっくりしないから意味ないだろ」


    　やりとりを見ていた諏訪野が、肩をすくめる。


    　メガネのブリッジに人差し指で触れ、上うわ目めづかいだ。


    「肥後サン。そもそも今日この助すけっ人と任務は、ワタクシに与えられた任務ですよ。頼みもしないのについて来て、不愉快です。えぇ、不愉快です」


    「諏訪野ぉ、つれないこと言うなよ。何かあった時は助けてやろう、って親心じゃないか」


    「肥後サンはワタクシの親ではなく、師でしか……」


    「他人の親になり代わって思いやる、立派な親心だろ？」


    　諏訪野は肥後には敵かなわない、と踏んだのか、関係のない桜井を睨にらんだ。


    「お？　な、なんで桜井サンのこと、急に睨むの？」


    「桜井技官、ワタクシ、思いますに、時は一刻を争うもの、と存じますが？」


    　新月町は静まり返っている。


    　埠ふ頭とうの辺りを旋回しているカモメが鳴くばかりだ。単調な波音が絶える様子はない。


    　自動車の音、子どもたちの声……それら一切がない。


    　まさしく、人ひと気けがないのである。


    　ホテルにパチンコ店、釣具屋、と続く堤てい防ぼう沿いのまっすぐな道には猫の姿すらもなかった。


    　堤防沿いの道と交差する小道は、すぐに十字の交差点とぶつかる。


    　その交差点に、信号機を見上げる人の姿はない。


    　交差点をまっすぐ行くと、トンネルが見える。


    　トンネルの向こうに住宅街だ。新月町の住民にとっての生活の拠きよ点てんである。


    　トンネルの向こうは薄暗く、車がやって来る気配はない。


    　諏訪野の声のトーンは上がらない。


    「ホテルのフロントにも、人の姿が見当たりません」


    　霙は顎あごを引き、トンネルを見み据すえた。


    「未確認の人魚の仕し業わざ、でありますね？」


    「桜井技官よぉ、時間は？」


    　桜井は携帯電話で、午後五時を回っていることを確認し、肥後に告つげる。


    　肥後は二度、頷うなずいた。


    「日にち没ぼつまでもう一時間もない。できれば暗くなる前に〈楽団大久保〉を保護したいところだ。だが万一、救出が困難である場合は、日没を合図にオレたちは一時退たい却きやくだ。いいな？」


    「肥後殿……」


    　肥後は不満顔の霙の頭を撫なでる。


    「霙よぉ、敵の数や正体がわからない以上、二次災害の危険がある、ってことだ」


    「日没までに救出すればいい、でありますね？」


    「そういうことだ。まぁ大久保んとこも楽団だ。最優先は姿の見えない住民たちの安全、いいな？」


    　諏訪野が指揮棒タクトを抜く。


    　霙は自分の左手の小指を見つめた。


    　諏訪野に小指を小指でからめとられる。やや強引だったので、霙は緊張した。


    　諏訪野は霙との、〈接続〉を完了するとすぐに指きりを解く。


    　霙と諏訪野の指と指との間を、赤い波長の光が繫つなぐ。


    　おとぎ話になぞらえて、Do-orドアに関わる人々が、〈赤い糸〉と呼ぶものだ。


    　指揮者が歌い手を扱うための、生命線である。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオはホテルの外壁の陰に身を隠し、霙たちの様子を窺うかがっていた。


    　諏訪野が先頭に立ち、車道へと、移動を開始する。


    （赤信号なのに……）


    　諏訪野は赤信号を意に介さない様子だ。


    　諏訪野たちは車道の真中を進み、トンネルに向かう。


    　霙は諏訪野の三歩後ろに従った。


    　肥後はその霙の更さらに後ろを守るように、最後尾につく。


    　桜井は堤てい防ぼうの傍そばに残り、無線機の調子を確かめ始めた。


    （探検より、面白そうだっ）


    　ミツオは霙たちからつかず離れず、尾び行こうを開始する。


    　ミツオが三人を追ってトンネルに入ると、海からの風に背中を押された。


    　トンネルを抜けると、すぐに住宅街である。


    　木造アパートが多い。


    　県営住宅の建物は遠目にも、年季が感じられた。


    　右手に薬局があるが、やはり店員の姿はない。


    　さらにガソリンスタンドとコンビニが見えてきたが、同様に、人の姿はなかった。


    　諏訪野は腕組みする。


    「肥後サン、どうしますか？」


    「諏訪野、指揮者はオマエだ」


    「あ……はい。真名川霙、ワタクシたちはこのまま、巡じゆん回かいを続けます、いいですね？」


    　霙は黙って、コクン、と頷うなずいた。


    　霙たちはそのままあてのない行進を三十分も続けた。新たなトンネルにぶつかったので、まずは、第二のトンネル手前までの「一丁目」を調査しようと、右に曲がる。


    　諏訪野たちはスーパーとバッティングセンターの間を通ったが、いずれも無人だった。


    　静まり返った住宅街を抜けると、海岸に出る。


    　海岸の向こうまで歩けば、再び住宅密集地だ。しかし、そこに聳そびえる大きな集合住宅は、三人を押し黙らせる。


    　ミツオも同様に言葉をなくした。


    （もう薄暗いのに、あんなにおっきなマンションに、ひとつの明かりもない……）


    　ミツオはゴク、と唾つばを飲む。


    　その時、肥後がミツオのいる方向をふり返った。


    「おい、トンネルを越えて二丁目に行ってみないか？」


    　ミツオは、「見つかってはいない」と息を飲む。


    　霙たちはミツオのすぐ近くを通って第二のトンネルに戻ると、隧すい道どう内に入った。


    　トンネルを抜けるとすぐに、左手に運動公園が見える。体育館にグラウンド、それにスタジアムまで備えている。テニスコートやプールの看板もあった。


    　しかし、静まり返っている。


    　運動公園の入り口には病院があった。


    　病院内に明かりが見える。


    　しかしその明かりもまた、夜に灯ともすものにしては弱い。


    　風が木々を揺らしている以外、動くものの気配はなかった。


    「二丁目も一丁目と同じ、でありますか？」


    　霙が息をついた、その時だった。


    　諏訪野が、「ひっ」と短い悲鳴を上げる。


    　ミツオは諏訪野の視線を追った。右手、住宅街の方向だ。ふら、と人影が現れる。「ひっ……」と、ミツオも悲鳴を上げかけた。慌あわてて自分の口を両手で塞ふさぐ。


    　薄明かりの中、ひた、ひたと人影は歩く。


    　右腕が、長い。


    　長い腕を、ずるずると引きずっている。腕の長さは、五メートルを越えていた。


    　人影が、霙たちに気づく。


    「ぐ、が、ぎ…………」


    　人影は奇妙な音を立てた。


    　キチチ、と虫が羽を擦すり合わせて立てる音に似ているが、低く、大きな音である。


    　その音を合図に、人影は霙たちに向かって走り出した。


    　肥後が鋭するどく叫ぶ。


    「諏訪野、指揮棒タクトを立てろ。歌い手を前に出せ！」


    「は、はいっ！」


    　諏訪野の指揮棒タクトの合図に、霙が前線へ躍り出る。


    　左右非対称アシンメトリーの腕を持つ人影は、人間離れした速度でまっしぐらに駆けて来た。


    　街灯が灯る。


    　一瞬、人影が照らし出された。


    　明かりを受けても暗い。光こう沢たくのある外観をしている。


    　目も鼻も口も真っ黒い殻からで覆おおわれていた。


    　長い腕は、それに見合った数の関節を持っている。十三の関節で繫つながった長い腕は、外皮の色や連結部分の節ふしくれといい、昆虫などの節せつ足そく動物の肢に似ていた。


    　あるいは一匹のムカデのような、腕である。


    　そのおぞましい姿に、諏訪野は口元を押さえて呻うめいた。


    「左右非対称アシンメトリーの長さの腕……普通、節足動物は左右対称シンメトリーなのに……」


    「諏訪野、腕以外は人型だ。アシメちゃんは、節足動物じゃない」


    　肥後がアシメと命名した怪物は、霙の五メートル以上手前で急停止する。


    　長い腕がしなって、霙を襲った。


    「真名川！」


    　諏訪野の悲鳴は、金属音に搔かき消される。


    　ミツオは目を見開いた。


    　アシメの長い腕が、霙の腹部に届いている。


    　霙は傍そばにあった「止まれ」の道路標識を、人魚としての技能スキルである〈反転重力〉の力で引き寄せていた。鉄板を盾たてのように構え、アシメの一撃を受け止めている。


    　ミツオは息をついた。


    （よ、よかった。肥後サンがアシメって呼んだ怪物の一撃を、霙は受け止めたっ）


    　諏訪野は混乱して朦もう朧ろう状態にあるようだ。


    　肥後は淡たん々たんとしていた。


    「諏訪野、霙のスピードをもう一速上げろ」


    「は……？」


    　アシメの長い腕の先端は、鉤かぎ爪づめ状だ。


    　霙の構えた鉄板を、グネリ、と捻ひねるほどの力がある。


    　その先端の鉤爪は、霙の構える鉄板を叩き落とした。鉤爪はそのままアスファルトに突き立つ。そしてアシメは、特徴的な長い腕で、自身の体を支え上げた。


    　三メートルほどの高さまで上昇する。


    　そこから急降下し、霙を襲った。


    　鉤爪の腕がアスファルトを砕き、火花が散る。


    　霙は間かん一いつ髪ぱつ、飛びのいて難を免まぬかれた。


    　アシメのツルリと凹おう凸とつのない顔面が、諏訪野を見つめる。


    「ど、どうすれば……」


    「諏訪野、霙の速度を上げるんだよ！」


    「は、はいっ」


    　諏訪野は混乱する。


    「え……えぇと……、〈ゆっくりとラルゴ〉、〈歩くくらいの速さでアンダンテ〉それから……〈中くらいの速さでモデラート〉、〈速くアレグロ〉、〈きわめて速くヴイヴアーチエ〉だから……」


    　諏訪野は、「中くらいの速さでモデラート」と指示を出した。


    　アシメは諏訪野に襲いかかろうとする。しかし何かに引っぱられ、尻しり餅もちをついた。


    　霙だ。霙は手も触れずに、アシメの身体を引っぱっている。


    　霙を中心とした磁じ場ばが発生しているのだ。霙の人魚としての能力、〈反転重力〉である。


    　アシメは霙の方向に首を向けた。


    　アシメの真っ黒い頭の横を、何かがすり抜ける。


    　長い腕だ。


    　アシメは背中側にいる霙に向かって、身体の向きは変えずにパンチを打ったのである。


    「く……」


    　アシメの超ロングフックは霙の肩を掠かすめた。


    　たたらを踏んだ霙は、ハッと目を見開く。なりふり構わない挙動で車道を転がった。


    　直後、霙のいた場所に黒い人影が着地する。


    　アスファルトに亀き裂れつが入った。


    「も、もう一体……？」


    　諏訪野の目に、二体のアシメが映っている。


    　諏訪野の背に、肥後の背が張りついた。


    「諏訪野、オマエさん算数得意か？」


    「数学なら、代数に幾き何か、解かい析せき学も得意でしたけど……何か？」


    「解析学？」


    「いわゆる微分に積分、およびその他の諸部門ですよ」


    「なんだかよくわからんが、計算してくれよ」


    　肥後はトンネルを見ていた。


    　肥後たちの退路を断つように、トンネル内に三体のアシメがいる。


    　それだけでは、済まなかった。


    　病院の建物内、運動公園の方向からも……続々と、アシメたちが出て来る。


    「諏訪野よぉ。百や二百で、収まりそうか？」


    「じゅ、住宅街の方にも……え、えぇと……こういう場合はですね、一定区画における対象の数を計算するんですよ。しかるのちに、データの欲しい範囲に広げて統合計算するんですね。数量的比較を基礎として、多くの事実を観察し、処理する方法を研究する学問は……えぇと、なんだったかなぁ。あれぇ？　大学時代にやったのになぁ」


    　統計学である。


    「落ち着け諏訪野、そんなもん思い出しても、助からねぇっ」


    　肥後は歯は嚙がみする。


    　にじり寄って来るアシメたちの頭部は、完全なのっぺらぼうではなかった。マトリックス型二次元コードに似た、白と黒の斑まだら模様である。


    　よく見れば十人十色、微び妙みように違っていた。


    「コイツらの顔面、なーんか、意味深な模様してないか？」


    「肥後サン、完全に取り囲まれてますよっ！」


    「くそぉ、遠藤が気を利かせてバービーでも連れて来てくんないかな……」


    　霙もアシメの包囲の輪によって、肥後たちのもとへと追いやられる。


    　完全に周囲を囲まれて、三人は袋ふくろの鼠ねずみ状態だ。


    「肥後殿……バービーは今、〈楽団遠藤〉にいる、でありますか？」


    「あぁ、バービーの移い籍せき先が決まるまで預かってんだ。バービーの技能スキルは広範囲にわたる。新月町ごと冷凍保存にでもしないと、こいつは、やべぇぞ」


    　アシメたちはにじり寄って来る。


    　三匹の獲え物もののうち、最も弱いものはどれかと、探るかのようだ。


    「ま、オレに来るわなぁ」


    　一体のアシメが肥後に襲いかかる。


    　ガキン、と金属音がした。肥後は右腕で受け止めている。にや、と笑った肥後であるが、ぶるる、と指先が震えた。その震えは全身に伝でん播ぱする。


    「おぉぉ、イテェ……腕の外側の骨、金属プレートにしといて助かったぁ」


    　肥後は一か月前に重傷を負った身だ。


    　全身には数十枚の金属プレートが埋めこまれ、ボルトで補強されている。あくまでも固定のためであり、まともに動くことも容よう易いではない状況だった。


    　肥後の髪の毛が汗で額ひたいに貼りつく。


    「まずいね、こりゃ……」


    「自分を使って欲しい、であります」


    　霙の黒こく瞳どうが白はく濁だくを始めている。


    　霙に備わった反転重力以外の、もうひとつの技能スキルだ。


    　白夜黒夜ネガポジの瞳である。


    　普段は霙の見える世界が変化するだけだ。だが今起ころうとしているのは、霙の全能力の発動である。霙は赤い糸の束そく縛ばくを、煩わずらわしく思っているのだ。


    　霙は封印の解除を、指揮者を睨にらんで要求する。


    「諏訪野殿、自分が能力を全開にして時間を稼かせぐであります。どうか合図を……」


    「赤い糸で抑えこまれた状態にある歌い手という姿から、本来の姿への、裸リン人魚化クダウンを？」


    「他に方法がある、でありますか？」


    「ひ、肥後サン……？」


    　肥後は夜空を見上げる。


    　その能力を全開にすれば、霙は地球の重力と逆のベクトルに引かれてしまうのだ。


    　霙にとってはその場にある天てん井じようが足場となる。


    　今、三人の頭上にあるのは星空だ。


    （トンネル……）


    　肥後はちら、とトンネルをふり返る。


    　その時だった。


    　薄暗い闇の向こうに、白い閃せん光こう、いや、肥後の感覚器官を搔かき乱すほどの高速残像である。白い何かが、高速でトンネルの向こうからやって来た。


    　それはアシメの懐ふところに潜りこむ。


    　銀髪の少女だ。


    　ジャラ、と全身につけた銀細工シルバーアクセサリが音を立てる。少女は再び残像のみを残し、次のアシメの懐に移動した。別のアシメの懐に入って姿を現したその姿は、返り血に濡れている。


    　握った銀細工シルバーアクセサリの先端で、アシメの喉のど元もとを斬り裂いているのだ。


    　アシメたちの硬い外骨格も、彼女のスピードの前には無意味である。


    　少女は三体目、四体目と続けて切り裂いた。


    　五体目の懐に入り込もうとして、姿を現した時、パキンと空むなしい音が響いた。


    「チっ、折れたか……」


    　少女は肥後の傍そばに寄ると、銀細工シルバーアクセサリを放る。


    　それはアシメの血と、ムリに握っていたために傷ついた彼女自身の血で濡れていた。


    「ラビット、助かったぜ」


    　ラビットは〈楽団遠藤〉の中心的な歌い手である。


    　酸月戦では、その、〈倍速脱だつ兎と〉と称たたえられるスピードを遺い憾かんなく発揮した。ラビットがDo-orドアの管理に甘んじている理由は、Do-orドアのために戦うことで与えられる、〈来らい世せ〉のためである。Do-orドアは貢こう献けんした歌い手に、記憶を奪うことでの平へい穏おんな生活を保証するのだ。


    　そうすれば、ラビットたちは自身が不死の怪物であることを知らずに生きることができる。


    　不死という迷宮からの唯ゆい一いつの出口、とラビットは懸けん命めいである。


    「ちぇっ、また戦いかよ」


    　ラビットは唾つばを吐いた。


    「酸月を葬ほうむったんだ。二、三回分の平和な一生をくれてもおかしくないはずだ」


    「まぁそう言うな。状況が状況だ」


    「肥後のオヤジ……」


    　ラビットはぎろり、と肥後を睨にらむ。


    「バービーの方がよかったんだろ？」


    「き、聞こえてた？」


    「兎うさぎちゃんなもんでね。耳は、いいのかも」


    　肥後の目の前を赤い糸が漂ただよった。


    　ラビットの姿は既すでにない。ラビットは髪留めを握る。目の前のアシメに向かって行く。


    　肥後はトンネルの向こうへと続く赤い糸を辿たどった。


    　ラビットに高速で斬り裂かれた四体のアシメたちは、まだ立っている。トンネル内で、今頃になって斬り裂かれた箇か所しよから体液を噴出し、同時に倒れた。


    　その向こうから、金髪の美女が駆けて来る。


    　紺こん色の制服を着た彼女は右手に指揮棒タクトを握り、左手にはラビットと繫つながった赤い糸が見えた。指揮者としてラビットを操あやつって現れた、遠藤技官である。


    　肥後は、ラビットを目で追いながら、遠藤に訊たずねた。


    「遠藤、ラビットのやつ、何速だ？」


    「速くアレグロだ、肥後」


    　遠藤は肥後の傍そばに寄るが、アシメたちの姿に臆する様子はない。


    「多いな、バービーを連れて来た方がよかったか？」


    「バービーにしろラビットにしろだ、遠藤。一、二……三、四速はまずいぞ。ほとんど最高速度だ。トンじまうぞ？」


    「だがやらねば助からない、違うか？」


    「まぁ、そうだな。霙も、試ためしてみなくちゃならない状況だ」


    　肥後は諏訪野の腕を摑つかむ。


    　摑んだ諏訪野の腕を使って、「速くアレグロっ」と霙に指示を出した。


    「霙、オマエも四速だ。危あやういけど、しょうがない。トンネル内で戦え。退路を確保だ！」


    「り、了りよう解かい……い……」


    　霙の黒こく瞳どうが白はく濁だくする。


    　同時に、本来あった黒い部分が外側に押し出される。


    　肥後は舌打ちする。


    「チっ、意識がトブのか。調律が甘い。諏訪野、トンネルに戻って霙の指揮に専念しろ！」


    　指示を出し終えた直後に、肥後はその息を飲む。


    　なぜならば、少年の姿が見えたからだ。いったいいつからいたのか。運動公園の方角へ逃げて行く少年の姿がある。肥後はひと目で、それが森実ミツオだと理解した。


    「あのバカ、何やってる……？」


    「肥後、思ったよりかなりまずい状況のようだな」


    「遠藤、こいつらなんだ？　わかるか？」


    「管理連が認定した人魚の情報を記した赤い本レツドリストのＣＲ（絶滅寸前種）カテゴリ指定……」


    「アシメちゃんが？」


    「そうじゃない。一番上のＥＸ（絶滅種）指定は樹海博士のためのカテゴリだ。続くＴＨ（絶滅危き惧ぐ種）カテゴリは樹海博士を除く、〈最初の六人〉が載っている。ＴＨはその下……」


    「最初の六人直属の人魚……酸月の場合は、睡すい蓮れんや死花花がそうだったな」


    「ＴＨカテゴリに記載されている、〈最初の六人〉の中では唯ゆい一いつの女性、平ひら織おり香か都づ子こを知っているな。Do-orドアは彼女を〈女帝〉と呼ぶ。彼女は我々Do-orドアや、拾四連隊の追跡から逃のがれるために必死だ。女帝は安住の地を、自分で造る。そのための人魚を生み出している」


    「女帝直属のＣＲカテゴリっていうと……〈彷徨さまよい市〉かっ？」


    「違って欲しいよ。しかし私は以前に、彷徨市を見たことがあるから……恐らくな」


    　遠藤はタクトを口にくわえ、豊かなブロンドの髪をひとつに束ねる。


    「肥後、全力で退却だ」


    「あ、あぁ……」


    「最悪の場合の話だが……」


    　遠藤は肥後の耳元に唇を寄せる。


    　肥後は、「遠藤、オマエ……」と呻うめいた。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオは涙を流していた。


    「な、なんなのこれ？」


    　運動公園の芝しば生ふの上を走る。


    　いつの間にか、公園内のマラソンコースを疾走している状態だ。公園内には、ランニングに充分な程度の照明しかない。薄暗いために、ミツオの目にはアシメの数が少ないように見えたのである。実際には、アシメたちがうようよしていた。


    　ミツオは、今度は逆に、明かりを求めて走った。


    　テニスコートは明るい。


    　だが、コートにいるのは黒く、そして左右非対称アシンメトリーの影ばかりである。


    「コッチもダメだぁ……」


    　ミツオは球場スタジアムに入った。


    　球場にはヘリが停まっている。


    　ミツオは知らずに駆けて来たが、この球場は自衛隊ヘリの着地訓練ポイントに指定されていた。運よく、三日月湾岸にある師団司令部からヘリが飛んで来ていたのである。


    「え、え……？」


    　だが、ヘリは横おう転てんしていた。


    　暗緑色のヘルメットが、マウンドの上に転がっている。


    　マウンド上の人影は、迷彩服を着た男性の頭を踏みつけていた。


    「なんだよ、あっけないなぁ……」


    　少女である。


    　短い黒髪に黒い制服を着た少女が、自衛隊員を足あし蹴げにしていた。


    「ヤドカリ、お客さんだ」


    　外野から野太い声が届く。


    　ヘリの操縦席から、トレンチコートにハット姿の肥ふとった男が現れた。右手には別の自衛隊員の襟えり首くびを摑つかんでいる。


    　自衛隊員の生死は不明だ。ぐったりしている。


    　男に、「ヤドカリ」と呼ばれた短髪の少女、竹たけ中なか美み央おは、マウンドに唾つばを吐く。


    「なんだ、フィルのやつ。結局わたしのことはヤドカリなんて呼ぶわけね……つまんないの」


    　ヤドカリはミツオを見下ろした。


    　冷たく、空うつろな目である。


    「あんた、人魚でしょ」


    「え……？」


    「わかるよ。わたしの、〈ヤドリグモ〉に寄き生せいされれば、そこらにいる腕の長い怪物になるはずなんだ。でもあんたの姿は変わっていない」


    「寄生された普通の人間が……肥後サンの言ってた、アシメになっちゃうの？」


    「アシメ？　アシンメトリーのアシメ？　あぁ、いいね。それはいいネーミングかも」


    　ヤドカリはミツオの首筋辺りを指差した。


    　ミツオは、ぞわ、と寒気を感じる。寒気だけではない。


    　実際に何かが這はっている。


    　ミツオは、「わぁ」と悲鳴を上げて体を[image: ]よじって、纏まとわりつく小さな虫を放り投げた。


    　肢の長い、黒い蜘く蛛もだった。


    　分節のない腹部には白い斑はん紋もんがあって、一種のバーコードのようにも見える。


    「坊や、その子はヤドリグモ。正確にはわたしの可愛かわいい、〈ヒトヤドリグモ〉よ。相手が普通の人間であれば、その子が皮ひ膚ふの下に潜る。そして人間に寄生して、すばらしい姿になる」


    「アシメに……」


    「そ、アシメちゃんになるんだ」


    　ヤドカリは、踏んづけていた自衛官から離れる。


    　自衛官の首筋に、ヤドリグモがいた。ずる、と皮膚の下に潜って行く。すると、自衛官の皮膚は真っ黒い外骨格へと変化を始めた。黒い外骨格は、自衛官が身に着けていた迷彩服までも覆おおって行く。彼を、長い腕の怪物に変える。


    　新たなアシメとなった元自衛官の身体が、ぴくり、と動いた。


    　のそのそと起き上がる姿に、ヤドカリは満足そうに微笑ほほえむ。


    「坊や、いいもの見せてあげようか？」


    「いいもの？」


    「アシメちゃんの本当の技能スキル……」


    　ヤドカリが指を鳴らした。


    　瞬間、アシメは長い腕を自分の体に巻きつける。


    　同時に、すぶ、と地中に埋うまり始めた。


    　腰まで埋まると、マウンドを中心に、地面が変化を始める。


    　ちょうど野球で投手が投球を行う場所だった。土を盛って高くしてある部分を中心に直径二メートルほどの範囲で、それは突とつ如じよとして起こる。


    　初めに、そこはマウンドではなくなった。さらさらと盛られた土が崩れ、平らになる。


    　アシメは蟻あり地じ獄ごくに沈んで行くように、頭の天てつ辺ぺんまで埋まってしまった。


    「な、何これ……？」


    　ミツオは、足元に現れた模様を踏まないようにつま先立ちする。


    　スタンドの照明が、地面に浮かび上がった黒い模様を照らした。ヒトヤドリグモの腹部にあって、寄き生せいされて誕生したアシメの顔面にもあった模様と同じものである。


    　ミツオは、「蜘く蛛もの巣す」を連想する。


    　蜘蛛の巣を形作る、いわゆる蜘蛛の糸の用い方は、クモの種類によって異なる。


    　最も一般的な用途は罠わなだ。


    　放射状に縦たて糸いとを張り、それに丸く糸を張っていく円えん網もうタイプや、円網ほど複雑ではない三角形のタイプの巣、あるいは横糸一本だけのものもある。


    　また、罠というよりは棲処すみかを作るものもある。


    　タナグモの仲間などは植物の根本などに漏ろう斗と状の袋ふくろを作り、それに潜ひそむ。ミズグモの仲間などは水中にドーム状の棚たな網あみを作って水面から空気を運びこみ、生活する。木の根本や壁かべ際ぎわなどに袋状の巣を作るものもある。


    　アシメの張った蜘蛛の巣の用途は……。


    「わ、わぁ！」


    　ミツオは声を上げて尻しり餅もちをついた。


    　地面に描かれた模様の中心から、何かが、勢いよく生え出した。それはぐん、とまっすぐに二メートル半ほど伸び、先端にかけて緩ゆるやかにカーブする。


    　そして、最先端部分が、白く発光した。


    「が、街灯に、なっちゃった……」


    　ミツオは街灯の下で腰を抜かし、眩まばゆい光に目を細める。


    　アシメは顔面に刻まれた模様を設計図に、自みずからの姿をまったく違う何かに変形させたのだ。それがアシメの、蜘蛛の巣の使い道だった。


    　ミツオはにわかに混乱する。


    「い、いったい何なの？　お姉ちゃんたちは、何をする気なの？」


    「わたしたちはねぇ、〈彷徨市〉なの」


    「彷徨市？」


    「そうよ、あてもなく彷徨さまよいし街、ってわけよ」


    「ひ、ひとなのに、街なの？」


    「見たでしょ。今、ひとりの人間が街灯になったように、わたしたちは街を造る。それが、女帝に生み出されたわたしたち、〈都市部品シテイユニツト〉の存在する意味なの」


    「都市部品シテイユニツト？」


    「地球を、女帝が住まうための、迷宮に変えるために生み出された人魚……。わたしたちのような人魚がたくさんいるのよ。わたしたちは最小で四人いれば、ひとつの彷徨市を造ることができる。わたしは、〈枠組みフレームワーク〉を担当する都市部品シテイユニツト。そしてあそこにいるボロを着た肥ふとっちょが、〈異物除去フイルター〉を担当する」


    「あ、あと二人も、お姉ちゃんたちみたいな怪物がいるの？」


    「いいえ、わたしたちは二人で来た。わたしが今、自衛官をアシメに変えて、街の一部である街灯を立てたように、足りない部品は、現地調達するの」


    「や、やだ！　僕は街の建物や街灯の素材なんかになりたくない！」


    「安心しなさい。人魚は素材としては使えない。街の部品になれるのは、女帝に許可された人間である材料アシメだけよ。わたしたちのように女帝に生み出された都市部品シテイユニツトが、材料アシメを使って街を造る。わたしたちは時に連れん結けつのための部品や、材料アシメの状態を保たもつための、〈温度調節サーモスタツト〉の役割をなし、材料アシメで彷徨市を完成させるの」


    「そ、それじゃあ……」


    　僕のことは見み逃のがしてくれるの？


    　ミツオはその言葉を発することができなかった。


    　男がやって来て、ミツオの喉のどを摑つかんだのである。


    「フィル、殺しちゃダメよ」


    「なぜだ、ヤドカリ……」


    「坊やは人魚だけど、なかなか知的なタイプだもの。わたしたち都市部品シテイユニツトの他に、ここまで理性を保てるタイプの人魚といえば……フィルにだってわかるでしょ？」


    「少なくとも酸月の複合種コンプレツクスではないな。あるいは、Do-orドアに調律されているか？」


    「そういうこと。情報を引き出すまで、殺してはダメ」


    　ふら、とヤドカリがよろめく。


    「ヤドカリ、少し休め。見事な能力スキルの発動だった。たった半日で新月町の住民を材料アシメにするとは……どうやら、オレはオマエをサポートする役割に徹した方がいいようだ」


    「あら、どうして？」


    「格の違い、かな。新月町では半日作業だった。しかし勘を摑めば、彷徨市に必要な範囲をもっと手際よく占領できる……オレはオマエが、怖いよ」


    「そうね、役割を分担しましょう。〈拡張〉はわたしがやるわ」


    「オレは欠けている都市部品シテイユニツトの、〈調達〉に回るよ」


    「よろしくね。早いとこ材料アシメの状態を保持するための都市部品シテイユニツトを調達してちょーだい。急がないと、わたしの〈拡張〉がムダになるんだから」


    「あぁ、わかってる。一番に〈温度調節サーモスタツト〉が必要だ。オレとヤドカリとあと二体が必要だ。速すみやかに最低条件である四体を揃えようじゃないか」


    　フィルは軽々と、ミツオの体を片腕で持ち上げる。


    「我々は、オマエらのような、女帝以外の系統の人魚は抹まつ殺さつする方針にある。樹海博士、酸月、辰たつみ星ぼし、スピンマン、時とき任とう……我らの女帝を脅おびやかすすべてを排除し、女帝のための街を造るのさ。Do-orドアも女帝を追うから、殺すよ」


    「か、は……うぅ……」


    　ミツオは男の腕を引っ搔かき、抓つねって逃のがれようとする。


    　だが男の腕は強きよう[image: ]じんだった。


    　ついに、だらりと、ミツオの手足は力なく落ちる。


    「フィル」


    　ヤドカリが男を笑った。


    「フィル、痛くないの？」


    「うん？」


    　フィルはミツオを放り捨てる。


    　太い腕に、真っ白な指揮棒タクトが突き刺さっていた。指揮棒タクトはフィルの腕を貫通している。


    　フィルは指揮棒タクトを引き抜き、へし折った。


    「Do-orドアの指揮者か……」


    　悠ゆう然ぜんと姿を現すのは、遠藤である。


    　遠藤の小指から、赤い糸が伸びていた。闇の中を漂ただよっている。遠藤アヤメは、接続中だ。


    　フィルはニヤ、と頰を歪ゆがめる。


    「いや、指揮者じゃないな。オマエは今、歌い手として接続している、そうだろ？」


    「なぜわかる？」


    「痺しびれるんだよ。強いヤツを前にすると、全身がなぁ！」


    　フィルは変化を始めた。


    　アシメたちと同じように、黒い外骨格に覆おおわれて行く。


    　アシメのように単調なものではなく、人間と昆虫を合わせたような姿に変化した。頭部で輝く八つの単眼といい、両足を合わせると四対ついの歩脚といい、どう見ても蜘く蛛も人間である。


    「オレはヤドカリと違って、こういうサシでの勝負には自信があるのさっ」


    「やれやれ、阿あ修しゆ羅らのつもりか？」


    　遠藤はフィルを、天上の神々に戦いを挑いどんだ悪神になぞらえた。


    　フィルは満足した様子だ。


    「ふふ……オレはアシメとは違うぞ。アシメは脆ぜい弱じやくな人間をもとにしてる。人間の脳では、四対ついの歩脚を自在に操れない。だからアシメの場合は、片方の腕にすべての関かん節せつが連れん結けつして、長くなる。普通の人間は、ヤドリグモの力を与えてやっても、左右非対称アシンメトリーの不細工な姿にしかなれないんだ」


    「キサマは、なぜ四対を動かせる？」


    「バカめ、ひとではなく、人魚の頭で働くからだ！」


    　フィルは遠藤に襲いかかった。


    　フィルの六本の腕が遠藤に迫る。


    　遠藤の動きは最小限だ。


    　まるでミツオのことを庇かばうかのように、ほとんど回避しなかった。


    　フィルの歪いびつに変化した顔面に、返り血が散る。


    「ふはは、どうやら大した技能スキルは持っていないようだなぁ？」


    　フィルの肢のひとつが、ゆっくりとした動きで、懐ふところからフォークを取り出した。


    　舌した舐なめずりする。


    　遠藤は何か察知したのか、構えていた腕を下ろした。


    「単純に戦闘力が高いだけでなく、技能スキルを持っているようだな」


    「どうした、降こう参さんか？」


    「あぁ、最悪のケースだ」


    　遠藤はうずくまっているミツオの腹部を蹴り上げた。


    　そうやって起こしたミツオを抱く。遠藤はミツオを抱えたまま、フィルから離れた。


    「ザネ、自分の足で立つんだ」


    「う、うぅ……何するの？」


    「すまないが、再びオマエに戦ってもらわねばならない」


    「どういうこと？」


    　ミツオは見た。


    　先ほどまでマウンドだった場所に出現した街灯の下から、一いち塁るい側ベンチへと、遠藤の赤い糸が伸びている。


    　そこには肥後がいた。


    　肥後がいたが、肥後の傍そばにはヤドカリが立っている。


    　少女は高笑いを上げた。


    「あはは。月型郡攻略の要かなめの人物と、こんなに早く会えるとはね」


    「オレが、か？」


    「酸月戦の話はフィルから聞いてる。Do-orドアの指揮者、肥後クン。月型郡でアンタの右に出る指揮者はいない。あんたがいなければ、酸月は倒せなかったはずだ」


    「買い被かぶりだよ」


    「謙けん遜そんもいいけど、時と場所を選ぶべきかもしれないよ？」


    　ミツオの胸が騒ぐ。


    　肥後にはまだ教わりたいことが山ほどあると、曖あい昧まいな記憶の中で、指揮者としてのミツオが叫んでいた。肥後は人間なのである。


    　人魚とは違って、たったひとつの命しか持たない身だ。


    「肥後サン……」


    　ぐい、とミツオは頰を抓つねられる。


    　遠藤は芝しば生ふに膝ひざをついた。ミツオの目を真正面に見み据すえる。


    「ザネ、月型郡のDo-orドアは酸月戦で甚じん大だいな被害を受けている。まともに動ける楽団は数少ない。そこへ来て、彷徨市の襲撃とは……最悪だよ」


    　遠藤の頭の向こうから、悲鳴が聞こえた。


    　肥後の、悲痛な叫び声である。


    　ミツオはぶるぶると震え、頰は涙で濡れた。


    「ひ、肥後サン……」


    「肥後はもう助からん。聞け、ザネ。私たちは拾四連隊隊員だ。樹海博士が作り出した十四匹の人魚なんだ。私たちの使命は、〈最初の六人〉すべてを逮捕、あるいは葬ほうむることだっ」


    「けど僕は……こんな子どもの姿だ。戦えるわけない。せめてもう少し大きかったなら……」


    「大きければ、戦えるか？」


    　遠藤はミツオを抱きすくめる。


    　視界を遮さえぎっていた遠藤の顔はミツオの横に移動した。


    　ミツオは見てしまった。


    　ベンチに座った肥後の股またの上に、ヤドカリが座っている。


    　ヤドカリは肥後の頭を胸に抱き、「ふふ」とその額ひたいに唇を寄せ、肥後を弄もてあそんでいた。


    「ザネ……」


    　肥後はおどけてみせる。


    「オレぁ、まんざらでもない顔してるだろ？」


    「肥後サン……」


    　肥後は血の涙を流していた。


    　左眼に、ずるずると、何かが潜りこんでいく。


    　ヤドリグモだ。


    　肥後はヤドリグモに眼球を食い破られ、体内に侵入されながらも、おどけてみせる。


    「ザネ、悪くない気分だよ……」


    「肥後サンっ」


    「オレぁ、十年前に、酸月に殺されかけた。あんときぁ、ダメかと思った。ひと月前にやられた時も、今度こそ死んでやろうと思った。こんな世の中、こっちから願い下げだ。いったいどうしてよぉ、苦労して、血ち反へ吐どぶちまけて、苛いら々いらしたりむかついたりしながら、生きてやんなきゃいけねぇんだと思ったこと、一度や二度じゃない。このオレがだぞ。いったい何のために、生きてやんなきゃなんないんだと、そんなくだらないこと考えたことがあるんだ」


    　ミツオは、自分を抱きすくめる遠藤の体温の変化に気づく。


    　どんどん下がっている。


    　一方で自分の体温が上がって行く気がした。


    「遠藤サン、何をするの？」


    「すまないが、戦ってもらうよ。私の力を、ザネに……」


    　肥後は笑顔で、ミツオに告つげる。


    「くだらないこと考えた日にくたばらないで、今日まで生きてよかった」


    「肥後サン、ダメだっ」


    「もう全部、オマエに押しつけて、オッサンは逃げるよ。あぁ……楽な感じだ……なんて、なんて情けねぇんだろうな……オレを恨うらめよ……そして生きろよ……なぁ？」


    　ミツオに泣く暇ひまはなかった。


    　なぜなら遠藤の姿がいつの間にか幼い、五、六歳の少女の身体に変わっている。


    　ミツオの身体に、今のところ変化はない。


    　遠藤の生気を失った顔に、ミツオは戸と惑まどった。今や、目線の高さは同じである。


    　ミツオは遠藤の肩を揺さぶる。


    　さっきまで遠藤が着ていた技官の制服は、当然のようにぶかぶかだ。


    「遠藤技官、僕に何をしたの？」


    「すまないが……」


    「もう一度……戦うの？　僕が？」


    　スタンドもグラウンドも、数百体のアシメに占しめられている。


    　フィルは高らかに言った。


    「どう足あ搔がこうとムダだ。月型郡は、オレとヤドカリで占領するっ」


    　アシメたちが一いつ斉せいに、長い腕を身体に巻きつける。


    　ヤドカリは肥後の髪の毛を鷲わし摑づかみに、グラウンドに引きずり立てた。


    　力なく引きずられる肥後の姿に、ミツオは絶望を抱く。


    　自分の腕の中で少女は息絶えていた。


    　人魚特有、拾四連隊隊員特有の死に方を見せる。路ろ傍ぼうの花が散りゆく様を、早回しするような光景だ。遠藤の身体は植物のように軽くなる。


    　しおれ、枯れ、カサカサと、風に吹かれるままに崩れて散った。


    　一方、ミツオの周囲でアシメたちは次々と街の素材と化していく。それぞれに縄張りが決まっているのか、一定の間かん隔かくで材料アシメ化していくのだ。地面には設計図である模様が浮かび、それぞれに、アスファルト、ブロック塀べい、建物、マンホール、郵便ポストに変化した。


    　瞬またたく間まに球場は崩れ去って行く。


    　外野グラウンドの変化に、ミツオは呆ぼう然せんとした。


    　ちょうど、レフト、センター、ライトの守備位置に材料アシメが散る。それぞれの守備範囲に独特の斑まだら模様が浮かぶ。やがて、外野には三棟のビルが建った。


    　新月町が、月型郡とは別物の、近代的な都市へと変へん貌ぼうしていく。


    「彷徨市……？」


    　ミツオは、一体のアシメの、〈都市化〉に巻きこまれた。


    　地面に埋うまって行くアシメの起こした流りゆう砂さに引きずりこまれる。ミツオの小さな身体は地中深くに呑みこまれた。ミツオは力なくも、抵抗しようと踠もがく。


    「僕は……Do-orドアの指揮者だ。酸月戦を通して、人魚でもあると思い出している。元凶と推測される、〈最初の六人〉を追う元警察官、拾四連隊隊員のひとりなんだ！」


    　戦わねばならない。


    　だが、蟻あり地じ獄ごくのように乾いた砂の流れである。ミツオの抵抗は空むなしいものだった。


    　ミツオの伸ばした腕は、何も摑つかめない。


    　砂は容よう赦しやない。


    　ついに小さな手も、砂に呑まれて姿を消した。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオはある人物の最期を見ずに済んでいる。ヤドリグモに左の眼球を食い破られた肥後の軀からだは、やがて黒い皮ひ膚ふに覆おおわれた。アシメの変化とは違う、別物に変わろうとする。


    　フィルはヤドカリに訊たずねた。


    「なんだ？　妙な変化だ……」


    「彼は材料アシメではなく、わたしたちと同じ都市部品シテイユニツトにしたの。我々の、三体目の仲間よ」


    「つまり人魚か。オレが言うのもなんだが……胸むな糞くそ悪わりぃ姿だな」


    　肥後は一つ目の怪物へと変へん貌ぼうする。


    　その怪物は、腕を持たない。あるいはいずこかに、ヤドリグモによって付け加えられる六本分の肢があってしかるべきであるが、腕ひとつなく、二本足である。


    　ヤドカリは口をへの字に結ぶ。


    「よほど酷ひどいことをした罪人のようね。癖くせの悪い腕を切り落とされた姿……」


    「町を守るために命を懸けた英雄なのになぁ。生まれ変わっても意思はない。だがやがて、オレたちのように意思を持つ。すべて女帝のための意志だ」


    　ヤドカリの制服の胸元が、もぞ、と動く。


    　他のヒトヤドリグモとは違う赤い蜘く蛛もが現れた。


    　肥後に寄き生せいしたものは、この赤い蜘蛛に似ていたのである。


    「ヤドカリ、どうした？」


    「四体目の都市部品シテイユニツトを作るための特殊なヒトヤドリグモなんだけど……なぜか、死んだわ」


    「なんだとっ？」


    　フィルは声を荒らげた。


    「バカなっ。オレたち都市部品シテイユニツトの不死は、月光のようなものだっ」


    　フィルは頭上に輝く三日月を指し示した。


    「月光、月光のようなものっ。太陽の光によって輝く月のように、太陽から光の供きよう給きゆうがなくなれば、輝けない。オレたちは彷徨市を完成させなければ、次の新月の夜に消える！」


    「わかってる。わたしたち人魚の不死は仮かり初そめに過ぎない」


    「オレたちは、新月の夜に彷徨市で休まなければならない……新月の夜に、彷徨市にいなければ、消えてなくなってしまうんだ。二度と、蘇よみがえることもできないっ」


    「落ち着いて、フィル」


    　ヤドカリは三日月を見上げる。


    　ヤドカリの横顔は青白く、唇ばかりが赤い。


    「わたしたちは女帝の意思の赴おもむくままよ。四体目の都市部品シテイユニツトを作り出すためのヒトヤドリグモは、必要ないから、死んだのよ」


    「ど、どういうことだ？」


    「この月型郡には、既すでに……いるのね」


    「オレたち以外の……この肥後の軀を三体目とした場合……四体目の都市部品シテイユニツトが、既に？」


    「そういうこと」


    　ヤドカリに釣られて、フィルも唇の端をにたりと歪ゆがめた。


    「そういうことなら、話は早いじゃないか。そいつを捜し出して、働かせればいい」


    　二体の怪物の傍そばに、肥後は死んだ。


    　まったく別の怪物に姿を変え、──立ち上がったのである。

  


  
    



    　　　　　　　Ｘ．「彼方に在りし女帝」


    



    　新しん月げつ町をヤドカリとフィルが占領したのと、同じ頃……。


    　三み日か月づき町の小高い丘の上にある三日月高等学校の正門から出る、ひとりの少女の姿があった。すらりと背が高く、手足も長い。


    　色素の薄い髪の毛が、月明かりにきらめいて揺れる。


    　少女の纏まとったブレザーの胸元には、三日月を模かたどった校章があった。


    　少女を待ち伏せたのは、Do-orドアの制服を着た技官である。


    　街灯の加減で顔は見えない。


    「雪ゆき下した菜な々な、〈バービードール〉の異い名みようを持つ歌い手だな？」


    「管かん理り連れん……」


    　菜々は顎あごを引く。


    　待ち伏せた技官の腕には、〈管理連〉の腕わん章しようが巻かれていた。普段、現場には出て来ない裏方の職員である。歌い手と接触する場合は限られていた。


    　歌い手の調ちよう律りつは、現場職員である、〈調ちよう律りつ連れん〉の仕事なのである。


    　菜々は公用車によって、月つき型がた郡から連れ出された。


    　菜々はDo-orドアに管理されている身なので、ほとんど月型郡から出たことはない。


    　車はどこをどう走っただろうか。菜々は、二時間も連れ回された。


    　月型郡とは違って、ごみごみした街の、とあるビルの地下駐車場に到着する。


    　自動小銃を構えたDo-orドアの職員が出迎えた。エレベータを使って、菜々を一室へと連れて行く。薄暗い部屋だった。窓にはすべてブラインドが降りて、外の様子は確認できない。


    　職員が三名、菜々のことを待ち構えていた。


    　パッ、と明かりが灯ともる。


    　設置された大型スクリーンに投影された光だ。その影響で、職員たちの顔は見えない。


    「さてさて、まずいぞ。実にまずいことになったぞ」


    「彷さま徨よい市だ。彷徨市だ。彷徨市だ。彷徨市だ。彷徨市だ。彷徨市だ。彷徨市だ。彷徨市だ」


    「女帝の兵隊だ。このままではまずい。月型郡がまずいことになる」


    　三者はいずれも異様な早口で、そして甲かん高だかい声だった。


    　菜々は机に座ったままの三人の前に引き立てられる。


    「バービー。女帝のことは知っているな？」


    「女帝は、〈最初の六人〉のひとりとされて……」


    「その通りだっ」


    　質問しておきながら、職員は菜々の言葉を遮さえぎって話しだした。


    「女帝は、自分以外の、〈最初の六人〉と相あい容いれない。それどころか、我々Do-orドアの警告すら無視し続けている。女帝は形状記憶遺伝子MaaMで街を造る。自分が住むための迷宮を作るために、世界中に彷徨市を造ろうとしている」


    「厄やつ介かいなことに、既存の町を食うことで、自分の街を造るのだ」


    「そうだ。女帝は人間を、街を構成する材料アシメに変える。すなわち、もともとある人間の町を襲って素材を調達し、自分の街にするのだ。公おおやけにはされていないが、東日本に三つ、西日本にはふたつの彷徨市がある。もともとはごく人間らしい町だったのに……」


    　三人の口調は加速するように、更さらに早口になっていった。


    「残念なことに、現在、我が国にある都市のうち、五つまでが彷徨市となっていることが確認されている。その街の住人の目を見れば、違いは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。住民はひとであってひとでない。みな心を失い、ある目的のためだけに、働き蟻ありのように働き続ける」


    「そうだ。人間らしい部分をあまねく押し殺し、結果、街が異常に発展して行く。蜘く蛛もの巣と変わらないじゃないか。くだらん街だ。訪れるものを捉えて捕ほ食しよくする。あとには屍し骸がいが撒まき散らされる。ひとを食いものにする街だっ」


    「すべての彷徨市は、互いに繫つながっている。地下か、あるいはネットか。いずれにせよ、彷徨市間は連れん結けつしているのだ。女帝は彷徨市が吸い上げたエネルギーを糧かてに、また新たな彷徨市を造ろうと兵隊を作り出すのである。やがて世界中の街は彷徨市になろう！」


    「バービー。オマエを呼んだ理由はわかっていような？」


    「月型郡を救うために、我々は、最良の作戦を立てた」


    「そのために、オマエが必要だ」


    　菜々はよそ見する。


    　三人は構わずに続けた。


    「月型郡に彷徨市を造らせてはならない。月型郡に彷徨市ができれば、女帝は力を増し、また新たな兵隊を作る。そしてまたどこかの町が襲われるのだ」


    「連れん鎖さする。させてはいけない」


    「逆に、ここで月型郡を守り抜けば突とつ破ぱ口こうが開ける可能性が高い。フィルとヤドカリ、この二体がどこから来たのかを知れば、女帝の居場所を特定できるかもしれない。さすれば、Do-orドアが国こつ交こう省しよう管かん轄かつとなって以来の悲願である〝女帝打倒〟も、見えてくる！」


    　菜々はスクリーンを見上げた。


    　特徴のないビル群が映っている。林りん立りつするビルはその姿のチグハグさゆえ互いに景観を損そこね合っていた。


    「おぞましいシルエットだ」


    「バービー。新月町で〈楽団大おお久く保ぼ〉、〈楽団桜さくら井い〉、〈楽団遠えん藤どう〉が消しよう息そくを断った」


    「もはや一刻の猶ゆう予よもならんのだ。バービー、協力するか？」


    　菜々は押し黙っていた。


    　無表情で、人形のように無反応である。

  


  
    



    　　　　　　　２．「彷徨市」


    



    　ミツオは死んだ。


    　どれくらい死んでいただろうか。


    　ミツオがぽっくりと死んでいると、だんだんと空が明るくなって来た。


    　辺り一帯を、薄目にも眩まぶしい茜あかね色の光が差している。


    「あ…………死んだ…………いや…………生き返った？」


    　ミツオは流りゆう砂さに巻きこまれて死んだ。


    　生き返ってみると、蟬せみが鳴いていた。ミツオは白い砂の上で、大の字になっていた。海岸である。右手には大きな集合住宅が見えた。裏手には小高い山が見える。


    　とても大きな一本の松の木が、青々とした葉を繁らせていた。


    　林の向こうから、絶え間なく、蟬の澄んだ声が聞こえて来る。


    「夕方にだけ鳴く蟬の声だ……」


    「ザネ、おはよ」


    　ミツオは砂を踏んでやって来る人物に、首をかしげた。


    「おはよ、って……」


    　どうやら夕焼けではなく、朝焼けだったようである。


    　幼い頃から聞き慣れた澄んだ蟬せみの声に、ミツオはひとつの発見をした。


    「あの蟬は、明け方にも鳴くんだ……」


    　やって来たのはすらりと背が高く、スレンダーな体形の少女である。


    　少女はひらひらと揺れるスカートの裾すそから伸びた長い脚で、白い砂を踏んでやって来た。


    　少女は屈かがみ、ミツオの顔を覗のぞきこんで来る。


    　少女が手を当てた腰は見事な曲線を描いている。


    　真っ白なワンピースがよく似合っていた。膨ふくらんだ胸の辺りには下着の色が透すけている。


    　ミツオはうっすらと頰を赤らめて俯うつむいた。


    「わ、わぁ！」


    　俯いたミツオは股またで両手を挟はさんで閉じた。


    　外気をひんやりと冷たく感じていた理由は、風のせいではなかった。


    　裸だったからである。


    　しゃがみこんで微動だにできないミツオは、そっと、柔やわらかいタオルに包まれた。


    「平気よ、怖がることない」


    　ミツオは、幼い頃から一緒にいたバービーにきつく言われていることがあった。


    　バービーは、「不死の人魚にとっては死から復活した直後が最も危険よ」と言うのだ。
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    　復活直後、あるいは復活の様子を誰にも見られてはいけない。


    　復活のトリックを暴あばかれたならば、〈不死＝永遠〉ではなくなる。


    『いい？　いくらグズでも、コノコトだけは秘密にしておくのよ？』


    　十年前のことである。


    　ミツオがかつて菜な々なに注意された場所に、この海岸はよく似ていた。


    　ミツオは警戒心も露あらわに、少女を見上げる。


    「前に……僕は、ある人にきつく言われてるんだ」


    「なぁに？」


    「ひ、秘密なんだ」


    　少女はくすりと笑う。


    「だいじょうぶよ、誰にも言わない」


    「え……？」


    「ザネがどうやって蘇よみがえったのか、あたしは内緒にしてあげる」


    　ミツオの動揺と狼ろう狽ばいの微熱を冷ます、一陣の風が吹いた。


    　ミツオの腰みの代わりのタオルがさらわれる。


    　少年の裸ら体たいに対して少女は一いち瞥べつをくれただけで、表情ひとつ変えなかった。


    「な……菜々なの？」


    　唐とう突とつに、ミツオの脳のう裏りに蘇る記憶がある。


    　十年前の記憶だ。幼い姿で発見されたミツオを保護した、森もり実ざね由ゆ希き、という指揮者がいたのである。由希はミツオを人間として、指揮者として育てた。


    〈楽団森もり実ざね〉の歌い手は、バービードールと呼ばれる少女、雪ゆき下した菜々だった。


    　ミツオと菜々は、幼い頃からひとつ屋根の下で一緒に過ごしている。


    「ぼ、僕は……」


    　ミツオは自分の手足を見た。


    　まだ少年の姿だ。


    　ミツオは六歳の少年の姿で、十六歳の姿の菜々と再会したのである。


    「菜々、僕は、どれくらい死んでたの？　蟬せみが鳴いてる……もう、夏なの？」


    「そんなこといいから、とりあえず、休むといい」


    「僕は運動公園のスタジアムで死んだはずだ。それなのになぜ、海岸にいるの？」


    「いいから、今は休むべきよ」


    「どうして！」


    　ミツオは両手を握って抗議した。


    　菜々は目を逸そらして、何かを指差している。


    「ザネ、解ほどけてるよ」


    「た、タオルタオル…………」


    　ミツオは砂まみれのタオルでもお構いなしだ。


    　結び目も甘いまま、菜々に詰め寄る。


    「ここは、どこ？　僕は新しん月げつ町の運動公園の、スタジアムで死んだよね？」


    「そうなの？」


    「なのに……ここは、僕と菜々が幼い頃に、初めて出会った場所みたいだ」


    「よく似てるだけよ。ねぇ、あたしたちが出会った街の名前、覚えてる？」


    「さ……」


    　ミツオは口を噤つぐむ。


    　菜々は、バービードールに[image: ]たとえられる長い手足を使って砂浜を歩いた。緩ゆるやかに手を振って、軽やかに砂を蹴る。


    　菜々は波なみ打うち際ぎわに立って、ミツオのことをふり返った。


    「彷さま徨よい市、だったよね」


    「由希が、そこから僕と菜々を連れ出してくれた。それから月つき型がた郡ぐんに連れて来てくれた。その場所に、僕は戻ってしまったの？」


    「さぁ……」


    「答えてよ。僕にはうかうかしている時間はない。酸さん月げつ戦で由希が死んだ。僕のせいだ。僕は一秒でも早く、ちゃんとした人間になりたいんだ。新月町が襲われた。僕は戦わなくちゃならないんだ。菜々と一緒にいられたあの頃とはもう……わけが違うんだ！」


    「あたしと一緒にいた頃とは、わけが違う……そうね」


    「答えてよ！　僕はここで、生き返ったの？」


    　菜々はミツオの足下を指差している。


    　ミツオは赤面してタオルを結び直した。


    　菜々はなおも、ミツオの足下を指差し続けている。


    「ちゃ、ちゃんと結んだってば……」


    「そうじゃなくて、その場所で、夜明け前に芽め吹ぶいた。朝日が顔を出す頃には、花が咲いてた」


    　ミツオは足元の白い砂を見つめ、首をかしげた。


    「僕は花が育つみたいにして、生き返った……の？」


    「だってザネ人魚じゃん」


    　菜々はぶっきらぼうな調子で言った。


    「芽が出て膨ふくらんで、ザネは生まれる。ザネが死んでもだいじょうぶよ。どこかで本体である地下器官がある限り、何度でも、生き返ることができる。多た年ねん草そうの植物みたいね」


    「ここは……彷徨市？」


    「ザネは死んだ場所で生き返ったはずよ」


    「でも僕はスタジアムで死んだよね？　ここは彷徨市じゃないか……ねぇ、菜々？」


    　菜々は返事をくれない。


    　ミツオはしばらく言葉が出なかった。


    「菜々、どうして？　どうして返事をしてくれないの？」


    　菜々はその質問まで無視をする。


    「ねぇ、なんで無視するの？　自分の思い通りにならないことが起こるはずがない、って思ってる？　思い通りにならない相手なんているはずない。現れるはずがないから、気に入らない相手は無視するの？　何様のつもりなんだ、ねぇ、菜々様！」


    　それは菜々が菜々様だから、と言わんばかりに、菜々は澄まし顔である。


    「ザネが死んでた時間は、だいたい四十時間くらいよ」


    　菜々はそれだけ言うと、踵きびすを返した。


    　砂浜は階段によって唐とう突とつに途切れている。三段の階段である。その向こうは、マンションばかりが目につく近代的な住宅街へと続いていた。


    　ミツオはその中に、一軒の、場違いな建物を見つける。


    　小さな庭のあるこぢんまりとした二階建ての住居だ。屋根の色は赤い。


    「ぼ…………僕らの、新月町の家？」


    　森実由希が新月町に借りていた住宅である。


    　両りよう隣どなりにも似たような住宅があったはずだが、いずれも背の高いマンションに変わっている。


    　家の前の道路の勾こう配ばいも、様子が違った。緩ゆるやかな坂道だったはずが、まったく平へい坦たんである。曲がり角のカーブミラーの位置も、知っているものとは違った。


    　そもそも、森実家は海岸のすぐ傍そばになどなかったはずである。


    　しかし今、現実に、森実家は海岸近くにあった。


    　菜々は家の中へと姿を消した。


    　ミツオは強烈な睡魔を覚える。とりあえず眠りたい、と思った。


    　足、特に膝ひざに、猛烈な痛みを感じ始める。


    　ミツオはその痛みの原因を、最初、スタジアムでの戦いのせいだろうかと思し案あんした。


    （それはないな。僕は完全に死んで、生まれ直している）


    　どこかにぶつけたか、捻ひねっただろうかと考える。


    　それは大人になれば、二度と思い出すこともないに違いない。


    　成長痛だった。


    



    　　　　　　　◆


    



    「ザネ、学校に行く時間よ」


    　菜々の声に、ミツオは跳はね起きた。


    　目の前にあったのは、幼い頃から十年の時を過ごした見慣れた天てん井じよう、そして壁である。


    　森実家の一階のリビングで、ミツオは眠ったのだった。


    　ソファには、幼い頃、ミツオが不注意で開けてしまった穴がある。間違いない。新月町にあった森実家なのだ。なによりも、菜々の姿は変わっていない。


    　菜々は鏡の前に立ち、黒い制服のリボンを結んでいるところである。


    「僕、どれくらい寝てたの……かな」


    「一時間弱、ってところじゃない？」


    　ミツオは鏡に映る自分の姿を見つめた。


    　冴えない顔である。


    　しかしミツオは目を見開き、自分の顔に触れた。鼻があって、その下には唇がある。


    　歯に触れてみた。


    　つい先刻まで、頼りない乳にゆう歯しだったはずだ。


    　立派な永久歯に生え変わっている。


    　菜々は鏡越しに、ミツオを見つめていた。


    「あたしびっくりしたよ。ちょっと眠っただけなのに、ザネってば、いつの間にか酸月戦以前の姿にまで成長しているんだもの。ザネ、いったいどうしたの？」


    　ミツオの脳のう裏りに、遠えん藤どうの顔が浮かぶ。


    「たぶん、遠藤技官の技能スキルだ。もう一度僕に、戦って欲しいと言っていた」


    　ミツオの首にすがりついた絶世の美女は、瞬またたく間まに年とし端はもない幼児の姿に退行していた。


    　遠藤の力によって、ミツオは再び、戦う機会を得たようである。


    「襲われた新月町……いったい……うわっ」


    　ミツオの顔面に布きれが飛んで来た。


    　白いシャツに、黒い学生服である。


    　菜々は冷たい目で言った。


    「ザネ、急いで着替えて。遅刻しちゃうじゃない」


    「遅刻？　どういうこと？」


    「学校よ」


    　ミツオたちはもともと人魚である。


    　Do-orドアが歌い手、と呼ぶのは社会生活を営いとなめるまでに調ちよう律りつされた人魚のことである。


    　Do-orドアは、ひとつ間違えば人間社会を脅おびやかしかねない人魚という存在を認めない。


    　歌い手というカタチで管理して初めて、生存を許している。


    　したがって、ミツオも菜々も社会生活を営むことを義務づけられているのだ。


    　社会を脅おびやかすことなく、足並みを揃えて初めてDo-orドアに認められる。


    　それができなければ、赤い糸の緊きん縛ばくと指揮棒タクトによる強制的な調律が待っているのだ。


    　ミツオは学生服をぼんやりと見つめる。


    「僕たちは歌い手だ。普通の人間以上に、社会にちゃんと属さなきゃならないし、ルールを破らないように気をつけなければいけない」


    「いいから、早く着替えて」


    「けど……っ！」


    　ミツオは菜々の制服姿を見て絶句する。


    　黒地に白いラインの制服だ。新月町を襲った人魚、「枠組みフレームワーク」を担当すると語り、相棒バデイのフィルに、「ヤドカリ」と呼ばれていた少女と同じ制服だった。


    「ど、どうして？　それ、どこの高校の制服？」


    「ザネ……」


    　菜々は腰に手を当てると、微笑ほほえみを浮かべる。


    　ミツオはゾクリ、と寒気を覚えた。


    「つべこべ、言っていいよ」


    「え、いいの？」


    「言いたいだけ言うといい。ぜんぶ聞いてあげるけど、それで一生分だからね」


    「い、一生口をきいてくれない気だ！」


    　ミツオは急いで自分の部屋へ戻る。


    　全ぜん裸らだから、抱えた学生服で身体を隠しながら階段を上った。まず下着を身に着けようとするも、下着に足をすくわれて転倒する。


    　机の角で強したたかに後頭部を打った。


    「こ、こんなところで死んで、幼い姿に戻るわけにはいかない……」


    　靴下も難敵だった。


    　ミツオは靴下によって、ベッドに押し倒される。枕まくらで窒ちつ息そくしそうになりながら、靴下を履いた。グズには理由があった。一時間前まで、ミツオは幼い子どもの姿だったのである。


    　手足の使い方、体重移動……人間として当たり前の行動のすべてが未熟なのだ。


    　ミツオは階段を転げ落ちた。


    　菜々はタタキに立って、ミツオを見下している。


    「ザネはグ、で始まってズで終わる言葉がお似合いだよね」


    「な、なんだろ……グリズリーとか？」


    「それリーで終わってんじゃん、グズ」


    　ミツオは半べそをかいた。


    　備わっているのは幼い森実ミツオの精神力である。こんなことで泣いてはいけないと、ミツオは歯を食い縛った。靴を突っかけて、玄関から飛び出すのであるが……。


    「菜々？」


    　菜々はタタキに立ったままだった。


    　そうだ、とミツオは思い出した。ミツオはすばやく玄関先に戻ると、菜々の靴を探す。慎しん重ちように、菜々に靴を履かせる。指揮者としてのつとめだった。


    　菜々は当然のこと、といった調子で玄関を出る。


    「ちょっと、待って、菜々ぁ！」


    　置き去りにされたミツオは、慌あわてて菜々の背中を追いかけた。


    　家を出てすぐに、ミツオは違和感を覚える。やはり、どう見ても、ミツオの知っている新月町とは違うのだ。坂道を小走りに上る。


    　坂の頂上で、菜々に追いついた。


    「あ…………」


    　ぱっ、と視界が開けた。


    　ミツオは言葉をなくした。青い海が見える。それは十年間も見慣れた月つき形がた湾わんに相そう違いない。


    　湾をぐるりと囲む町並みは変わっていなかった。対岸の港にはフェリーが停てい泊はくしている。


    「満まん月げつ港こうだっ」


    　満月港を抱える、満まん月げつ町だ。


    　その向こうは、山やま裾すそを這はうように発展した三み日か月づき町である。


    　三日月町と、ミツオのたちのいる場所との間にあるのは、ムーンパレス月つき型がた台だいだ。


    　ミツオはくる、とふり返る。


    「新月町だけが……」


    　無計画な古い町並みは、どこにもない。


    　今や、計画的に区切られた近代的な街に姿を変えていた。マンションが目立つ。新月町は人口二万に満たない小さな町だったが、ここはマンモス団地だ。


    　高層マンション群の姿もある。


    　新月町の住民はおろか、月型郡すべての住民を収容できそうだ。


    「彷徨市に、食べられちゃった……？」


    　ミツオの顎あごの下を汗が伝う。


    　ミツオの頭上に枝を伸ばす街路樹は既すでに葉桜だった。蟬せみが威勢よく鳴いている。


    　ミツオは再び、満月町の方角に目を凝こらす。


    　満月町の桜は、ちらほらと、淡い桜の花を開き始めたばかりだ。


    「この街だけ、暑いんだ……」


    　ミツオはコンビニに寄って、新聞で日付を確認する。


    　四月十日だ。


    　ミツオがスタジアムで死んでから、丸二日は経っていないようだ。


    　その間に新月町は急速に都市化し、また、季節も巡ったというのか。


    「ザネ、急いでよ」


    「う、うん……」


    　ミツオは唇を嚙かみ、菜々の背中を追いかける。


    　指揮者と歌い手の関係としては不適切だ。ミツオは菜々を頼る。本来、指揮者は歌い手を導みちびいてあげないといけない。だけど昔から、菜々の背中ばかり見ている。


    （新月町は襲われた。僕には戦うチャンスが……残されている？）


    　ミツオの脳のう裏りに、肥ひ後ごの顔が浮かぶ。


    　左眼を潰つぶされて、そこから流れ出した血が涙のように零こぼれていた。


    　新月町は未確認の人魚に襲われたのである。


    　たった二体の、〈彷徨市〉と呼ばれる存在によって、姿を変えられたのだ。


    　森実ミツオは新たな戦いの舞台に立ったのである。


    



    　　　　　　　◆


    



    　菜々は通学路の途中から走り始めた。


    　二人で駆けこんだ場所は、市立彷徨さまよい高等学校である。市街地の真中に、赤い煉れん瓦がの壁の校舎が建っていた。正門前で、ジャージ姿の教員が待ち構えていた。


    「遅いぞ、始業チャイム三分前だ」


    　人だ、とミツオは思う。


    　しかしもう驚かない。学校に来るまでに、ミツオはたくさんの人間を見ていた。


    　通勤姿のサラリーマンに、公園でゲートボールする老人たち、それに、ミツオたちと同じ彷徨高校の制服を着た生徒たちと……ごくありふれた光景なのである。


    　ミツオは菜々に付き従って、一年Ｂ組の教室に入った。


    （昨日、新月町にはまったく人のいる気配がなかった）


    　ミツオは教室の壁を見つめる。


    　ヤドカリの使うヤドリグモに寄き生せいされた新月町の住民たちは、黒い外骨格に覆おおわれた左右非対称アシンメトリーの姿に変異した。そしてその姿で地中に潜ると、街の素材になったのである。


    （材料アシメは、建物や道路になった。彷徨市を形成する材料アシメに……この壁も、なのかな？）


    　では、とミツオは爪を嚙かむ。


    　始業チャイムまでの自由時間に、クラスメイトたちは談笑している。みな、少年少女らしい素直な表情を浮かべていた。


    　チャイムが鳴ると教室はざわつき始める。


    「あー、だりーなぁ」


    「つか暑いよ、異常気象だ」


    「こんなに暑いのに、制服の上着、着てないとダメなのかなぁ？」


    「校則だと、六月にならないと衣ころも替がえないからなぁ」


    　朝のＨＲホームルームのために、担任がやって来る。


    　担任の男性教きよう諭ゆも、ごく普通の人間に見えた。


    （この人たちは、どこから来たんだろう？）


    　新月町で見かけていた顔というと、クラスでは菜々だけである。


    　ＨＲは淡々と進行した。担任が出席を取り、連絡事項を伝える。ごく普通の高等学校のＨＲと変わらない十五分間だった。始業までの間に、ミツオは菜々に事情を訊たずねようか思し案あんする。


    　菜々は窓の外を見つめ、いかにもとっつきにくい横顔をしていた。


    　ミツオはクラスメイトの顔を、ぐるりと見回してみる。


    　隣となりの席の少女と目が合った。


    　笑うとえくぼができる。話しかけ易やすい印象の少女だった。


    「あ……えっと、暑いね」


    「そうだね。森実クンは、どこの中学から来たの？」


    「え……」


    「あ、ごめん。だってほら、入学してから三日になるけど、あたしは遠くの中学校の出身で、友だちいなくてさ。やっぱり地元の中学校の出身者が多いのかな？」


    「どうかな」


    　ミツオは曖あい昧まいな笑みを浮かべる。


    （地元、ってどこのことなんだろ……新月町？　彷徨市？）


    　それにしても暑い。


    　窓の外からは蟬せみの声が聞こえて来る。教室の温度計は二十八度を指していた。


    　ミツオはガマンできなくなって、上着のボタンに手をかける。


    「あ……森実クン、制服を脱いだりしてはダメだよ」


    「どうして？」


    「明記されてるでしょ。きちんとした服装や身だしなみの項目、生徒手帳に……」


    「でも暑過ぎるから、僕はちょっとの間だけ上着を脱ぐよ」


    　ミツオは制服を脱いだ。


    　途と端たん、視線を感じる。右隣で笑っていた少女の顔からえくぼが消えた。それどころか、顎あごを引き、ミツオの顔をじろりと睨にらみ上げている。


    「森実クン、校則違反だよ、それ」


    　押し殺した声だ。


    「ルール違反をするなんてヘンだ。森実クンは、この街に相応ふさわしい人間じゃないのかな？」


    　ミツオは背中に寒気を覚える。


    　教室は水を打ったように静まり返っていた。さっきまで談笑していた生徒たちが、みな一様に、ミツオのことを憎ぞう悪おに近い形ぎよう相そうで睨にらんでいる。


    　ミツオは静せい寂じやくと視線にいたたまれなくなって、再び制服を羽は織おった。


    　するとクラスメイトたちは談笑に戻る。


    　ミツオを睨み上げていた少女の頰にも、えくぼが戻った。


    　ミツオは少女との会話を切り上げる。ひそひそと、窓辺の席の菜々に話しかけた。


    「な、菜々。僕今、制服を脱いだだけでおかしな扱いされた。これ一体、どういうこと？」


    「もぉ……少しは自分で考えたら？　ザネは指揮者でしょ？」


    「そうだけどさぁ」


    　ミツオには皆かい目もく、見当がつかなかった。


    　菜々はひとつだけ、と断って教えてくれる。


    「クラスメイトも担任も、通行人も、この街の住民もすべて、彷徨市の一部なのよ」


    「みんなが、街の一部？」


    「うん、〈市民〉っていう素材を担当している材料アシメがいるのね。四日前の襲撃で犠ぎ牲せいになった新月町の住民のうちの誰かが、市民を担当させられてるんじゃないかな」


    「ひ、ひとは？　もともとの住人は？」


    「決まってるじゃない。材料アシメにされたか、殺されたかよ」


    「そんな……」


    「ザネ、これはたいへんなことなのよ。ザネは人魚だから生き返ってる。だけど、一度彷徨市に取りこまれてしまったひとも、町も、もう……」


    「言わないでっ！」


    　ミツオは窓の外に広がる街の風景に身震いする。


    　平へい穏おん、と映る。それは当然だった。女帝が、自分のために作った平穏である。もともとの住民の命を使って作られた、ウソの平穏なのだ。


    　ミツオは俯うつむいて、菜々に訊たずねる。


    「ここにいるみんなも、人間じゃないんだね。材料アシメが作り出しているウソの姿……？　ねぇ、どうして菜々にわかるの？」


    「どうしてあたしにわかるの、か……」


    　菜々は息をつき、席を立った。


    「教えてもいいけどさぁ」


    　菜々は寂しげな笑顔を残していく。


    「教えたくないことって、あるんだよ？」


    「どういうこと？」


    「だからなんで訊くのよ、グズ……」


    　察して欲しいとでも言いたいのかと、ミツオは肩をすくめた。


    （いったいどれほどの感情や、キモチを隠しているのか知らないけど……菜々）


    　教えてくれればいいじゃないか、とミツオは不愉快に感じたのである。


    　訊たずねているのに答えないのは失礼だ。説明してもらわないと、こちらは何もわからない状態なのである。ケチで傲ごう慢まんな菜々様、とまでも思えというのか。


    　ミツオは唇を尖とがらせた。


    　菜々は、自分の席に戻って行くミツオの背を盗み見る。


    「あたしのことはザネに言えないよ。ザネは自分のことで手一杯じゃないの……」
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    　授業に使う教科書やノートは菜々が用意してくれた。


    　制服と同じように、である。だが、そんな菜々の厚意にもミツオは、「悠ゆう長ちように授業を受けてる暇ひまなどない」と反発心を覚えている。それでもミツオは午前の授業を受けた。


    　菜々が何か暗示しているのかもしれないと、思ったからである。


    　しかし特に何も摑つかめていない。ごく平凡な授業だった。


    　気ばかりが疲れた、昼休みのことである。


    「うん……？」


    　ミツオは中庭に黒山の人だかりを見つけた。


    　生徒たちは、何かを責めるように、白い眼を向けている。輪の中心にいるのはひとりの小柄な生徒だった。長い黒髪に大きな瞳……真ま名な川がわ霙みぞれである。


    　霙は自分の口を両手で塞ふさいでいた。


    　ミツオは知った顔を見つけた安あん堵ど感と、ただらぬ雰ふん囲い気きに焦あせりを覚える。


    　廊ろう下かを駆け抜け、階段を三段跳ばしで降りた。


    　中庭に出る。人だかりを前にすると、三階の校舎から見た以上の威圧感があった。


    　数十人の生徒たちが、十と重え二は十た重えとなって霙を囲んでいた。


    　生徒たちは黙って、じっと、霙を見つめている。


    　ミツオは一計を案じた。


    「が、学生服の違反をしている生徒が、一年Ａ組にいるよっ」


    　ミツオが言うと、生徒たちは新たな標的ターゲツトを求め、ぞろぞろと移動を始める。


    　ミツオは半べそをかいている霙と再会を果たした。


    「霙、どうしたの？」


    「…………」


    　霙は自分の口を塞ふさいだまま、首を横に何度も振る。


    「何？　どうしたの？」


    「…………」


    　霙はポケットからペンを取り出した。


    　左手は自分の口を塞いだままである。ミツオに掌てのひらを見せるように、とジェスチャーした。


    　ミツオは言われた通りに掌を差し出す。


    　すると、霙はミツオの掌にペンを走らせた。


    『自分の喋しやべり方がおかしい、ヘンである、と責められたであります』


    　霙は鼻を赤くし、涙を零こぼした。


    　そして、「であります」の部分を二重線で消してしまう。


    『こんな話し方をする自分は、この街に相応ふさわしい人間ではない、と言われたであります』


    　また、「であります」と書いて消した。


    　霙は自分の失態を悔くやむように、その場にしゃがみこむ。


    　小学校の頃に些さ細さいなことですぐに泣いてしまう女の子がいたことを、ミツオは思い出した。


    「霙、気にすることないよ」


    「…………」


    「ほら、口を押さえてる手、外してさ。小さな声で話せばだいじょうぶ、聞こえないから」
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    「ミツオ……」


    「そう、その音量なら、ヘンな口調だってこと、誰にもバレないよ」


    「ミツオまでヘンと言ったでありますっ」


    　ミツオは視線を感じた。


    「霙…………今の声を聞いた生徒がみんな、校舎からこっちを見てる」


    「も、申し訳ないであります。あ、ありますだなんて、自分、いえアタクシは……」


    「霙、もういい。霙はよくがんばってるから、ね？」


    「ミツオ、申し訳ない、で……」


    　ミツオは霙の口を強引に塞ふさぐ。


    　これではおちおち会話もできない。ミツオは霙を連れて体育館裏へ向かった。


    　街の中心にある彷徨高校であるが、学校周辺を取り囲むように大きな木がたくさん植しよく樹じゆされている。木陰に入ると、涼やかだった。蟬せみの声が煩わずらわしいが、文句は言っていられない。


    「霙、いったいどういうことなの？　僕たち、どうなってるの？」


    「新月町を襲撃した、都市部品シテイユニツト……フィルという男と、ヤドカリと呼ばれる少女が、新月町を彷徨市に変えてしまったでありますよ」


    「うん……それは、わかっている」


    「自分たちは元新月町である彷徨市に、取り残されたであります。都市部品シテイユニツトたちは、彷徨市を造るために地元住民を材料アシメとして使う一方、異物は排除するつもりであります」


    「異物？」


    「自分やミツオのような、彷徨市の素材になれない、女帝以外に作られた人魚でありますよ」


    「僕たちを、どうやって排除するつもりなの？」


    「これは推測交じりでありますが、彷徨市は女帝のための街であります。女帝に徒あだなす可能性のある異物を拒こばむ、そんな街なのでありますよ。たとえば学校の生徒たちのような、人間の形をした素材もまた、女帝のための道具に過ぎない、と思われるであります」


    「女帝のための穏やかな日常……それを脅おびやかす不ふ穏おんな人物がいれば、さっきみたいに？」


    「そう、責められる、であります。生徒たちが言っていた、であります。自分の口調を咎とがめた者のひとりが、〈異物除去フイルター〉か〈空気循環エアシユート〉の担当者にチクった方がよいのではないか、と」


    　ミツオは木の根本にしゃがみこむ。


    　霙は少し躊躇ためらった様子を見せたが、ある事実を告つげた。


    「自分は、見たでありますよ。あれはおそらく、〈楽団大おお久く保ぼ〉の歌い手と指揮者でありましたか……自分たち同様に、取り残されていたであります」


    「い、異物として排除された……の？」


    「自分には何もできなかったであります。どういうわけか、目の前から突然、姿を消したであります。いえ、一部は残った、でありますか……」


    「一部？」


    「指揮者と歌い手は手を繫つないでいたでありますが、その……繫がれた腕だけがその場に……」


    「も、もういいよ。つまり僕たちが少しでもミスをして、通報されたりしたらアウトだ。僕たちも、〈楽団大久保〉の指揮者と同じ末まつ路ろを辿たどるんだね？」


    「恐るべきは、異物除去フイルターの能力でありますよ。皆かい目もく、見当がつかないであります。長距離攻撃のようであります。あちらの居場所は不明。こちらの居場所は、材料アシメである住民たちの通報によって、瞬またたく間まに知られてしまう状況かと……」


    「異物除去フイルター、空気循環エアシユート、それに枠組みフレームワークか。あと温度調節サーモスタツト担当がいれば、熱帯魚が飼えるね」


    「どういうことでありますか？」


    「枠組みフレームワークを水すい槽そうに見立てたら、って[image: ]たとえだよ。フィルターや空気循じゆん環かん装置もある、だから水を美しく保たもてる。あとは温度調節サーモスタツト機能があれば、アロワナでも飼えちゃうでしょ」


    「温度調節サーモスタツト……そういえばこの彷徨市は、温度調節サーモスタツト機能が壊れているかのようでありますね」


    「ほんとに暑いよね。たぶんこの木も材料アシメなんだろうね。満月町や三日月町では、桜の花が咲いてるっていうのに、この街だけは夏みたいだ」


    　霙も春用の制服を着ている。


    　暑そうにしてその場にしゃがみこむ霙に、ミツオは訊たずねる。


    「霙、桜さくら井いは？」


    「桜井もこの街に取り残されている、でありますよ。諏す訪わ野の殿は、自分が掩えん護ごしたであります。この危機を伝えて欲しいと、月型郡へ戻ってもらったでありますね。諏訪野殿は自分との接続を丁てい寧ねいに切った後に、ラビットを連れ、月型郡へ戻ったはずであります。あ、桜井にはけして街のルールを破らぬようにと、釘くぎを刺してはいるでありますが……」


    「不安だな……霙、遠藤技官は？」


    「わからないであります」


    　霙は首を振る。


    　遠藤は不死の人魚なので、ミツオはひとつ頷うなずき、話を進めることにした。


    「諏訪野サンやラビットのように、この街から脱出することはできるのかな？」


    「ラビットたちの脱出は、街がこうなる直前でありました。その後、自分と桜井が脱出を試こころみたところ、怪物に襲われたでありますよ」


    「都市部品シテイユニツト……フィルや、ヤドカリに？」


    「いや、どちらでもなかったでありますね。もう一体いた、でありますよ。連中は、〈ＡアＳズ〉と呼んでいたであります。腕を持たない人魚でありました。それが街から脱出するものに目を光らせているようなので、脱出も容よう易いではないであります」


    「ＡアＳズ……空気循環Air Shootを略して、ＡアＳズかな？」


    「存ぞん外がい、ミツオの言った熱帯魚という推測は間違っていないかもしれない、でありますね。


    　連中は、最低四体の都市部品シテイユニツトがあれば彷徨市を造れると言ったであります。温度調節サーモスタツトの機能を持つ都市部品シテイユニツトを探している、そんなことを話していたような気もするでありますよ」


    「アシメみたいな素材のことなら、もう充分に数は揃ってるでしょ？」


    「いえ、ミツオの言ったように、枠組みフレームワーク、異物除去フイルター、空気循環エアシユート、温度調節サーモスタツトのような四点が最低条件、という意味かと。これら四者は、枠組みフレームワークが生み出すヤドリグモを人間に寄き生せいさせて作った材料アシメとは別格というか……」


    「女帝自みずからが作り出した人魚、都市部品シテイユニツトのことだね。都市部品シテイユニツトが四体で彷徨市ができる。彷徨市が完成してしまったら、いったい、どうなるんだろう？」


    「そこまでは……それと、この高温のせいか、材料アシメは次々に……」


    「何？　もともと住民だったひとたちは、どうなってるの？」


    「崩れて、消えるであります。おそらくは……」


    　死、とミツオは俯うつむく。


    「材料アシメに変えられたまま、死んじゃうなんて……」


    「それはどうも敵もいやがっている様子でありますね。新たな人間を捕らえて来ては、街の気温を下げる材料アシメとして使おうとしている、でありますよ」


    「でもそれはできないでいる？」


    「少女も男も、温度調節サーモスタツトだけは上う手まく作れないようでありますね。代用品で誤ご摩ま化かしているようであります。今こうしている間にも、街の温度を下げるために、ひとの命が失われているでありますよ」


    　予よ鈴れいのチャイムが鳴り始める。


    　ミツオは、授業をサボることはできない、と思った。


    「授業に行かなくちゃ」


    「なぜ、でありますか？」


    「彷徨市は、その日常を脅おびやかす存在に敏感みたいだ。異物を発見すると、異物を排除するための担当者を呼ぶ。ムダな戦いは避けた方がいいでしょ」


    「人魚である我々にとっては窮きゆう屈くつな日常、でありますね」


    「うん……それにもし殺されたら、僕はまた幼い姿に戻る。次の復活時、遠藤技官に貰もらった急速成長の恩おん恵けいがあるかどうか、死んでみないとわからない。もしなかったら終わりだ」


    「自分も、でありますよ」


    　霙は俯うつむいてしまった。


    「自分は、戦うべき、〈最初の六人〉に呼こ応おうして復活するパターンだと、酸月が言っていたであります。もし死に、次に目覚めた時、それはどこで、傍そばに誰かいてくれるのかは……」


    　霙はミツオの顔を見つめ、ぎこちない微笑ほほえみを浮かべる。


    「ミツオがバービーと登校する様子を、自分は、見ていたでありますが……」


    「な、何？」


    「ミツオは自分の指揮者であります。きちんと自分を調律して欲しい、でありますよ。新月町で戦った時、自分は不覚にも、裸人魚化リンクダウンしたであります」


    「そうか、調律が甘かったんだ。僕たち拾じゆう四よん連隊は比較的、気性的には穏やかだけど……」


    「放っておかないで欲しい、であります。それと、なぜミツオがバービーと一緒にいなければならないでありますか？　ミツオは〈楽団桜さくら井い〉の指揮者であります！」


    「わ、わかってる……ごめん」


    　俯うつむいてしまうミツオに、言い過ぎたであります、と霙は咳せき払ばらいした。


    「とにかく、なんとかしなくちゃ、でありますね？」


    「霙、すっごくアバウトだよ……」


    「放課後、桜井と合流してはどうでありますか？」


    「桜井と？」


    「あれでも技官でありますし……」


    　霙は何か、奥歯にモノが挟はさまったような顔である。


    「霙、どうしたの？」


    「ついでにバービーについても、その……ひとりぼっちでこの街に残してしまえばいい、というほどに、自分の心は狭くない、でありますよ」


    　ミツオはくす、と微笑んだ。


    「うん、菜々も連れて行こう。まずは、そうだな。この街からの脱出を考えるんだ」


    「全員で、でありますね？」


    　チャイムが鳴った。


    　ミツオと霙は、「まずいっ」と駆け出した。
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    　放課後に、ミツオは霙と待ち合わせた。


    　駅前のコーヒーショップ前に、午後六時集合、である。


    　霙は、身を隠している桜井を連れて来る予定だ。


    　一方、ミツオは菜々を連れて行く約束である。


    　放課後の教室は、クラスメイトたちのざわめきで沸き返っていた。一日の授業カリキユラムを終えて得た束つかの間まの開放感までが、素材アシメによって組み立てられているというのだろうか。


    　ミツオはひとつ息をつき、菜々に話しかけた。


    「菜々、一緒に帰ろうよ。ちょっと、つき合って欲しいんだ」


    　菜々は相変わらず不ふ機き嫌げんな様子である。


    　鞄かばんをミツオに押しつけ、ひとりで歩き出した。これで、「いいよ」という態度である。


    　ミツオは菜々の背中を追いかける。「菜々は損な性格だなぁ」と同情の目を向けていると、急に立ち止まった。ちょうど校門に差しかかったところである。


    　菜々は赤い煉れん瓦が造りの校舎をふり返って、言った。


    「あたしがザネのことを、この学校の生徒にするために、いろいろ手を回した理由はわかる？」


    「さ、さぁ……どうして？」


    「真名川が学校に通っている理由と同じよ。ザネの楽団の技官は、テキトーにやってるように見えるけど、押さえるとこは押さえてる。何にも所属しないでふらふらしてたら、アッという間に異物扱いされちゃうでしょ。今頃、速攻で排除されてる」


    「だから菜々は僕のこと、彷徨高校の生徒にするために、いろいろとやってくれたんだね」


    「ほかには、何が知りたい？」


    　菜々の口調は刺とげ々とげしい。


    「ザネ、いくらでも質問するといいよ。いくらでも答えてあげる」


    「ち……ちぐはぐだ」


    　ミツオは菜々の不機嫌を察しつつも、不愉快に思った。


    　口をつくのは、心とは裏うら腹はらの言葉である。


    「菜々はちぐはぐだ。僕が彷徨高校に通わなくちゃいけない理由だってさ、今け朝さ、目覚めた時に説明してくれればよかったじゃないかっ」


    「あぁ、そうかもね。ゆっくりと時間をかけて話せばよかった」


    「いいかげんにしてよっ」


    　ミツオは声を荒らげた。


    「僕はちぐはぐな菜々の相手なんてしてられない。菜々の指揮者じゃないんだから、菜々の機嫌を取ってはいられないんだ。僕は月型郡を守りたい。由希が命を懸かけて守った。僕は由希のような指揮者になる。どうしてもなりたいんだ。霙を調律しなきゃならない！」


    「真名川、真名川か……」


    「菜々、なんかヘンだよ？」


    「また質問？」


    「え……？」


    「いいけどね。あたしはなんでも答えるよ。あたしの心の底にある、誰にも明かしたくないことだって、教えてあげたっていいよ。答えたくないけど、ザネになら答えてあげる」


    「ど、どうして僕になら教えてくれるの？」


    　菜々は、ミツオが知る中で一番優しい微笑ほほえみを浮かべる。


    「それは、あたしがザネには答えたい、と思うからよ」


    「ど……どうして笑うの？」


    「さぁ、楽しいからでも、嬉うれしいからでもないよ」


    「怒ってるの？」


    　菜々は首を横に振った。


    「もう行こう、ザネ」


    　ミツオはまた、「どうして？」と言いかけた。


    　どうしてここで話を打ち切るのか、ミツオにはわからなかったのである。


    　話は決着していないじゃないか、とミツオは思ったのだ。


    「なんだよ……」


    　菜々のいつものわがままか、とミツオは歩き始める。


    　右手には自分の鞄かばんを持っていた。


    　左手には菜々の鞄を持っている。ミツオは、「重い……」とため息をついた。
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    　駅前のコーヒーショップの前で、ミツオは桜井と再会した。


    　桜井と霙は、事前に〈実験〉を行おこなっている。


    「よ、ザネ。コーヒー、普通に買えたよ。日常を壊さない行動ならば、見み逃のがしてもらえるようだね。つまりこの街は……郷ごうに入りては郷に従え、さもなくば殺す、的な街？」


    「怖い街なんだからさ。迂う闊かつな言動はダメだよ、桜井」


    「わかってるよ。材料アシメにされることはご免だ。怪物に殺されたくもない、ってね」


    　桜井はテイクアウトしたコーヒーをミツオに渡した。


    　指揮棒タクトも、ミツオに渡した。


    「指揮棒タクト……」


    「頼むよ、指揮者クン」


    「桜井……うん、わかってる」


    　店内は避け、駅前広場のベンチへ移動する。


    　ベンチには菜々と霙が座った。


    　桜井はベンチの裏側に陣取る。


    　ミツオは夕暮れの駅前を用心深く見回した。


    　どこへ帰るというのか。学生たちは談笑しながら改札を通っている。


    　桜井がベンチの裏側から背もたれに寄りかかって、ミツオの視線を追って言った。


    「この駅から延びる線路は、元新月町の端で途切れてるよ。ここを始発駅にしている列車が運行してるわけだけど……。それと、もちろん他よ所その駅から列車は来ない」


    「発車した電車は、どこへ？」


    「乗客を乗せたまま、月形湾へドボンだ。新月町を襲った都市部品シテイユニツトは、まだ、彷徨市を完成させていないんじゃないかな。電車だけじゃない。一般の自動車道路も街の端で途切れてるんだ。今のところ、不完全な街だよ」


    「フィルとヤドカリは、彷徨市を完成させるつもりかな？」


    「連中は役割分担してるよ」


    　桜井は肩をすくめる。


    「フィルの能力は怖いけど、もっと警戒すべきはヤドカリだ。一夜にして町を消した。そしてこんなにもやばい彷徨市に変えた。フィルはヤドカリのフォローに回ってる、って桜井サンは思うね。これは勘だが、人魚としての格みたいなものも、ヤドカリの方がフィルより一枚上だ、って気がする。可愛かわいいなりをしていたが、桜井サンは怖い。二度と会いたくないよ」


    　菜々は終始、押し黙っていた。


    　街からの脱出が最優先である、と主張する桜井の演説を、右から左に聞き流している。


    　ストローを包んでいた紙の袋を、びりりと、細く千切っていた。


    　上うわの空そらの様子である。


    　桜井の声のトーンは上がって行った。


    「よしっ、指揮者と合流できればこっちのもんさ。街を区切る境界線を跨またごうとすると、敵が現れてしまうけれども、指揮者と歌い手がいれば戦える！」


    　霙がコクン、と頷うなずきを返す。


    「まずは脱出、でありますね？」


    　桜井とミツオと霙、〈楽団桜井〉の再結成だ。


    　三人は少しずつ計画を立てていく。


    「ザネ、仕切れ」


    　桜井は人任せだ。


    「仕切れ、って桜井が仕切ってるじゃないか……」


    「自分が思うに、でありますが。桜井が囮おとりとなって敵の注意を引き、その隙すきに自分と接続したミツオが境界線の外へ逃のがれる、という作戦はどうかと？」


    「うん、それいいよ。いいけど、桜井の顔、見てよ」


    「はっ……」


    　桜井は見捨てられた子犬のような目で、霙にすがりつく。


    「桜井サンのこと、大切に扱ってよ。桜井サンは人間なんだからさ」


    「わかっている、でありますよ。ただ、なりふり構わない正面突破よりは、ひとつアクセントをつけた作戦の方が効果的ではないか、と思うであります」


    「それはいいけど……桜井サンでアクセントつけるのだけはやめてっ」


    「しかし、自分たちはたった三人の小さな楽団でありますし……」


    　黙っていた菜々が、憮ぶ然ぜんとした表情で口を開く。


    「ねぇ、あたしここにいる意味あるの？」


    「菜々……」


    「ザネ、あたし帰る」


    「そんな、待ってよ。一緒に脱出しよう？」


    「指揮者はザネしかいないじゃん。歌い手が二人いても意味ない。ザネには、肥後サンみたいに、二人の歌い手を同時に操あやつるようなこと、できないでしょ」


    「そうだけど……」


    　菜々はベンチから立ち上がった。


    　その手を摑つかむのは、霙である。


    「バービー、自分たちは何かおかしなことを言っているでありますか？」


    「とんでもない。囚とらわれてしまった彷徨市から一緒に脱出を、っていうあたしへのご厚意には涙が出そうよ。無関係のあたしのことまで助けてくれるなんて、優しい楽団よね」


    「自分の本意ではないでありますよ。ミツオは〈楽団桜井〉の指揮者。バービーにミツオの手を煩わずらわして欲しくないであります。しかし今は時が時。いったい何が不満でありますか……？」


    「優しくなんてされたくない。独りでいた方がマシだから」


    「ではなぜ、バービーは彷徨市にいる、でありますか？」


    　ミツオも、「そういえば……」と訝いぶかしく思う。


    　菜々は所属していた〈楽団森実〉を、酸月戦で失ってしまった。〈楽団森実〉の代表者である森実由希は、酸月との戦いの際に命を落としている。そして〈楽団森実〉の指揮者見習だったミツオは、今や〈楽団桜井〉の指揮者だ。


    　独りぼっちになった菜々は移い籍せき先が見つかるまで、〈楽団遠藤〉に所属していた。


    　霙は、そんな菜々の手を摑んだまま、続けた。


    「新月町が襲撃され、〈楽団遠藤〉は諏訪野殿を派は遣けんしてくださったであります。そればかりか、遠藤技官自みずからが指揮者として、ラビットと接続して救援に現れたでありますね。〈楽団遠藤〉には肥後殿というすばらしい指揮者もありましたが、肥後殿は自分たちと行動をともにしていた、でありますよ。バービー、〈楽団遠藤〉には他にも指揮者がいたでありますか？」


    「いないわね」


    「ではバービーは、あの夜、自分たちが帰らなかった夜以降に、単身、彷徨市へ来たのでありますか？」


    　歌い手は、赤い糸で人魚の力を封印されている。


    　指揮者がいなければ無力な存在だ。〈楽団大久保〉、〈楽団桜井〉、〈楽団遠藤〉の三楽団が失しつ踪そうしたような場所に、菜々は単身で訪れている、ということである。


    　なぜ、とミツオは思った。


    「菜々、いったいどうして…………」


    　核心に迫ろうとした、その時である。


    　桜井の制服の胸ポケットの中から、場違いな電子音が聞こえ始めた。


    　抑よく揚ようのない音声で「デンワダヨ」と連れん呼こする。呆あきれるミツオだったが、桜井は表情を険しくした。


    「上からだ」


    　桜井は携帯電話を耳に当てた。


    　桜井は深刻な表情で、Do-orドアの上官と話し始める。


    　ミツオと霙は固かた唾ずを呑んで見守った。


    　そして、桜井は短く叫ぶ。


    「おい、オマエたちっ」


    　桜井は手て短みじかに、市外のDo-orドアからもたらされた情報を伝える。


    「〈楽団大久保〉と連絡が取れたそうだ」


    　心強い仲間の無事を報せる情報がもたらされた、という表情ではない。


    　桜井は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔で、言った。


    「〈楽団大久保〉は新月港から脱出を試こころみる、とDo-orドアに連絡を寄よ越こしたそうだ」


    「強行突破する気なの？」


    　そんなマネをすれば、どうなるのか。


    「行くぞ、ザネ」


    「うんっ」


    　菜々は霙の手をふり払った。


    　菜々はミツオの横顔を見つめ、つまらなそうに息をつき、踵きびすを返した。


    　立ち去ろうとするバービーを呼び止めるものは、いなかった。
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    　新月港もまた、まるで様子が変わっていた。


    　縦たて二十メートル、横は百メートルを越える巨大なマンションが整然と並んでいる。


    　最たる変化は別にもあった。


    　月形湾は地元の人間が新しん海かい、満まん海かいとふたつに分けて呼んでいる。湾曲した輪りん郭かくを模かたどる町の名前から、新月町寄りが新海、もう半分が満月町寄りということで、満海だ。


    　ミツオはマンション群の間を駆けながら呻うめく。


    「新海が、ない……」


    　月型郡はちょうど三日月の地形をしていた。


    　しかし今や、新月町部分が変形してしまっている。新海と呼ばれる一帯を埋うめ立てたカタチで発展したこの街の名前は、彷徨市なのだ。


    　かつての新月町の名な残ごりといえば、森実家だけなのである。


    「アシメ！」


    　霙が鋭するどく叫んだ。


    　ミツオには、水平線に沈もうとする太陽のせいで逆光になっていて、何も見えない。


    　ひとまず、ミツオは霙の手を取った。


    　マンションの外壁に取りつき、海側の様子を窺うかがうつもりである。


    　桜井が遅れて追いついて来た。


    「どうなってる？」


    「しっ……」


    　ミツオは指を立てて唇に当てる。


    　悲鳴が聞こえた。一度だけで、あとに残るは静せい寂じやくのみである。


    　ミツオは手をひさしにした。目を細め、様子を窺おうとする。


    　無人の巨大住宅街を、「わぁぁ！」と悲鳴を上げて疾走する初老の男の姿があった。


    　紺こん色の制服を着ている。Do-orドアの技官、大久保だ。


    　ミツオと霙は期せずして手を繫つなぎ、接続して飛び出そうとした。


    「待てっ」


    　桜井が制す。


    　交差点の真中で、大久保技官は立ち止まった。歩行者信号機は音もなく点滅し、赤に変わる。と、信号塔が縮ちぢみ始めた。ぐんぐんと縮み、地中に消える。


    　大久保技官の足元から、黒い腕が生えた。腕はしっかりと大久保技官の足首を摑つかむ。


    　技官が悲鳴を上げて逃げようとするが、その黒い腕は五メートル以上の長さがあった。


    　郵便ポスト、道路標識、横断歩道の描かれたアスファルトが怪物に変化して行く。


    　辺りが殺さつ風ぷう景けいになるにつれ、材料アシメの数が増えていった。


    　大久保技官は腰を抜かしてしまった。


    「ずいぶんとまぁ……よく逃げ回った方だ！」


    　頭上から、野太い声が降って来る。


    　ミツオは反射的に身を屈かがめ、外壁に〝ＥＷ〟と記された一棟のマンションを見上げた。


    　五階の一室のベランダに立つ、人影があった。


    　フィルというトレンチコートにハットの男である。


    「技官殿ぉ、もう諦あきらめたらどうだ。歌い手は殺した。指揮者も一緒だ」


    　フィルは何かを投げた。


    　誰かと誰かの腕である。硬く繫つながれたまま、既すでに硬直していた。


    「あぁ、なんてことを。おのれ……」


    　大久保技官は何かを懐ふところから取り出した。


    　直後、轟ごう音おんがミツオの耳をつんざく。銃声だった。


    　銃声は無人のマンモス団地に、十秒近い反響音を残し、やがて消える。


    　フィルは拍手をして喜んだ。


    「はっはっは、驚いた。物ぶつ騒そうな武器を調達したものだが……わかっていない」


    　銃弾は命中しなかった。


    　材料アシメたちが大久保技官ににじり寄る。


    　材料アシメにされてしまった新月町の住人たちは、彷徨市の日常を脅おびやかす存在に敏感だ。


    　フィルはせせら笑う。


    「銃刀法違反だ、技官殿……」


    　大久保技官はでたらめに発砲する。


    　しかし、材料アシメの数は六連発の銃ではどうにもならない。材料アシメたちは百を下らない数だ。


    　フィルの声は、執しつ拗ように弄いじる口調に変わる。


    「諦めの悪い男だなぁ。さぞやいい材料アシメになってくれるに違いない」


    「ふざけるな！　誰が、女帝のための材料アシメになどなるものか！」


    「みな、なるさ」


    「何？」


    「満月町、三日月町、そしてムーンパレス月型台もまた彷徨市に変わる。それでまぁ、だいたい完成だ。オレとヤドカリの使命は終わる」


    「キサマはいったいなぜ、女帝などに忠実なのだ！」


    「不死の人魚にとってこの世は迷宮のようなものじゃないか。死という出口もないのだからな。そういった我々人魚が彷徨さまよい続ける限り、人間にとってもこの世は迷宮かもしれない。どこへ逃げようとも、手に余る脅きよう威いが待っているのだから……。人魚も人間も、彷徨い続けるばかりだ。安住を許される平へい穏おんな場所があれば、どれだけ幸福だろうか。だが、そんな場所はなかなか見つからない。見つからないというのであれば、自分がそういう街になればいい。自分の手で街を造ればいい……。女帝は我々に、そのための力をくださるのだ」


    「バカな……」


    「ヤドカリは、賑にぎやかな満月町を気に入ったようだよ」


    　ミツオと霙は姿の見えない学生服の少女の姿を探した。


    　桜井が、「まさか、ヤドカリは単身で満月町方面を彷徨市に変えるために……」と呻うめく。


    　大久保技官は頭を抱えた。


    「あ、あの少女は……どこへ？　まさか……？」


    「ヤドカリの担当は枠組みフレームワークだ。アイツはすごいよ。オレの望みを叶かなえてくれる。だからオレは、アイツのためならなんだってする。この新月町区域は枠組みフレームワークを完了している。まだ温度調節サーモスタツトが上う手まくいかないから、大量の人間が必要だ」


    「そのために人間を狩り続けるというのか！」


    「あぁ、そうだ。温度調節サーモスタツトを担当できる四体目の都市部品シテイユニツトが見つかるまではな。オレはこの街の維持につとめるよ。オレでも、二日ばかり時間をかければ温度調節サーモスタツトの代用品くらいは作れるんだ。その間にヤドカリは次の場所を、攻撃する。拡張するのさ。そうしているうちに、温度調節サーモスタツトを担当する都市部品シテイユニツトも見つかるだろうさ。オマエ、知らないか？　女帝に都市の一部となることを許された人魚が、この月型郡にいるはずなんだ」


    「知るものか！」


    「そうかい。そんな口をきくのか。オレの担当はもともと異物除去フイルターだ、ってわかってないようだな。オマエのような、異物の排除が仕事……あぁ、そうだ」


    　フィルはぽん、と手を打った。


    「彷徨市を造るためには、最低でも四体の都市部品シテイユニツトが必要だ。ヤドカリは、アシメを作るヒトヤドリグモを使うばかりじゃなくてね。特別製……すなわち女帝直属の都市部品シテイユニツトを作るための特製ヒトヤドリグモも扱うんだ。材料アシメは殺せば二度と蘇よみがえらないが、ソレは……」


    「に、人魚を造るというのか？」


    「そういうことだ。〈形状記憶遺伝子MaaM〉を蓄ちく積せきした特性ヒトヤドリグモを使ってね」


    「よ、よせ！　やめてくれ！　ワタシは人魚などになりたくない！　不死などご免だ！」


    　間近で人魚を見て来た大久保技官の台詞せりふに、ミツオと霙は言葉がなかった。


    　死にたくても死ねず、戦いを宿命づけられた存在、それが人魚である。技官は、取り囲む材料アシメを搔かき分けて逃げ出そうとした。材料アシメに引き裂かれて死んだ方がマシ、とでも言わんばかりである。材料アシメたちは技官を攻撃しようとしない。


    　フィルはショーを開催するつもりのようだった。


    「勘違いするなよ、技官殿。三体目はもう作ってある」


    　フィルはベランダの手すりに立つと、ジャララと、鎖くさりを引っぱり上げる。


    　ひょこ、と新たな怪物が頭を出した。


    「あぁ……」


    　霙は小さな悲鳴を漏らした。


    　鎖でぐるぐる巻きにされている。その下は囚しゆう人じん服だ。後ろに手が回るように、袖そでが背中に縫いつけてある拘こう束そく着だ。フィルがその鎖を外すと、怪物はビリリと服を引き裂く。


    　その怪物は頭部にも鎖を巻かれていた。


    　僅わずかに目の部分だけ覗のぞけているが、夕日を反射するのは右眼だけである。


    「技官殿、オレたちは第三の都市部品シテイユニツトを作り出した。〈空気循環エアシユート〉を担当する、ＡＳアズだ」


    　これで三体、とミツオは歯は嚙がみする。


    　彷徨市を完成させるために必要な都市部品シテイユニツトは最低四体、とフィルは言った。


    　フィルとヤドカリ、そしてＡＳアズで、三体である。


    　あと一体で、彷徨市を完成させることができる、とフィルは言うのだ。


    　完成すればどうなるというのか。


    「くそ……」


    　ミツオは飛び出した。


    　フィルが言う。


    「ＡＳアズ、やれ」


    　ＡＳアズは五階のベランダから身を投げた。


    　アスファルトを割って着地する。


    　ＡＳアズを緊きん縛ばくしていた鎖くさりは、ＡＳアズ自身から生え出していた。囚人服の袖の奥から、腕の代わりに鎖の束が生えている。腕の代わりか、左右に三本ずつの鎖だ。


    　ＡＳアズは右の鎖をブン、と振った。


    　鎖は空気を切り裂き、逃げようとする大久保技官の背中に迫る。


    「やめてよ！」


    　ミツオは鎖を摑つかもうとした。


    　ぐしゃ、と鈍にぶい音がして手が弾はじかれる。技官への直撃は避けられたようだ。


    「お願いだから、やめて！」


    　ミツオは両手を広げてＡＳアズと面と向かう。


    　ＡＳアズは左腕をブン、と振った。


    　一秒が経過する。


    　ミツオの脇を、ジャラという音が抜けていった。大久保技官は悲鳴も上げない。


    　だがミツオはふり返らなくとも技官が致ち命めい傷しようを受けたことを覚さとった。ぐしゃりという音がしたのである。霙が駆けて来て、ミツオの左手を取る。


    「ミツオ、無む謀ぼうなことを……せめて自分と、接続を！」


    「やめてっ」


    　ミツオは霙の手をふり払った。


    　ＡＳアズのくぐもった声が、口を塞ふさいだ鎖の下から漏れている。ＡＳアズは鎖の一部を全身に巻きつけていた。鎧よろいの役目も果たしそうである。


    　ＡＳアズには左眼がない。


    　隻せき眼がんの都市部品シテイユニツトは、細かな動きで腕の代わりの鎖を操あやつった。


    　大久保技官の命を絶った鎖が、ミツオの背後に迫る。ミツオはふり返りもせずに、鎖の一部を握って引いた。


    　大久保技官の血に濡れた鎖の先端は、マンションの外壁の方向へと飛んで行き、そして外壁を砕く。霙はミツオの横顔を見上げた。


    「ミツオ……なぜ、背後からの攻撃を察知できたでありますか？」


    「見なくても、鎖の動きはわかる」


    「なぜ、でありますか？」


    「肥後サンの、赤い糸の操り方だ。基本通りで、ムダのない動きなんだっ」


    　霙はハッ、と息を飲む。


    　ヤドカリが特製のヒトヤドリグモで、三体目の都市部品シテイユニツトに変えたその人物とは、酸月との戦いで獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せた〈楽団遠藤〉の指揮者、肥後だったのである。


    　フィルがせせら笑って言った。


    「ＡＳアズ、ダメじゃないかぁ。大久保技官はいい材料アシメになりそうだった。この胸むな糞くそ悪い暑さを、少しは下げてくれるはずの、貴き重ちような命だったのに……」


    　フィルはクク、と喉のどの奥で笑う。


    「まぁいいか。ＡＳアズ。その少年と少女は人魚だ。日常の中でいい子にしてればいいものをなぁ。のこのこと、現れおった」


    「うぅぐぅ……」


    「やれ、ＡＳアズ」


    　そこにいるのは怪物である。


    　ミツオの知っている肥後は、もうどこにもいない。ＡＳアズはフィルに命じられるままに吼ほえ、鎖をふり回した。


    　霙は目を閉じ、ミツオの腕にすがった。覚悟した。しかし、その時はやって来ない。


    　車のブレーキ音がした。ゴムが焦こげる匂いが辺りに立ちこめる。


    　霙が恐る恐る目を開けると、軽トラックが目の前に停車していた。


    　ＡＳアズの鎖がフロントガラスを貫通し、助手席のシートに突き刺さっている。


    　運転席の桜井は、しばし硬直していた。


    「の……乗れ！　この車、行けるぞ。材料アシメでできてない。本物の車だ！」


    　霙はミツオの横顔を見る。


    　それから、唇を嚙かんだ。霙はミツオの腕を引き、軽トラックの荷台に飛び乗る。


    　ミツオは緩かん慢まんな動作ながらも、霙とともに荷台に上がろうとした。


    　軽トラックは急発進する。


    「桜井っ、まだミツオが……」


    　霙は、荷台から放り出されようとするミツオの袖そでを必死で摑つかんだ。


    　ＡＳアズが追って来る。


    　桜井はアクセルを全力で踏んだ。


    「う、うわぁぁ！　信号無視に、街が反応してる！」


    　赤信号を無視すると、無視された信号機は材料アシメに戻った。


    　他にも、速度制限の道路標示のあるアスファルトを通過すると、材料アシメに変わる。


    　通行人たちもまた、猛スピードの軽トラックを見つけるなり材料アシメへと変へん貌ぼうしていった。


    「ま、撒まいてやるさ……」


    　桜井は思ったほど出ない速度に、苛いら々いらと爪を嚙む。


    　幸か不幸か、二十キロほどの低速のために、霙はミツオを荷台に引っぱり上げることに成功していた。その様子をバックミラーで確認した桜井は、よし、と左手を伸ばした。


    　マニュアル車の、チェンジレバーである。


    「お、オートマじゃねーの？」


    　桜井は唇を引き結んだ。


    　無我夢中だった発車時にはできたはずだ。カンに従いシフトをチェンジする。甲かん高だかい唸うなりを上げていたエンジンが、音程を下げた。


    　速度は上がった。


    　桜井はＡＴ車限定の免許しか持っていない。
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    　無免許運転に反応したのだろうか。


    　軽トラを追う材料アシメが、一体増えた。

  


  
    



    　　　　　　　３．「脱出」


    



    〈楽団桜さくら井い〉は、一晩中、逃走を続けた。


    　途中、二度ほどコンビニエンスストアの駐車場に軽トラで乗りつけている。


    　ミツオと霙みぞれは急いで食料と水を買わなければなかった。


    　追って来る材料アシメとの競争である。


    「し、しつこい、でありますっ」


    「霙、食料はいいから早く乗って！」


    　霙は数点の食料を落っことしたが、袋ふくろひとつを死守して荷台に乗った。


    「ザネ、食い物くれっ」


    　軽トラックの運転席と助手席の間に、顔の高さの小窓があった。


    　ミツオは小窓から、桜井に食料を渡した。


    「ザネ、桜井サンはクリームパンはきらいだ」


    「桜井、わがまま言ってる場合じゃないだろ？」


    「いいから、他のくれ……焼きそばパンの気分じゃない、他の……メロンパンはないだろ、零こぼれるから、他の……ジャムパンは甘すぎるからイヤ、っていったいなんでパンばっかりなのよぉ。おにぎりとかないの？」


    「だ、だって……」


    　霙が死守した袋には、ありったけのパンを詰めこんだものだった。


    　桜井は、できるだけ法定速度を守りながら材料アシメから逃げようとする。急いでしまって交通法規を破れば、街中が反応するのだ。新たな材料アシメの追及を呼ぶことになる。


    　最後の材料アシメを撒まいた頃、桜井は真っ赤な目で朝日を見つめた。


    　荷台で揺られ続けたミツオと霙も、へとへとだった。


    「ミツオ、学校へ行かねばならない、でありますよ」


    「うん……また材料アシメが出ちゃうもんね」


    　材料アシメに狙われることになる条件は、正確にはわかっていない。


    　どの程度の〈違反〉が彷さま徨よい市の平へい穏おんを脅おびやかす、とされるのか。どこまでの行動ならば許されるのか、今までに知る法定規則と違って不明である。


    　よって〈楽団桜井〉は慎しん重ちように行動しなければならなかった。


    　ミツオと霙は始業時間よりずっと早くに、教室に辿たどり着いた。桜井はどこか安全な場所を見つけて、「とりあえず眠りたい」と語り、ふらふらと去っている。


    　教室に入るなり、ミツオは席にへたりこむ。


    　霙は壁に背を預けると、ずるずると、その場に座りこんでしまった。


    「ミツオ、これからどうする……でありますか？」


    「うん……」


    「フィルという都市部品シテイユニツトの話からすると、満まん月げつ町がヤドカリの攻撃を受けている可能性がある、でありますよ。この新しん月げつ町がそうだったように、住民が材料アシメに変えられ、そして建物やアスファルトに姿を変え……やがて満月町も、彷徨市に……」


    「わかってる。僕たちはこの彷徨市から、一刻も早く脱出しなきゃならない。そして、満月町が彷徨市にされることは、なんとしても防がなければならない」


    　ミツオは自分のこめかみに触れ、目を閉じる。


    　目を閉じていないと、窓から射し込む朝日が眩まぶしかった。


    　しかし目を閉じれば、瞼まぶたの裏には怪物となった肥ひ後ごの姿が浮かぶ。


    　肥後は今やフィルにＡＳアズと呼ばれ、囚しゆう人じん服を着せられ、さらにその上から鎖くさりをかけられていた。僅わずかに覗のぞけた首は、ミミズのように環状の分節から成っていた。


    　ミツオは目を閉じ続けた。


    　脳のう裏りに焼きついた隻せき眼がんの怪物から、目は逸そらすことはしない。


    「霙、僕と接続して欲しい」


    「ミツオ……？」


    「フィルとＡＳアズ、二体同時に相手にすることは厳しい。どちらか一方を狙ねらって、一点突破を図るべきだ。とにかく彷徨市から出る。そして、月つき型がた郡ぐんへ戻るんだ」


    「別の作戦……たとえば、救援を待つ、という選択肢はない、でありますか？」


    「携帯電話の電波は生きている。なのにDo-orドアから連絡はない。もともと、酸さん月げつとの戦いの事後処理で、月型郡の楽団はどこも手一杯だったから……」


    「連絡すらない、ということは、最悪のケースも想定しなければ、でありますね」


    「月型郡は既すでにヤドカリの襲撃を受けているのかもしれないし、そうじゃないかもしれない。どっちにしたって、僕たちは救援を待っていてはダメだ。時間のムダだと、僕は思う」


    　霙は頷うなずいた。


    「頼もしいでありますよ、指揮者殿」


    「由ゆ希きや肥後サンなら、もっと上う手まくやる……僕は、もっと考えてやらなきゃならない」


    　二人はしばらく黙っていた。霙はぽつりと、沈ちん黙もくを破る。


    「バービーは、どうする、でありますか？」


    　ミツオは目を閉じたまま項うな垂だれる。


    　菜な々なが何を考えているのか、ずっと一緒にいたはずなのに、ミツオにはわからなくなっていた。菜々の行動は予測不能である。台詞せりふは意味不明だ。


    　ミツオがちぐはぐだと感じることは、ミツオと菜々の関係性のちぐはぐさそのものである。


    　遠くで、蟬せみが鳴き始めた。今日も暑くなりそうである。


    「霙、菜々はどこかヘンだね。でも、自分で考えて行動できている。学校にも通っている。突然に暴走したりはしない……と思うよ」


    「この彷徨市に残していく、でありますか？」


    「だって……」


    　ミツオは唇を嚙かんだ。


    「菜々は自分で言ってたでしょ。あたしがいても意味ない、みたいなこと」


    「しかし……」


    「指揮者は僕ひとりしかいない、確かにそうだ。菜々の言う通りだ。それに、菜々は独りでいたいように見える。もともとそういうところあるし……独りでも、なんとかするはずさ」


    　ミツオは目を開けた。


    　そして息を飲む。


    　開けっ放しの教室の扉とびらの前に、まさしくバービーそのひとの姿があった。


    　ミツオは慌あわてて立ち上がる。慌てたために、腰が机に当たった。机はガタンと音を立てる。


    　蟬の声が空むなしく響いていた。


    「菜々……いつから？」


    　菜々は穏やかな笑みを浮かべる。


    「ちょっと、何？　幽霊でも見たような顔をしてるよ？」


    「い、今のは違うんだ。その……」


    「違うって、何のこと？」


    　ミツオはまずい、と顔をしかめた。


    　聞かれていた、のだろうか。だが、菜々は無表情である。


    「ザネ、あたしのことはいいから、気にしないでよ。ザネは〈楽団桜井〉の指揮者としての仕事をするといい。するべきだよ」


    「でも……」


    「でも、なんてないよ。ザネは真ま名な川がわの指揮者でしょ？」


    「うん、そうだ」


    「だったらやるべきことを、ちゃんとやりなよ」


    　ミツオはほっとする。


    　菜々は特に怒っている様子も、哀しんでいる様子も見せなかったからだ。


    　ミツオとは逆に、霙は菜々を睨にらんで立ち上がる。


    「バービー、なぜ、本音を隠すでありますか？」


    　ミツオと霙に見つめられ、菜々は肩をすくめた。


    「ちょっとやめてよ。よってたかって問い質ただすなんてまるでチーム……ってそうか、指揮者と歌い手で協力するなんて、すごいね。息、合って来てるんじゃない？」


    「バービー、自分は、なぜ本意を隠すのかと、訊いているでありますよ」


    　やや感情的な霙の質問に、菜々は冷徹な表情を向ける。


    「なんであんたに答えなきゃなんないの？」


    「けっこう。では自分が言い当てるでありますよ」


    　冷や水を浴びせられたようなものの、霙に怯ひるむ様子はない。


    「バービーは危険を顧かえりみずに、彷徨市を単身で訪れている。また、脱出に関わる作戦に対して、ずいぶん後ろ向きな態度ばかり取る、その理由は……」


    「やめて」


    「やめないであります。バービーがお得意のポーカーフェイスの下に隠している理由が、自分には推測できる、でありますからね」


    「やめて」


    「感情、であります」


    　菜々は小さく舌打ちし、視線を逸そらした。


    　霙は追い討ちをかける。


    「誰かの目に不可解に映る行動の原因は、場合によって本人さえ持て余している複雑な感情をおいて、ほかにないでありますよ。アイツは独りでも平気だ、みたいなことを言われて、平気であるはずがない。独りで平気な人間など、この世にいないであります。そこには感情を押し殺す、〈何か〉が見え隠れしている。なぜ思いを隠すでありま……」


    「やめろ、って言ってんの！」


    　菜々は鞄かばんを霙に向かって投げつけた。


    　力なくも、霙に届く前に机に当たって床に落ちる。


    　菜々の感情的な叫びは校舎中に響いたのではないか、というほど大きなものだった。


    　その剣けん幕まくに、ミツオはたじたじである。


    　だが、霙はまったく怯ひるまない。


    「やめてもいいでありますが、バービーはまだ期待している、でありますよ？」


    「期待？　誰に？　何を？」


    　ミツオは菜々が誰に何を期待しているというのか、わからなかった。


    　誰かに何かを期待している、などと、菜々は言ってはいないからである。むしろミツオは、菜々の複雑な心境にずかずかと踏み入ろうとする霙の、その言動に首をかしげる。


    「霙、いったい何を根こん拠きよに菜々のこと追及するの？」


    「ミツオはなぜ、何ひとつ、違和感を覚えないでありますか？　目の前にいるバービーが、お人形だとでも思っている、でありますか？」


    「そういうわけじゃないけど……霙、どうして菜々をそんなに責めるの？」


    「自分が責めている相手はバービーではないでありますよ？　自分と約束してくれた当時の貴方あなたは、自分の気持ちを推おし量はかってくれたでありますが、六十年の間にすっかりひとが変わってしまったでありますね。昨さつ今こん、他人の感情に無む頓とん着ちやくな人間が増えたせい、でありますか？」
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    「他人の感情なんて、わかるはずないじゃないか。いったい何言ってるの……」


    　霙はミツオをじっと見つめた。


    「の、ようでありますね」


    　目の前にいるのに、遠くの相手を見るような、そんな目だった。


    　霙は再び、菜々に視線を戻す。


    「バービーが誰に何を期待しているのか……言ってもいい、でありますか？」


    　霙は黙る。


    　菜々も黙った。がまん比べだった。


    　霙の唇が動こうとしたその時、「やめて」と菜々が根こん負まけする。


    「ザネ、雪むすめの話を憶えてる？」


    「え、え……僕？」


    　突然に矛ほこ先さきを向けられ、ミツオは動転する。


    「なんだっけな……ていうか、それがどうしたの？」


    「なんだ。憶えてないか。あたしたちって、十年も一緒にいたのに、意味ないね。それにこれから先だってそうよ。一緒にいても、意味ないかもね」


    「お、憶えるよ、今度こそ。雪むすめ、ってなんだっけ？」


    「ロシアの民話、ううん、ありふれたお話よ。雪でできた女の子のお話。人間の温かさに憧あこがれてさ、溶けてしまうことがわかっていて、人間に触れたがる。最後にはその人間に焚たき火を跳び越えておいで、ってなんだか超残酷ないじめを受けて、溶けて消えてしまうの」


    「あぁ、思い出した……かも……」


    　ミツオは、幼い頃の菜々とのやりとりを思い出した。


    　けれども、菜々が何を言いたいのかはわからない。


    「菜々は確か、溶けるくらいなら人間には近寄らない派だ、って言ってた」


    「他人に期待したって、後悔するだけだもの」


    　菜々はそう言って、いつもの菜々様の顔をする。


    「だけど、もし、あたしが人恋しくなったとしたら、相手に体温を下げてもらうわ」


    「菜々は他人に合わせたりしないもんね」


    　菜々は、「絶対に」と肩をすくめる。


    「ザネ、あたしはムダなこと話したかな？」


    「そうだよ。いったいどうして急にそんな話をするの？」


    　菜々はひとつ息をついた。


    「あたしが雪むすめだ、って言ってんの」


    「ど……どういうこと？」


    「あたしの力で掩えん護ごしてあげなくもないけど、気が変わっちゃいそうかも……」


    「そ、そうかっ」


    　菜々は絶対零れい度のバービードールと呼ばれるほどの歌い手だ。


    「菜々は赤い糸で縛られている。けれど、酸月の時もそうだった。遠えん隔かく操作できる。たとえばここで接続して、僕たちは現場に向かうんだ。離れた場所で接続を切っても、まだ菜々のスイッチは入ってる。僕がすばやく接続の相手を霙に交代スイツチすれば……」


    「あたしは理性の続く限り、掩えん護ご射しや撃げきしてあげる。ザネは真名川と接続して、戦える。フィルとＡＳアズの二体が相手でも、こちらも、歌い手は二人ということ」


    「なんだ、そういうことか。遠回しだな。小さい頃のおとぎ話なんてするから、何か深い意図でもあるのかもしれない、って勘かん繰ぐったじゃないか」


    　菜々は窓の傍そばに寄る。


    　口元に穏やかな笑みがある時は、お人形さんのように可愛かわいらしい、と誰もが口を揃えていた。


    「菜々はそうして、いつも通り澄ましてる方が、菜々らしいよ」


    「そうね……そうかもね」


    　ミツオは拳こぶしを握る。


    「よし、これでいけるかもしれない。霙、そうとわかれば即、行動に移そう！」


    「え……あ、そう、でありますね」


    　霙はじっと、菜々の華きや奢しやな後ろ姿を見つめていた。


    　ミツオには見えていない何かが、霙の、白夜黒夜ネガポジの能力を持つ瞳には、にわかにその姿を映しているかのようである。


    　とはいえ、霙にだって推測しかできない。


    　他人の感情は、目には見えないのである。


    



    　　　　　　　◆


    



    　始業チャイムが鳴る前に、ミツオは菜々と接続した。


    （あれ？）


    　指揮者として、違和感に気づく。


    　こんなに頼りない手だったろうかと、指きりした菜々の手を、反対の手で触れてみる。


    　冷たい手だった。手首を摑つかむ。


    　菜々の体調管理は、幼い頃からずっと、ミツオの仕事のひとつだった。


    　菜々の手首に触れることで、ミツオには菜々の体重を百グラム単位で言い当てられる。計測したところ、菜々のベスト体重と比べると、今日は一千八百グラムも軽かった。


    　二キロに満たない差であるが、ボクシングだとちょうど一階級下になる値あたいだ。


    　三日間、とミツオは思し案あんする。


    　菜々はこの三日間、独りきりで生活していた。


    （飲まず食わず、ってわけじゃない値だけど……）


    　歌い手の体調は、しっかりと管理しておく必要がある。


    　なぜならば、赤い糸で縛られ歌い手と呼ばれてはいても、もともと人魚という怪物だ。


    　その怪物である歌い手を、指揮者が操あやつるわけである。だから、指揮者が抑えきれないだけのエネルギーを蓄たくわえさせることには危険がつきまとうのだ。


    　逆に、蓄えたエネルギーが足りなくても困る。戦いの最中にエネルギーぎれされては、本ほん末まつ転てん倒とうだ。歌い手の状態を理想的な値で維持することも、指揮者の重要な仕事なのである。


    「まだ、あたしはDo-orドアに見捨てられてないんだ……」


    　菜々の呟つぶやきは、ガラスの割れる音によって搔かき消された。


    　ミツオは背後をふり返る。


    　砕け散るガラスを探したが、それはどこにもない。


    　黒板に向かって左手側には、扉とびらの窓を含めて十枚の窓があったはずである。


    　しかし、窓まど枠わくには一枚の窓ガラスもなかった。


    　代わりに、左右非対称アシンメトリーの怪物たちが窓枠に収まっている。


    　霙は身構えた。


    「Do-orドアの指揮者と歌い手の接続は、戦闘行為、とみなされるようでありますね」


    「彷徨市を脅おびやかす敵、排除対象……ってことか」


    　作戦はいきなり躓つまずいた。


    　ミツオは臨りん機き応おう変へんに対応することが苦手なタイプである。


    　どうすればよいのかわからなくて、思案は空から回まわりするばかりだった。


    　そんな時はいつも、菜々が言ってくれたものである。


    「あたしがやる」


    「菜々……」


    「邪じや魔まだから、ザネたちはここを離れて。作戦を押し通すしかない。ザネたちは街から脱出するの。あたしが後方支援する」


    「う、うん……けど……」


    「邪魔」


    　菜々はミツオをドン、と押した。


    　一体の材料アシメが窓枠を蹴る。ミツオと菜々との間にあった机と椅い子すが、材料アシメの長い腕による一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。


    「ザネ、三速まで上げて」


    「うんっ」


    　ミツオは、「中くらいの速さモデラート」と指揮棒タクトを振った。


    　瞬間、教室内の温度が急速に下がる。


    　霙は自分の腕を抱いて震えた。更さらに霙は、黒板に向かって右側、廊ろう下か側の窓ガラスが変異する様を見た。材料アシメに変化するわけではなく、凍っていく。


    　材料アシメたちは菜々を最も危険な人物、と見抜いたのか、一いつ斉せいに菜々めがけて飛びかかった。


    　菜々は左手をかざして応じる。


    　制御装置の役割でもある付け爪ネイルチツプが、乾いた音を立てて割れた。


    　襲いかかる材料アシメの一撃は、菜々に届く直前で止まる。


    　材料アシメの腕は凍こごえ、すぐに砕けていった。材料アシメに痛みを感じる様子はない。


    　自分の腕が先端から次々と砕けていくにもかかわらず、材料アシメは突進をやめなかった。短い方の腕を伸ばし、菜々の小さな頭を摑つかもうとする。


    　菜々は材料アシメの腕を搔かい潜ると、材料アシメの顔面を摑んだ。


    「ごめんね。せめて痛くないようにしてあげるから」


    　パンっ、と破裂音がする。


    　菜々は材料アシメの頭部を握り潰つぶしてしまった。


    　菜々が触れると同時に、対象は急速冷凍され、崩れ易やすくなっていたのである。


    「まずい……」


    　ミツオはかじかむ指先で、「歩くくらいの速さアンダンテでっ」と指揮棒タクトを振った。


    　にわかに冷気が緩ゆるむ。


    　一方、ミツオを睨にらむ菜々の視線は鋭するどくなった。


    「ザネ、どうして力をセーブさせるのっ」


    「だ、だって、まずいよ。菜々、調ちよう律りつ不足だ。中くらいの速さモデラートの指示に対して、ほとんど最高出力だ。ちぐはぐだ。上う手まく操あやつれる状態じゃない。僕たちまで凍っちゃうよ」


    「だから逃げてよ。そして、速度を上げてっ」


    　材料アシメたちが菜々に殺到する。


    　今度こそ長い腕は菜々に届いた。菜々の肩を摑み、壁かべ際ぎわに向かって菜々を投げる。


    　空中で別のアシメの腕が菜々を摑む。黒板にその身体を叩きつけた。


    　菜々は苦痛に顔を歪ゆがめながらも、自分を押さえつける材料アシメの腕を摑む。


    　先ほどのように、触れるだけで崩すことはできない。


    「ザネ…………」


    「歩くくらいの速さアンダンテじゃ、材料アシメたちを抑えられない……しょうがない」


    　ミツオは唇を嚙み、、「中くらいの速さモデラート」と指揮棒タクトを振った。


    　途と端たんに菜々の反撃が始まる。


    　菜々を押さえつけていた材料アシメの背中から、菜々の腕が生え出した。


    　腹部を突き破られた材料アシメの全身は瞬またたく間まに凍とう結けつし、やがて崩れてしまう。


    　残りの材料アシメたちが菜々に殺到した。菜々は七体の材料アシメたちの下敷きになる。


    「ミツオ……」


    　霙はミツオの袖そでを握った。


    　ミツオは、霙の唇がみるみる青紫色に変色していく様を見る。


    　ミツオ自身、耳の先端が千切れるのではないか、という痛みを覚えた。


    　教卓の近くで折り重なった材料アシメたちも、窓から吹きこむ風によってぼろぼろと崩れ去る。


    　すべては、その下から姿を現す、少女バービーの仕し業わざだ。


    「ザネ、行くのよ」


    　菜々とミツオの間には、赤い糸が漂ただよっている。


    　言われるまでもなく、ミツオは行かなくては、と思った。


    　しかし、である。


    　ふっ、と赤い糸が消えたのだ。


    「え…………？」


    　突然の、裸人魚化リンクダウンである。


    　ミツオと菜々の繫つながりは失われてしまった。歌い手である菜々は、指揮者であるミツオの制御下から外れたのである。なぜ、とミツオは考えるも、思い当たらない。


    　もともとは「鞍くらの置かれていない馬」の意味で騎手が落馬してなお走り続ける競争馬を、「裸はだか馬うま」と言うが、ミツオは落馬に当たるほどの失敗をしてはいない。手順を踏み馬から下りる、「下げ馬ば」に当たる接続解除もしていない。


    「ど、どうして？　僕はまた何か、失敗を？」


    　混乱するミツオをよそに、菜々は苦笑いを浮かべる。


    「絶ぜつ妙みようのタイミングで、見放されちゃったのね……ザネ、行って！」


    　菜々の発する冷気が、更さらに勢いを増した。


    「菜々、自分の意志で、出力を上げてるの？」


    「もう、あたしを縛る赤い糸はないからね」


    「だ、ダメだよ……」


    　霙はガチガチと歯の根が合わない様子で、ミツオの腕にしがみついている。


    　教室の机や椅い子すが、次々と材料アシメ化を始めた。


    　彷徨市を脅おびやかす存在を排除するために、学校全体が材料アシメ化して対応しようとしている。


    　ミツオは逡しゆん巡じゆんののち、霙の腕を取って駆け出した。


    「み、ミツオ、バービーは……？」


    「赤い糸の制御が外れてる。Do-orドアは、菜々の赤い糸を解いたんだ」


    「ど、どういうことでありますか？」


    「Do-orドアが赤い糸でどうやって人魚を縛っているのか、それは僕たちも知らない。でも今、ひとつわかった。どこか遠くから、簡単に、歌い手の管理責任を投げ出すことができるみたいだ」


    「Do-orドアはバービーの力を封印していた赤い糸を、解いた、でありますか？」


    　霙は廊ろう下かを駆けながら、背後をふり返る。


    　材料アシメよりも早く、ミツオと霙を追って来るモノがあった。


    　冷気だ。


    　ガラスは凍って、弾はじけて割れる。壁も床も見る見る凍とう結けつしていった。材料アシメ化しようとしていた階段の手すりが、手すりから材料アシメへ、という変化の途中で凍結する。


    　菜々の冷気が、彷徨市の力を凌りよう駕がしていた。


    　校舎は材料アシメに変化することができない。凍ってしまって、校舎のカタチを保たもったままだ。


    　霙は白い息を弾はずませて中庭に出る。


    　凍結した校舎をふり返った。


    「な、なんというチカラ……」


    「霙、桜井だ！」


    　ミツオは、校門前で意外な人物を見つける。


    　とりあえずどこかで休息を取る、と話していた桜井だ。


    「ザネ、バービーに会ったか？」


    「うん、いったいどういうことかな。菜々の赤い糸の束そく縛ばくが、解除された！」


    「理由はわからないけど、さっき緊急回線から、バービーの管理を解除すると連絡があった」


    「そんな、それは……」


    　Do-orドアが管理不可能、と匙さじを投げた人魚は、次にカギをかける対象に変わる。


    　カギをかける。


    　すなわち、二度と蘇よみがえらないように不死の秘密を暴あばき、葬ほうむることだ。


    「僕たち〈楽団桜井〉に、菜々を葬れと、Do-orドアは言うの？」


    「命令はない。それに今はそれどころじゃない……だろ？」


    　桜井は校舎の屋上付近を見上げている。


    　表情は引きつっていた。


    　ミツオは、頭上からの声に呼び止められる。


    「どこへ、行こうというのかなぁ？」


    　野太い声だ。


    　ミツオは、屋上の縁へりに立つ人影を見つける。


    　人影の身に着けたトレンチコートの縁が、強い風にはためいている。フィルは帽ぼう子しが飛ばないように手で押さえ、薄ら笑いを浮かべていた。


    　霙がミツオの左手に触れる。


    「ミツオ……」


    　霙に促されて、ミツオは左側にある別の校舎の屋上を見上げた。


    　破れた囚しゆう人じん服の怪物である。


    　屋上からだらしなくぶら下がった鎖くさりが、風に揺れて細かな音を立てていた。


    　ＡＳアズだ。


    　ミツオは、手探りで、霙の小指を探した。


    「ミツオ、一点突破、でありますか？」


    「うん、二体同時を相手にするのはムリだ……」


    「どちらを？」


    　ミツオは、ＡＳアズと戦いたくなかった。


    　もはや面おも影かげも見られないが、ＡＳアズは肥後の肉体を基もとにしている。


    　ずんぐりした体形のフィルを、ミツオは見上げた。


    　フィルはミツオの戦意を受け取ったかのように、にたりと、唇を歪ゆがめる。


    「来い。新月まで時間がない。オレたちも急いでいるんでね……ん？」


    　ミツオは見た。


    　どこからか飛来した巨大なつららが、フィルもろとも校舎の一部を剔えぐったのである。


    　もうもうと辺りに立ちこめる土煙に、ミツオは啞あ然ぜんとした。


    「菜々の、後方支援攻撃……」


    「ミツオ！」


    　霙が鋭するどく叫ぶ。


    　ミツオのささやかな願いは叶かなわなかった。


    　フィルかＡＳアズか、〈楽団桜井〉は戦う相手を選べなかったのである。


    　ＡＳアズが屋上から飛び降りる。


    　霙が一歩、前に出た。


    　桜井は反対に、一歩下がる。


    「ザネ、無線イヤホンを耳に取りつけろ。桜井サンが後ろから指示を出す」


    　ミツオはポケットから無線イヤホンを取り出し、左の耳に装着する。


    　ミツオと霙の間には、ふわふわと、赤い糸が漂ただよった。


    「ミツオ、指示を……」


    　ＡＳアズが地面に降り立った。


    　ミツオは、唇を嚙かみ締める。


    「校舎内で、叩く！」


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオは菜々のいる校舎とは別の校舎に入り、廊ろう下かを走る。


    　二階の廊下を駆け抜けようとした時、ＡＳアズが窓ガラスを破って先回りした。


    　ミツオは慌あわてるでもなく、歩調を緩ゆるめる。


    「ぐぐぅぅぅ……」


    　ＡＳアズがじり、とミツオとの距離を詰めた。


    　と、ＡＳアズは天てん井じようを見上げる。


    　真名川霙が、天井を疾しつ駆くしていた。天井を足場にしてジャンプする。ＡＳアズの顔面に道路標識の鉄板を叩きこみ、再び、天井に着地した。


    　真名川霙の人魚としての能力スキルは、重力の反転である。


    　ミツオは霙の力を、出し惜しみしなかった。


    「霙、速くアレグロ！」


    　霙は再び天井を蹴る。


    　ＡＳアズは後退し、霙のキックは空から振ぶりに終わった。霙の瞳に、先ほどの一撃でＡＳアズの顔面に埋うまった道路標識の鉄板が映る。


    　霙は空中で手を伸ばした。鉄板は吸いつくように、霙の手に戻る。


    　三度、天井に着地した霙に向かって、ミツオは勢いよく指揮棒タクトを振った。


    「きわめて速くヴイヴアーチエ！」


    　霙は飛ばない。


    　標的であるＡＳアズの重力を操って、ＡＳアズを浮かび上がらせる。


    　ＡＳアズは天井付近に浮かび、無防備な格好だ。


    　霙は天井を疾駆する。ＡＳアズと交こう錯さくしざまに、がら空きの腹部へ鉄板を叩きこんだ。


    　ＡＳアズはくぐもった悲鳴を上げながら、廊下に落ちる。


    （ようし、いける……）


    　ミツオは霙との接続に自信を持った。


    　最高速度であるきわめて速くヴイヴアーチエの指示を出しても、霙の瞳から理性の光は消えていない。


    　ミツオは酸月との戦いで、霙の癖くせや特徴を摑つかんでいた。


    「霙、速くアレグロ、中くらいの速さモデラート、歩くくらいの速さアンダンテ、ゆるやかにアダージヨ、ゆっくりとラルゴ……」


    　霙は指示への反応が早い。


    　そして素直である。その一方で、持続力はないようだ。


    （きわめて速くヴイヴアーチエの指示でも難なくこなしてくれる。でも残念だけど、五秒ももたない）


    　霙はできるだけ平常態でいさせるべきである。


    　ミツオは、姉の由ゆ希きがバービーを扱う様子や、肥後がラビットを扱う様子も見たことがあった。たいていの場合、歌い手の出しゆつ力りよくを歩くくらいの速さアンダンテ、中くらいの速さモデラートの状態でキープする。この状態であれば、いつ何が起こっても対応できるし、理性を失うリスクも少ない。


    　しかし、霙には合わない作戦のようだ。


    　霙の場合は中くらいの速さモデラート、歩くくらいの速さアンダンテでも、長い間続ければ危険である。


    　それはミツオの指揮者としての実力不足かもしれない。


    　ミツオには由希や肥後のように、歌い手たちの力を持続させるだけの技術がないのだ。従って、歌い手に持久戦を要求できない。


    「一気に決める……うん？」


    　ミツオは、空の彼方かなたに光を見た。


    　キラリ、と光った物体は、まっすぐ、校舎に向かって飛んで来る。


    　菜々のつららだろうか、とミツオは目を凝こらした。


    　銀色の物体である。


    　先端は三みつ叉またに分かれ、並へい行こうに並んでいる。乾ほし草くさなどを扱うフォークに似た農具……かに見えた。なにしろ大きいのである。校舎を串くし刺ざしするに足る大きさだ。


    　巨大な洋食器のフォークが飛来する。


    「う、わぁぁ！」


    　ミツオは頭を抱えてしゃがみこむ。


    　フォークはまっすぐ飛んで来て、壁を破り、教室までも突き抜けた。


    『お、おい……ザネ……ザネ？』


    　桜井の声が、左耳に聞こえる。


    　無線イヤホンだ。


    『おい、だいじょうぶか？　ばかでかいフォークが校舎を串刺しにしたぞ？』


    　立ちこめる土煙に、ミツオは咳せきをする。


    　霙は無事かと、赤い糸を辿たどった。巨大フォークの柄えの向こうに、霙の無事を確認する。


    「ミツオ、これは？　ＡＳアズの能力でありますか？」


    「ち、違うんじゃないかな……？」


    　ＡＳアズの姿はない。


    　ＡＳアズはフォークが直撃した位置にいた。ミツオはフォークが突き刺さった教室を覗のぞきこむ。ＡＳアズの能力であれば、ＡＳアズ自身を狙うなんて、理屈に合わない。


    「もう少しで、仕留められたものを……」


    　霙がぎり、と歯は嚙がみする。


    　ミツオは怪け訝げんな顔で、霙の視線の先を追った。


    　向かいの校舎、菜々のつららで半壊した屋上に、ふたつの人影がある。


    　フィルと、ＡＳアズだ。


    「ＡＳアズが……どうやって向こう側に？」


    　ミツオはフォークを見つめる。


    　三みつ叉またに分かれた先端のひとつに、ＡＳアズの鎖くさりと衣服の一部が残っていた。


    「フィルが、荒っぽい方法で、ＡＳアズのことを助けた……？」


    「ミツオ、こちらもやる、でありますよ」


    「え……な、何を？」


    　ミツオは左手の小指に、ちりちりと、痛みを感じる。


    　霙が自分の意志で力を解放しようとしているのだ。しかし赤い糸に縛られているために、それはできない。赤い糸を伝って、霙の、「意志」が感じられた。


    　霙はまだ天てん井じようにいる。天井の、教室側に移動した。


    「み……霙？　何する気？」


    「ＡＳアズにはあと一撃で、トドメを刺せるものと、手応えが……」


    「だ、だからって何をっ！」


    　霙は助走をつけて中庭に飛び出した。


    　ミツオのいる校舎と、フィルのいる校舎の間には中庭がある。中庭の中心には直径三メートルほどの噴水があった。霙の身体は噴水に落ちるか、その手前の花壇に落ちるか、とミツオの目には映る。しかし、そうはならなかった。


    　霙は頭から噴水に落ちかけたが、そこで一瞬、停止する。


    　霙の重力は反転しているのだ。


    　霙の身体は、空にある雲を目指して上昇を始める。今まさに触れるところだった噴水の水が、霙の発する重力に引かれ、やや、高さを増した。空へと、落ちていくのだ。


    　ミツオはというと、風船を手にした感覚である。


    「う、うわっ、引っぱり上げられる！」


    　赤い糸に引かれ、ミツオの身体はふわ、と浮いた。


    　霙は瞬またたく間まに上空百メートルほどの位置にいる。「ゆっくりとラルゴゆっくりとラルゴゆっくりとラルゴ！」


    　ミツオは必死で指揮棒タクトを振った。霙にはなかなか指示が届かない。


    　ミツオは手すりで踏ん張ろうとしたが、校舎の三階から足を滑らせた。ミツオの身体はまっ逆さまに落下する。頭からアスファルトに激突しようとした瞬間、赤い糸に引かれて止まった。噴水の上空百メートルの位置にいる霙との間で、赤い糸が張り詰める。


    　特殊な波長の光である。


    　指揮者と歌い手にとってだけは、手た綱づなの役割を為なすのだ。


    「う、わぁぁ……」


    　ミツオは宙吊り状態である。


    　霙を支点に振り子の動きだ。花壇に咲いた向日葵ひまわりに頭から突っこむ。ミツオはたくさんの向日葵に揉もまれた。花壇からは尻から抜け出る。


    　すると、すぐに噴水の水しぶきを浴びた。


    　水しぶきを抜けたかと思うと、校舎の壁が眼前に迫っていた。


    「ぶ、ぶつかるっ」


    　隣となりの校舎の壁に激突する、とスニーカーで踏ん張った。ミツオの身体は、振り子運動の最中も上昇を続ける霙によって、引っぱり上げられていたらしい。


    「く……」


    　手を伸ばせば、屋上の縁へりに指先が届いた。


    　爪が僅わずかに引っかかる状態から、必死の思いで屋上の縁によじ登る。


    　ようやく指示が届き始めたのか。霙はゆっくりと落ちて来て、屋上の縁に立った。


    「み、霙……」


    　霙の黒こく瞳どうは、白はく濁だくしている。


    　白夜黒夜ネガポジの瞳、霙の能力が解き放たれている証あかしだ。


    　ミツオは頭を振る。


    （む、難しい歌い手だ。指揮者の言うこと、なかなか、聞いてくれない……）


    　普段は素直に見えるのに、時々、ひどく気性が激しくも映る。


    　屋上には、奇妙なものがあった。フィルの足元にある。


    　ジオラマだ。


    　彷徨市の風景に似せてなのか小型模型を多種多様に配している。


    　フィルは小さなフォークを手に、ジオラマをつっついていた。


    「ミツオっ」


    「うんっ」


    　ミツオは、飛来する巨大フォークを見た。


    　ミツオは霙に向かって指揮棒タクトを振る。


    　はたして、今の霙にミツオの指示が有効なのかどうか、ミツオの期待以上の動きだ。


    　霙は飛来するフォークをジャンプして避よける。フォークの先端に立った。


    「フィル……小型模型を使っての長距離攻撃、それが貴方あなたの能力でありますね？」


    「うーん、タネを見られたからには、ウソのつきようがないなぁ」


    　フィルは帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直した。


    「オレの担当は異物除去フイルター。いかにも。こうして忠実に再現したジオラマをフォークでつっついて、同様に、忠実に再現した異物を除去するのさ……おっと、動くなよ」


    　フィルは霙の動きを制し、ジオラマにフォークを向けた。


    　忠実に再現された彷徨さまよい高校の建物模型を、フォークでつつく。


    「なかなかにすばしっこい歌い手のようだが？　オマエの道路標識の鉄板がオレを砕くのと、オレのフォークがジオラマ内にあるオマエのフィギュアを突き刺すのと」


    「どちらが早いか、ということでありますか？」


    「そういうことだ」


    「フィル、どうやら貴方あなたは技能スキルを使っての経験が浅いようでありますね。タネを明かした以上、勝負は見えているでありますよ」


    「ふはっ、どうかな？」


    「それと、残念ながらその技能スキルは強大なものではないであります。おそらく誰でもジオラマに触れられる、でありますね。その程度の技能スキル、簡単に打ち破ることができるであります」


    　霙は一瞬の隙を窺うかがう構えである。


    　ミツオは、フィルの横で倒れているＡＳアズを見た。胸に大きな穴が開いている。


    　フォークが刺さって、死んだのだ。もはや彼は肥後ではなく、ＡＳアズである。


    　女帝の都市部品シテイユニツト……人魚であるので、じきに復活するはずだ。


    （今、目の前にいる敵はフィルだけだ。フィルさえ倒せば、街から脱出できるのにっ）


    　身動きできない。


    　フィルは、「さて、どうしてくれようかな」と巨大フォークを動かした。


    　霙はフォークからふり落とされる。


    　巨大フォークはミツオと霙の周囲を、弄もてあそぶように、ぐるぐると旋回した。


    『ザネ……』


    　桜井、とミツオは無線イヤホンを意識する。


    『今、野郎の背後にいる』


    （背後……？）


    『見るな、気づかれる』


    　ミツオはちら、と眼球だけ動かした。


    　屋上出入り口の扉とびらの陰に、桜井の姿がある。ミツオはゾッとした。


    （ま、まる見えだ。桜井、もっと上う手まく隠れてよっ）


    　桜井は無線に話しかける、という行為に夢中の様子である。


    『ザネ、これから作戦を伝える。異論があれば右手を握れ、了りよう解かいなら右手を開くんだ』


    　ミツオは右手を開いた。


    『よし、いいか。桜井サンの作戦はこうだ。フィルの能力であるジオラマを、逆に、こちらで利用する。桜井サンが背後から忍び寄り、ジオラマを蹴っ飛ばす……完かん璧ぺきだろ？』


    　ミツオは右手を握る。


    （完璧にダメに決まってる。よく考えてよ。ひっくり返したら、忠実に再現されてるすべて……ここにいる僕たちだって、どうなるかわからない）


    　しばらく、沈ちん黙もくがあった。


    『じゃあ……フィル自身のフィギュアだけを狙ねらう、どうだ？』


    　ミツオは右手を開いた。


    　桜井の行動は早い。扉とびらの陰から躍り出るなり、走った。


    　フィルは目を白黒させる。


    「な、なんだ？　Do-orドアの技官？」


    　桜井はまず、フィルの右手を蹴った。


    　小さなフォークが宙を舞う。


    　同時に、ミツオたちの傍そばにあった巨大フォークは彼方かなたへ飛んで行った。


    　桜井はジオラマに手を伸ばす。


    「よせ、やめろ！」


    　フィルは瞬またたく間まに変化しドン、と桜井の胸のあたりを押したのである。


    　それだけで、桜井の身体は五メートルも飛び、フェンスに激突した。フィルは落としたフォークを慌あわてて拾わんとするが、小さなローファーが、フィルの手を踏みつける。


    「自分の能力に溺おぼれた、でありますね」


    「な、何？」


    「人魚の力は森しん羅ら万ばん象しようのルールの反転……フィルが反転させたものは、いったい何でありましょうか？　現実とジオラマ？　リアルと虚構？」


    　ミツオは三歩進む。


    　しゃがみこみ、ジオラマに手を伸ばした。ジオラマ内の彷徨高校の屋上に、五体のフィギュアがある。桜井とＡＳアズの人魚は倒れている。


    　ミツオのフィギュアは、ジオラマ内にあるジオラマを覗のぞきこみ、手を伸ばしていた。


    　フィルの人形は、ミツオの人形に向かって口を開いている。


    「よ、よせ！　やめろ！」


    「僕たちは、フィルよりずっと強い人魚たちと戦ったことがあるよ」


    　ミツオはフィルの人形を摑つかんだ。


    　霙の長い髪の毛が、風に弄もてあそばれ、乱れている。


    「人魚の力は諸もろ刃はの剣つるぎ、ということでありますよ」


    　ミツオはひょい、とフィルの人形を投げた。


    　すると、フィルの身体は上空に舞い上がる。時速百キロで走る十トントラックにはね飛ばされたところで、彷徨市の果てまで飛んで行くようなことはないはずだ。


    　だがフィルの姿は瞬く間に、彼方まで飛んで行く。


    　ミツオが投げた人形は、霙の目の前に飛んでいた。


    　霙はフォークを拾った。


    「報むくいを受ける、でありますよ」


    　霙は空中でフィルの人形を突き刺した。彼方かなたの空から、フィルの断末魔の叫びが届く。


    



    　　　　　　　◆


    



    「おいおいおい……っ!?」


    　桜井は制服の上から、自分の胸を触っていた。


    「なんか……左右の大きさが変わった気がする……イテェし……」


    「桜井、ふざけてる場合じゃないよ」


    「ザネっ、誰もふざけてなんて……うぉ！」


    　ＡＳアズが立ち上がろうとしている。


    　死からの帰還だ。まだ傷が深く、なかなか立ち上がることもできない様子である。それでも立とうと、隻せき眼がんの怪物は踠もがくのだ。


    　桜井は言葉をなくし、目を逸そらした。


    「み、見てらんない……」


    　おぞましい様子である。


    　桜井はジオラマを見た。
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    　ジオラマ全体が、ボロボロと崩れ始めている。


    「ちぇっ、実際の街には変化なしかよ」


    　ジオラマの建物は倒とう壊かいしていくが、彷徨市の風景は変わらない。


    　ミツオは、自分の人形の壊れていく様を見つめた。


    「フィルの能力が消えただけだよ。街の枠組みフレームワークを作った敵は、フィルとは別の都市部品シテイユニツトだ」


    「ヤドカリ、でありますね？」


    「うん」


    「フィルも、じきに復活するでありますか？」


    「たぶんね」


    　願わくは、とミツオはＡＳアズを見つめる。


    　高速再生能力を持っていないことを、願うばかりだった。


    　ミツオは白い息を吐いた。


    「菜々が抑えこんでくれてる」


    　ＡＳアズは傷こそ癒えつつある。


    　しかし、関節部位が凍とう結けつしている。流れ出た体液が凍り、動けないでいるのだ。


    　桜井は上着を脱ぎ、霙をその肩に乗せる。歌い手は楽団の生命線だ。


    「よし、脱出だ。この期を逃のがす手はない」


    　ミツオは頷うなずきを返す。


    　三分だけの約束で、ミツオは菜々の姿を捜したが、見当たらなかった。


    　やむを得ず、〈楽団桜井〉は彷徨市からの一時撤てつ退たいをする。軽トラックの荷台で、ミツオはぐったりとしていた。離れていく彷徨高校の校舎を名な残ごり惜しげに見つめる。


    　学校から離れるにつれ、気温は次第に上がっていった。


    　街の端に着く頃には、再び、蟬せみの声を聞いた。


    「ミツオ！」


    　霙が助手席から身を乗り出している。


    　桜の花びらが舞っていた。いつの間にか、彷徨市を脱出したのである。すると気温は、本来の、四月のものに戻ったのだ。月型郡の桜は満開である。


    （Do-orドアは菜々を見捨てた。赤い糸を解いた……どうして？）


    　ミツオは、自分のもとにだけ春が訪れていない気になった。


    　そんなはずはない。春は訪れている。


    　ミツオが待っている季節が、春ではないから、季節が巡った気になれないのだ。


    　ミツオは春を待ってはいない。


    　彷徨市の異常気象である、気の早い夏を待っているわけでもなかった。


    　ミツオが待っている季節は、春でも夏でもない。


    　月型郡では、四月を折り返したばかりである。

  


  
    



    　　　　　　　Ｙ．「Do-orドアの切り札」


    



    　薄暗い一室で、早口な三人が話していた。


    「十年か……」


    「あぁ、森もり実ざね由ゆ希きたちがひとつの彷徨さまよい市を解体した」


    「その時、調ちよう律りつしたひとりの少女……」


    「バービーだ」


    「あの子は彷徨市には重要なパーツだ。彷徨市は熱を発する。冷却装置が肝心だ。バービーは彷徨市に必要な、温度調節を担当する人魚だった」


    「役に立ったな」


    「バービーに毒を仕込んだ。彷徨市の都市部品シテイユニツトに戻れば、その彷徨市は崩ほう壊かいする」


    「残念だが、あの子には犠ぎ牲せいになってもらうしかない」


    「このことは内密にな。Do-oドアrが管理する元都市部品シテイユニツトである歌い手……もとは、女帝に作り出された人魚に知られると厄やつ介かいだ」


    「反乱が起こるやもしれん」


    「心配ない。そのための赤い糸だ」


    「そう。赤い糸が人魚の力を抑える。糸があれば、新月の夜に消えてしまう都市部品シテイユニツトたちも、消えずに済む。赤い糸さえ結んでおけば、既に完成した彷徨市におらずとも、新月をやり過ごせる」


    「だが、バービーの赤い糸は解いた……」


    「そう、次の新月に彷徨市へ戻らなければ、バービーの命は消えてなくなるよ」


    「命を惜おしんで彷徨市の都市部品シテイユニツトに戻れば、その彷徨市は毒によって崩ほう壊かいする」


    「完かん璧ぺきな作戦だ。しかし……バービーはちゃんと、都市部品シテイユニツトに戻ってくれるかな。都市部品シテイユニツトに戻れば、彷徨市は滅ぶ。バービーもともに、滅ぶのだ」


    「問題ない。消えるか滅ぶか、バービーは有益な方を選ぶ」


    「そういう娘だ」


    「哀れな、雪むすめなのだから……」


    　薄暗い部屋だった。

  


  
    



    　　　　　　　４．「ムーンパレス」


    



    　満まん月げつ町や三日月みかづき町がどうなっているか。


    〈楽団桜さくら井い〉の三人は、それぞれにある程度覚悟していた。だから、五日前と変わらない町並みが見えてくると、桜井などは我が目を疑った様子である。


    「ど、どういうこと？」


    　満月町の駅前には、いつもの賑にぎわいがあった。


    　昼下がりの穏やかな風景である。


    　ランドセルを背負った少年たちが飛び出して来て、桜井は慌あわててブレーキを踏んだ。


    「こ、こらっ、危ないだろ！　飛び出すな！」


    　少年たちは桜井を睨にらみ返した。


    「商店街の狭い路地で、スピード出してるそっちが悪いぞ。いつ子どもが飛び出すかわからないんだから、もっと気をつけて運転しろよ」


    「な、なまいきなガキ……」


    「バーカ、ブース！」


    「うん？　聞き間違えたかなぁ？」


    　桜井はシートベルトを外し、車外へ飛び出した。


    「税ぜい金きん泥どろ棒ぼう、って言ったのどいつだ！」


    「桜井……それは誰も言ってないであります。被害妄もう想そう、でありますよ」


    　霙みぞれは肩をすくめ、小窓から、荷台のミツオを窺うかがい見る。


    　ミツオはずっと浮かない表情をしていた。しかし駆けて行く少年たちを見つめる眼まな差ざしは幾いく分ぶんか、穏やかさを取り戻している。


    　霙はほっとして、微笑ほほえみかけた。


    「ミツオ、満月町は無事の模様でありますね」


    「タケちゃんたちだ」


    「タケちゃん？」


    「今の子たちだよ。酸さん月げつ戦のあと、一か月だけだけど、クラスメイトだったんだ」


    　ミツオは唇を引き結ぶ。


    　なんとしても、この町を守りたい、と思ったのだ。


    〈楽団桜井〉は、満月町の町役場に軽トラックを止めて脱出劇を終了する。受付で、桜井が遠えん藤どうはいるかと訊たずねると、「第二会議室にいらっしゃいます」という返答があった。


    　三人は第二会議室に向かう。　階段を上がると、会議室へと続く廊ろう下かが続いていた。


    　折りたたみのパイプ椅い子すと机の置き場所がほかにないので、堆うずたかく積み上げられている。


    　その上に、ミツオが使っていたランドセルがあった。


    　桜井が扉とびらをノックする。


    「遠藤サン、失礼しますよ」


    　遠藤は生き返っていた。


    　しかし、姿かたちがまるで違う。年とし端はもいかない幼児の姿だった。パイプ椅子に座っているが、つま先は床に届いていない。幼い顔立ちには似合わない難しい顔で、何やら作業していた。小さな手で、書類に判はん子こをついていたのである。


    「桜井……戻ったか」


    　遠藤は手を休めると、時間をかけて椅子から降りた。


    「〈楽団桜井〉、よく戻った。霙、ザネ、オマエたちの苦労を……」


    「遠藤技官」


    　ミツオは遠藤のねぎらいの言葉を遮さえぎった。


    　詰め寄って訊ねる。


    「Do-orドアはなぜ菜な々なを見放したんですか。赤い糸の接続も途切れた。どこへでも行け、というわけではないですよね。菜々にカギをかけるつもりなんですかっ」


    「ザネ、落ち着け……」


    「落ち着け？　そんなのムリに決まってる。肥ひ後ごサンもやられた。女帝の人魚にされてしまったんだ。どうしろ、って言うんだ。酸月との戦いの時、肥後サンがいてくれたから、僕は戦うことができた。どうすればいいか、あの人は教えてくれた。でももう……」


    　肥後が都市シテイ部品ユニツトにされたこと。


    　そしてDo-orドアが菜々を見放したことに、ミツオは心細さを感じずにはいられなかったのである。菜々は幼い頃からずっと、グズなミツオの背中を押してくれた存在である。


    　肥後は未熟な指揮者であるミツオにとっては、目標だった。


    　月つき型がた郡ぐんを襲った二体の都市シテイ部品ユニツトによって、ミツオは大きな心の支えである人物を二人も失ったのである。いや、菜々を見放したのはDo-orドアなのだ。


    「納得できません。なぜこんな時に、どうしてDo-orドアは菜々を……遠藤技官っ」


    　遠藤は首を振る。


    「悪いことは言わない。今日は休め」


    「答えてください！」


    「命令だ！」


    　遠藤は鋭するどく言い放った。


    「差し迫った危機が去った後でなら、いくらでも教えてやる」


    「差し迫った危機……？」


    「満月町、三日月町は、ある幸運も手伝って彷徨さまよい市の脅きよう威いを免まぬかれている状態だ」


    　桜井が眉をひそめて訊たずねる。


    「どうやって？」


    「ムーンパレス月つき型がた台だいだ。あの場所を有効に使っている」


    「酸月の作り出した複合種コンプレツクスの人魚によって、住民の消えた町？」


    「ヤドカリ、と言ったか。あの人魚の使うヒトヤドリグモは、人間に寄き生せいする。人間を材料アシメに変えることによって、彷徨市を構築する」


    　霙が、「なるほど」と頷うなずいた。


    「なるほど。ムーンパレス月型台は無人の町であります。ヤドカリが材料アシメに変えようとしても、材料アシメに変える人間はいない」


    「そうだ。すべての楽団が、ムーンパレス月型台でヤドカリを足止めしている。ラビットと諏す訪わ野のはこの三日間、戦いっ放しだ。肥後の弔とむらい合かつ戦せんと、些いささか、気合が入りすぎている」


    　ミツオはまだ不満だった。


    　Do-orドアが菜々を見放したこととの、脈みやく絡らくが見えない。


    「遠藤技官、僕は……」


    「ザネ、今日は休め」


    　遠藤は取りつく島もなく、言った。


    「明朝より、〈楽団桜井〉はヤドカリと戦ってもらわねばならない」


    　遠藤は窓辺に寄った。


    　遠藤の金色の髪の毛は、穏やかな風にふわふわと揺れる。


    「酸月戦から僅わずか一か月だ。この月型郡の町が、よもや彷徨市などに滅ぼされては、失った同どう胞ほうも浮かばれん。由ゆ希きや、肥後に、合わせる顔がないだろう？」


    　ミツオは強く拳こぶしを握る。


    　言いたいことを飲みこみ、踵きびすを返した。


    　霙は心配そうな顔で、ミツオの背中を見送っていた。
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    　ミツオは寝つくことができなかった。


    　彷徨市に取りこまれた新しん月げつ町で、ミツオは森もり実ざね家に立ち寄った時、「帰って来た」と思っている。十年を過ごした家だったからだ。だが本来、三日月町の住宅街にある〈楽団桜井〉の本ほん拠きよ地こそが、今のミツオのいるべき場所である。けれども、ここで過ごした期間は短い。


    　酸月との戦いの折に、三か月ほど暮らしただけなのである。


    〈楽団桜井〉の本拠地である借しやく家やは、手入れされていない庭と、色いろ褪あせた屋根の平屋が自慢だ。


    　ミツオにあてがわれている部屋は、そんな家の西側の和室である。


    　カーテンは遮しや光こうのものではないので、日の光が眩まぶしく、カーテンの模様も見えない。


    　ミツオは寝返りを打った。なぜか、そこに炊すい飯はん器きがある。


    　炊飯器に付いている時計は、「16:51」を指していた。


    （まだ五時前か……）


    　疲れているというのに、眠ることができない。


    　再び寝返りを打った時、壁の向こうでドスン、という音がした。


    　霙と桜井は洋間を共同で使っている。


    （霙も眠れないのかな）


    　ミツオは壁越しのやりとりに耳を澄ました。


    「ちょっと、霙ぇ、急に天てん井じようから落ちて来ないでよ」


    「桜井、だいじょうぶでありますか？」


    「だいじょうぶよ、ワタクシは。霙に乗っかられた以外はね。霙は、また怖い夢を見たの？」


    「夢の中で、桜井がピンチだったでありますよ」


    「うそ、マジで？」


    「桜井、だいじょうぶでありますか？」


    　ごそごそと、霙は桜井のベッドに潜りこもうとしているようだ。


    「桜井、自分が来たからには、もうだいじょうぶでありますよ」


    「夢の中からわざわざどうも……もう……落ち着いたら天てん井じように戻ってよ？」


    「了りよう解かいしている、でありますよ」


    「それと、今度から夢の中の桜井サンのことも助けてあげてね」


    「了解、もう見捨てないでありますっ」


    　ミツオは少し、うとうとし始めた。


    　眠っただろうか、と目を開ける。炊すい飯はん器きの時計は、「18:37」を指している。


    　カーテンを見ると、薄い千ち鳥どり格ごう子し模様が見えたので、ミツオは安あん堵どした。


    　日は沈んだようである。


    「少しは、眠れたみたいだ……」


    　だがもう眠れそうにはない。


    　ミツオは起き上がると、制服の上着を羽は織おる。ひどく喉のどの渇きを覚えていたが、水道の水を飲みたい気分ではなかった。坂の上の自動販売機か、角のコンビニまで出かけようと考える。ゆっくりと、襖ふすまを開けた。


    　暗い。


    　静まり返った廊ろう下かを、できるだけ音を立てないように進む。


    　眠っている霙と桜井を起こしたくないのに、「ギィィ」と安やす普ぶ請しんの廊下が鳴った。


    　二人が起きて来る気配はない。


    　ミツオは息をひそめて自分の靴を探し、玄関の扉とびらを開く。スニーカーは手に持って、靴下のまま一度玄関を出た。それから、ゆっくりと扉を閉める。


    　玄関の外でスニーカーを履いた。緩かん慢まんな動作で紐ひもを結ぶ。


    「お散歩、でありますか？」


    　ミツオはドキリとした。


    　顔を上げると、門もん扉ぴの外に霙の姿を見つける。ガードレールの上にちょこんと、お尻を乗せていた。三日月町は坂道が多く、〈楽団森実〉の本ほん拠きよ地は丘の上にある。


    　霙は眼下の灯あかりを眺めていたのだ。


    「霙……何してるの？」


    「なんとなく、町の灯ひを眺めていたでありますよ」


    「そう……」


    「ミツオはお散歩でありますか？」


    「うん、何か飲み物でも買おうと思って……」


    「お供しても、よろしいでありますか？」


    　霙は首をかしげて訊たずねた。


    　霙の長い髪の毛が、さらさらと、こすれ合って小さな音を立てる。


    　ざぁぁ、と風の音が搔かき消したが、悪くない、とミツオは夜空を見上げた。


    　二人の周囲を桜の花びらが舞い散っている。


    「行こうか、霙」


    「ミツオ」


    「うん？」


    「失礼ながら、お金をお持ちでありますか？」


    　ミツオは尻ポケットに手を当てる。


    　いつもミツオはそこに財布を入れていた。しかしここのところは、死んだり生き返ったりである。彷徨高校の制服のポケットに、財布は入っていなかった。


    　霙は悪いた戯ずらな笑みを浮かべる。


    「自分がDo-orドアより支給されているお給金で、ミツオに飲み物をご馳ち走そうするでありますよ」


    「ありがとう」


    「お金のことは、桜井に言わなきゃダメでありますよ。あの強ごう欲よくな技官殿は、自分たちのお給金を横おう領りようしかねないところがあるでありますからね」


    　ミツオと霙は、薄暗い坂道を並んで歩いた。


    　どこかの家から、夕飯のカレーの匂いが漂ただよって来る。自動販売機を設置している角の家からは、賑にぎやかなテレビの音声が漏れていた。


    　満月町の辺りで、犬が遠吠えを上げている。


    「なんだかまるで、何も起こっていないみたいだね」


    「あ……」


    　ガタン、という音がした。


    　ミツオがふり返ると、自動販売機の明かりが、霙の表情を照らし出している。「失敗してしまったであります」という思いを、隠そうとする作り笑いだ。


    　霙がふたつの缶を、両手に持っていた。


    「ミツオ、自分はコーラを」


    「うん」


    「ミツオは、ミツオの飲みたがっていた、あたたかいおしるこを」


    「ありがとう」


    　ミツオは笑顔で霙からコーラの缶を取り上げた。


    「あ……」


    「ウソ、おしるこでいいよ」


    　ミツオはプルタブを上げながら、ガードレールを跨またぐ。


    　ガードレールに腰かけると、景色が一望できた。


    　丘下から吹く風に、霙は小さな悲鳴を上げる。翻ひるがえろうとするスカートの裾すそを押さえた。ガードレールを跨またぐことを断念し、ミツオと反対向きにガードレールに腰かける。


    　しばらく、ミツオも霙も話さなかった。


    「バービーが心配でありますか？」


    　霙の質問は、唐とう突とつなタイミングになってしまう。


    　言った霙自身が、ばつが悪そうに俯うつむいてしまった。霙は足元に落ちて来る桜の花びらを見つめ、靴先で花びらと戯たわむれる。ミツオの言葉をひたすらに待った。


    「心配、っていうか、わからないんだ」


    「わからない、でありますか？」


    「小さな頃からずっと一緒だった。菜な々なの体重なんて百グラム単位で、僕が管理していた。それなのに、今は、菜々の考えていることがぜんぜんわからない」


    　海を隔へだてた街は、異様な光を放っている。


    　三日月町や満月町の灯ひが霞かすむほどに、眩まばゆいのだ。巨大な集合住宅の放つ光に、大型商業施設や駅前繁華街の煌こう々こうとした明かりである。


    　新月町のシンボルであった十一階建てのホテルの光はどこにも見えない。


    　彷徨市の建物は、新月町で一番背の高かったホテルよりも、背高の建物ばかりだ。


    　バービーは、その彷徨市にいる。


    　ミツオは背中を丸めて言った。


    「いったいどうして、菜々は自みずからあんな街に足を踏み入れたのかな」


    「わからない、でありますか？」


    「うん……」


    「自分には少し、バービーのキモチがわかる、でありますよ」


    　霙は星空を見上げ、ひとつ息をつく。


    「所属していた楽団がなくなり、保護された〈楽団遠藤〉のメンバーは出撃してしまい……ミツオもまたあの彷徨市に向かったらしく、行方ゆくえが知れなくなったとしたら……」


    「僕は関係ないでしょ」


    「関係ないはずがないでありますよ。逆に、バービーがあの街に取り残されている今、ミツオは平気でありますか？　関係ない、なんて思っているでありますか？」


    「そうか……そうだね」


    「自分には少し、わかるでありますよ。独りでいて、平気な顔をしていても、ある時誰かが声をかけてくれた時に、気づくであります」


    「何？」


    「独りでいたいわけでは、ないのだと……」


    　霙はひとつ洟はなを啜すすった。


    「声をかけてくれた相手のことが、好きでもなんでもない人だとしても、好きになるでありますよ。ありがたくて、涙さえ、零こぼれるかもしれないであります」


    「うん……」


    「バービーが単身で街に足を向けたこと、むしろ自然なことのように思われるであります」


    「そうかもしれないね」


    　ミツオは遠藤のことを思った。


    　声を荒らげて叱しつ責せきした、幼い姿の遠藤技官である。


    「遠藤技官は僕に戦う機会をくれた」


    「それでまた、縮ちぢんでしまった、でありますか？」


    「そうだと思うよ。遠藤技官の復活の仕方は変わっている。壮そう齢れいの姿で蘇よみがえって、だんだん若返っていく。僕をこの姿にした能力を使えば、敵と戦うこともできると思うよ」


    「ではなぜ、ミツオに託したでありますか？」


    「誰かが指揮をとらなくちゃ、月型郡は守れない。小さくなっても指揮はとれる。でもたいへんなはずだ。あんな小さな身体で、すべての指揮をとっているんだろうね。本当は前線で戦いたいのかもしれない。本当は、今すぐにでも、彷徨市に乗りこみたいはずだ。肥後サンを失ってさ……ずっと一緒に戦ってきた仲間のはずだ……この月型郡を守るためにね」


    　ミツオは自分も、自分の仕事をやらなくては、と唇を嚙む。


    「まず、倒さなくちゃならない敵がいる」


    「ヤドカリ、でありますね？」


    「月型郡を襲った女帝の都市シテイ部品ユニツトだ。彷徨市が完成すれば、何が起こるのかわからないけど、なんとしても、彷徨市を完成させるわけにはいかない。月型郡を守るんだ」


    　未明、〈楽団桜井〉を迎えに、Do-orドアの職員が訪れた。


    　向かう先はムーンパレス月型台である。


    　ヤドカリを名乗る女帝の都市シテイ部品ユニツトに対する、扉Do-orが開かれた。
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    　ムーンパレス月型台に残された、唯ゆい一いつの高等学校……。


    　その音楽室のピアノの下で、諏す訪わ野のは息をひそめていた。指揮棒タクトを両手で握っている。


    　祈る思いなのか、ぎゅっと、目を閉じていた。闇の中、渦うず巻まく轟ごう音おんが諏訪野舞まい子こに迫る。


    「ワタクシとしたことが……」


    　諏訪野は肥後によるひとつの教えを、復唱していた。


    『諏訪野、複合種コンプレツクスに最高速度はない』


    『は？　どういう意味ですか？　ありますよ。指示を出すことは可能ですよ？』


    『きわめて速くヴイヴアーチエはダメだ。それより遅いものであっても、ダメな場合がある。ラビットはかな　り調ちよう律りつしてある。だから速くアレグロでも行ける。けどきわめて速くヴイヴアーチエはダメだ』


    『ど……どうなるというんですか？』


    『ラビットに限らず、複合種コンプレツクスのリミッターを外しちゃならない。手探りで慎しん重ちように扱え。オマエさんは頭がいい。だからだいたい想像できるはずだ』


    　肥後は、諏訪野の耳にタコができるほど言った。


    『諏訪野、複合種コンプレツクスに最高速度はない、そういうものと思って指揮しろ』


    　震動があった。


    　音楽室の壁に飾られた偉大な作曲家たちの肖像が床に落ちる。


    　諏訪野は意を決したのか、瞼まぶたを上げた。メガネのレンズは両方ともひび割れている。


    　諏訪野は教室から駆け出すと、廊ろう下かに出るなり、指揮棒タクトを振った。


    「ラビット、きわめて速くヴイヴアーチエ！」


    　諏訪野の予測など凌りよう駕がすることが起こる。


    　幸運にも、諏訪野はソレをその目で見ることはなかった。


    　闇に浮かぶ校舎を走る諏訪野は、右側頭部に強い衝撃を受けて転倒する。


    　いや、右も左もわからない。三さん半はん規き管かんがにわかに麻ま痺ひしているのだ。


    　立ち上がることもできずに、踠もがく諏訪野の目に靴が映る。


    （彼女ラビツトは……靴にまで銀細工をあしらえている）


    　彼女は言った。


    「諏訪野、逃げろ」


    「ら……ラビット？」


    「見るな。あたしを見るな！　あたしから逃げろ！」


    　諏訪野は従った。


    　どこをどう逃げたのか、諏訪野の聡明さはまったく役に立たなかった。


    　学生時代、教室や図書館にばかりいたことを悔くやむ。もし学生時代に戻れるというならば、かけっこや短距離走の練習ばかりしよう、と諏訪野は誓ちかった。


    （足を止めれば……殺される！）


    　何かが、高速で追って来る。


    　足を止めれば殺される。それはとにかく、高速で追って来た。


    



    　　　　　　　◆


    



    〈楽団桜井〉を迎えに来たのは、大型トラックだった。


    　陸上自衛隊に布ふ置ちされている大型車両である。人員および物資輸送等に用いられる汎はん用ようトラック、通称三さんトン半はんと呼ばれるものだ。車体も、屋根付きの荷台も暗あん褐かつ色しよくである。


    　着替えも半ばで玄関先に立った桜井は、眩まばゆいヘッドライトに顔をしかめた。


    「時間、予定より早くない？」


    〈楽団桜井〉は荷台に促される。


    　ミツオは荷台を覗のぞきこむ。迷彩服とヘルメット、そして自動小銃を携たずさえた者が八名、ミツオをじろ、と睨にらみ返した。〈楽団桜井〉は隅の席に座った。


    　霙がミツオに耳打ちして訊たずねる。


    「ミツオ、この方々は……」


    「自衛隊の人たち、みたいだね。このトラックも、自衛隊のものだろうと思うよ」


    　運転席と荷台の間には、小さいが扉とびらがあった。


    　発車するなり、扉が開く。


    　遠藤が姿を現した。


    「〈楽団桜井〉、休めたか？」


    　桜井は大きく、腕で「×」サインを出すが、ミツオと霙は頷うなずきを返している。


    　遠藤は満足そうに頷いた。


    「少々、予定を前倒しさせてもらった」


    「遠藤技官、状況が悪いんですか？」


    「悪い、うん、悪いな」


    　遠藤は自衛官たちをちら、と見た。


    「諏訪野が戻った。単身でな」


    「諏訪野指揮者が……ラビットは？」


    「問題はそれだ」


    　遠藤はそれ以上、説明をしなかった。


    　トラックはムーンパレス月型台に到着する。桜井がやれやれと下車しようとしたところ、自衛官たちに押しのけられた。彼らの行動は迅じん速そくで、ムダがない。


    〈楽団桜井〉はのそのそと、荷台から降り立った。


    　ミツオは、「うわ……」と息を飲む。


    　桜井は、「あららぁ」と声を裏返らせた。


    「風景が、やばくない？」


    　満月町の散々な姿を見ているミツオだが、ムーンパレス月型台はわけが違った。


    　建物は各所で倒とう壊かいしている。ただ、倒壊の原因は別の建物だ。


    　中学校の体育館に、半ば埋まっている建物は、警察署である。スーパーはマンションに押し潰つぶされていた。原形が何かわからないものもある。


    　五階建て以上の大型建造物が、最低でも四棟以上、折り重なった瓦礫がれきの山が見えた。


    「ひゃあ、警察署が中学校を襲ってるし……」


    「ミツオ、あれを」


    　霙は中央病院の看板を指差した。


    　消防車が病院の三階部分に突き刺さっている。


    「消防車が病院に駆けこもうとしたでありますか？」


    「さ、さぁ……」


    　低い震動があった。


    　ミツオは霙を見る。霙はミツオの顔を見上げていた。


    「戦闘中、でありますね？」


    「うん……」


    　遠藤が、自衛官によって助手席から抱き下ろされている。


    　強い震動があった。


    　遠藤はよろめきながらも、やって来る。


    「作戦指揮は桜井技官に任せる」


    「は？　いいんスか？　緊急時だし、てっきり遠藤技官が指揮をとるものと……」


    「私情を挟はさみたくない。楽団の指揮者の尻しり拭ぬぐいをするのは、責任者である技官の仕事だ。しかし私には、正しい判断を下せる自信がないのだ」


    「私情？　楽団の指揮者……って、諏訪野がどうかしたの？」


    「〈楽団桜井〉、諸君らに任務を告つげる」


    　遠藤は苦にが々にがしげに言った。


    「まずは、ラビットをどうにかして欲しい」


    「どうにか……？」


    「諏訪野は歌い手であるラビットを裸人魚化リンクダウンしてしまった……判断は、桜井に委ゆだねる」


    　以上だ、と遠藤は背を向ける。


    「誰か、諏訪野のいる場所へ案内してくれ。まず無事を確認したい」


    　バリケード封ふう鎖さされたムーンパレスの入り口付近に、テントがあった。


    　簡易の司令部のようである。遠藤は、「悪いな」と〈楽団桜井〉に背を向けた。


    　桜井も司令部へと足を向けた。指揮者に、一言を残す。


    「とりあえず、出撃してちょうだい」


    「とりあえず……って？」


    「指示は追って出すよ」


    　闇の向こうから轟ごう音おんと震動が響いてくる。


    　また車か建物が、事故を起こしたのか。


    　闇夜にもわかるほどの、巨大な土煙が上がっている。


    「霙、行こうか」


    「了りよう解かい、であります」


    　ミツオは霙の小指を、自分の小指でからめとった。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ムーンパレス月型台は、酸月に襲われる以前、ベッドタウンとして開発途中にあった。


    　だから建物はどれもが新しい。


    　古い小学校もあるが、近代的なデザインの歴史の浅い小学校が二つある。


    　周辺の家も、どれもが近代的な造りをしていた。庭との構成も考えられた設計だろうに、庭は手入れを忘れられ、どの家ももの悲しく見える。


    　更さら地ちが目立っていた。


    　これから次々と家が建ち並ぼうとしていた矢先に、酸月の複合種コンプレツクスに襲われたのである。


    　以来、無人の街だ。そして今は、戦場である。


    　二ブロック先で、交通事故を思わせる音が聞こえた。


    　急ブレーキかどうかはわからないが、タイヤの擦こすれる音が一瞬、それからドンッ、という衝突音がした。ミツオの腹の底を揺さぶる大きな音だった。


    （何が起こっているんだ？）


    　ミツオは霙を車道に待機させた。


    　また衝突音が聞こえて来る。


    　近い。


    　ミツオは周囲の民家をぐるりと見回した。三階建てで、屋上のある家を見つける。ミツオは門を開き、芝生しばふの庭を駆け抜けた。扉とびらに手をかける。カギはかかっていない。ミツオは扉を開け、土足で家に上がった。階段を探し、二階、三階へと走る。


    　屋上に上がる階段と、扉を見つけた。


    　ミツオは扉を蹴破って、屋上の手すりに取り付く。


    「なんだ……？」


    　目を凝こらしてみた。


    「ミツオ？」


    　車道から、霙が不安そうな視線を向けている。


    　辺りは閑かん静せいな住宅街だ。近くに大きな公園がある。公園の向こうで、土煙が上がっていた。


    　何かが公園から飛び出した。


    　白い。


    　それは小学校のグラウンドまで、疾走する。


    　速い。


    「怪物っ」


    　ミツオは怪物だ、と思った。


    　アクセサリ好きの怪物である。小さな金属片で構成された翼を持っていた。二翼を背負っている。よく見れば、飛ぶためのものではないとわかる。大型哺ほ乳にゆう類るいを飛ばすにはあまりにも短いものだ。それに材質は金属であるから、重量もありそうである。


    　ペンギンや鶏にわとりの羽に近い短い形状で、一目で、彼女が飛べないことはわかった。


    　あるいは、翼とはまったく別のモノにも見えた。


    「兎うさぎの耳……」


    　怪物は小学校のグラウンドを走る。


    　校舎は、階段状の造りをしていた。一階、二階、三階と、斜めに重なったデザインだ。


    　怪物は階段を上がるように、一階、二階、三階、屋上、と飛び越える。


    　そして給水塔に取り付くと、瞬またたく間まに登り詰める。　怪物は夜空に向かって咆ほう哮こうを上げた。


    　甲かん高だかい声である。


    　物悲しげで、控えめな、静まり返った夜でないと聞こえない叫びだった。


    　怪物はほぼ全ぜん裸らだ。


    　金属片が手足を覆おおっている。顔も半分覆われていた。


    　だからミツオは初め、気づかなかったのである。


    「ラビット！」


    　ミツオは愕がく然ぜんとする。


    　間違いない。怪物の正体は、〈楽団遠藤〉の歌い手、ラビットだった。


    （ラビットは酸月が生み出した複合種コンプレツクス。暴走してる……そして、あれが、本来の姿？）


    　ミツオはヤドカリと戦うつもりだった。


    　だが、ヤドカリの姿は確認できない。自動車、あるいは建物がラビットめがけて夜空を舞っていた。公園の傍そばにあった白いバンが、ミツオの視界の隅に入る。


    　ラビットのいる小学校の屋上までノーバウンドで届いた。ラビットは塔から飛び出して応戦する。ラビットは空中でバンの車体を蹴り返した。


    　バンはミツオのいる家の三軒隣となりの家の壁に突き刺さる。


    　すると、今度は、その家が宙に浮かび上がった。空中でバンが脱落し、霙の頭上を襲う。


    「い、家が飛んだ、でありますよ？」


    「霙、回避！　バンが降って来る！」


    「りょ、了りよう解かいっ」


    　霙は間かん一いつ髪ぱつ、ことなきを得た。


    　次々と、車や建物やらが空を舞う。ラビットに向かってまっすぐに飛んで行った。


    「ヤドカリは、車や家を投げるほどの怪かい力りきの持ち主……なのかな？」


    「ミツオ、指示を！」


    「あ、うんっ」


    　ミツオは再び車道に出た。


    　霙の背後には、アスファルトに半ば埋まった白いバンがある。ミツオは割れ砕けたガラスを踏み、思し案あんした。霙は待つ。ミツオは無線イヤホンを付け忘れていることに気づいた。


    　身に付けるなり、桜井の怒ど声せいが響く。


    『聞いてんのか、グズ！』


    　ミツオは顔をしかめ、桜井の指示に耳を傾けた。


    『ヤドカリと、裸人魚化リンクダウンしたラビットのガチバトルはまずい。人魚同士の殺し合いなんて、自衛隊にも止められない。満月町や三日月町に被害が出る前に、ラビットを止めろ』


    　言うは易やすしである。


    　ミツオは霙を見つめた。


    「霙、ラビットだ」


    「ラビット、でありますね」


    　ラビットと、姿の見えないヤドカリの戦いは勢いを増している。


    　ミツオと霙は同時に夜空を見上げた。何か、音がする。降って来る。


    「霙、こっちへ！」


    　ミツオは霙を連れ、家の中へ飛び込んだ。


    　直後、辺り一帯に大量のフライパンが降って来た。フライパンだけではない。茶碗などの食器や、調理器具が一面に降り注ぐ。


    　霙はミツオの腕の中で、感嘆の声を漏らした。


    「ほ、ホームセンターでも空を舞った、でありますか？」


    「霙」


    　ミツオは作戦を立てる。


    「霙、最高速度でラビットを追跡。そして僕のいる場所に誘導して欲しい」


    「ひとつ、不安な点が……」


    「何？」


    「自分がラビットの速度に追いつけるかどうか、でありますよ」


    「追いつけなくてもいい。なんとか、追われて欲しい」


    「お、追われるでありますか？」


    「そうやって、僕のもとへラビットを誘導するんだ」


    「ミツオのもとへ？　ミツオは指揮者。ラビットを相手にどうするでありますか？」


    「指揮者だから、調律するよ」


    　ミツオは霙の華きや奢しやな肩に手を置く。


    「ラビットの注意を僕が惹く。ラビットが僕の方を向いたら、僕は霙との接続を遮しや断だんする。できるだけ、霙が裸人魚化リンクダウンしてしまわないように気をつける。もしかしたら、上う手まく力を抑えられない状態で接続を切るかもしれないけれど……」


    「そうなれば、自分は、空の彼方かなたに消えるでありますね」


    「どうか、建物の中に避難をして欲しい」


    　霙は迷わなかった。


    　ミツオがこう言ったからだ。


    「必ず、あとで迎えに行くから」


    「たとえ死に別れようと、生まれ変わって、でありますか？」


    　霙は頰を赤らめる。


    　場違いな照れ笑いを浮かべる。だからミツオまで顔に血が上ってしまった。


    「い、行こっ」


    「了りよう解かい、でありますっ」
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    「きわめて速くヴイヴアーチエ！」


    　霙はミツオの指揮に反応し、一気に舞い上がった。


    　地面を蹴るなり十メートルほども、まさしく、舞い上がったのである。


    　空中で、頭が下に、つま先が月を向いた。霙は逆さまになって、目を凝こらす。


    　白夜黒夜ネガポジの瞳に、ラビットの姿がありありと映った。


    （ミツオ……）


    　霙はミツオに向かって手で小さく合図する。


    　サインを受け取ったミツオは、赤い糸を複雑に、だが巧たくみに操あやつってみせた。


    　霙のテンションを下げないまま、反転重力だけゆっくりと、セーブさせる。


    　凧たこを操る気分だった。


    （お願い、霙）


    　霙は公園に着地した。


    　マラソンコースである。


    　突然空から現れて進路を塞ふさいだ少女に、ラビットは急ブレーキで応じた。


    「ラビット……」


    　霙は身構え、ラビットの様子を窺うかがってみる。


    　考える必要はなかった。


    「く、来るでありますかっ」


    　ラビットは血走った目で、霙を追い始める。


    　霙は全速力で逃げ出した。霙は反転重力を使って、車道から住宅の屋根へ、屋根からまた車道へと逃げる。決して遅くはないが、ラビットは〈倍速脱だつ兎と〉の異い名みようを持っている。


    　暗闇に白い残像を残して、霙に迫る。


    「は、速い。いっそ……」


    　霙は、胸の内で闘争本能が鎌かま首くびをもたげるのを感じた。


    「いっそ、戦ってラビットを潰つぶすこともやぶさかでは……いけない、でありますっ」


    　霙は唇を嚙かみ、マンホールを蹴った。


    　霙に踏まれたマンホールの振動が収まらないうちに、ラビットがマンホールを踏みつけ、霙を追って行く。霙とラビットの距離は瞬またたく間まに詰まって行った。


    「霙っ！」


    　坂道を下りきった場所で、ミツオが叫んでいる。


    　ミツオは指揮棒タクトで赤い糸をからめとって、霙との接続を遮しや断だんした。


    　途と端たん、霙の動きが鈍にぶる。


    　目に見えて速度の落ちた霙の背を、ラビットが踏んだ。


    「ミ、ミツオっ！」


    　ラビットは標的を変えている。


    　血走った目に映る獲え物ものは、脆ぜい弱じやくそうな少年だった。


    　ミツオは身構える。


    「一般的に指揮者が人間だ、って覚えてるんだね。歌い手と戦うよりも、指揮者ぼくをヤる方が早い、って判断だ……ラビット、でも僕はただの指揮者じゃなくて、人魚でもあるんだ！」


    　ラビットとミツオの影が交こう錯さくした。


    　ラビットは勢い余ってスーパー裏手のダンボール箱の山に、頭から突っ込んだ。


    　ミツオはがくり、と膝ひざをつく。左腕と脇腹を、ずたずたに切り裂かれた。


    「僕まで人魚の力で暴走してなくてよかったね、ラビット……」


    　ミツオはよろめきながらも、笑みを浮かべる。


    　ダンボールを搔かき分けて現れたラビットは、左手の小指に光る糸を見つけた。


    　ラビットは煩わずらわしげにふり払おうとするも、赤い糸は纏まとわりついて離れない。


    「ラビット」


    　ミツオは指揮者然として、指揮棒タクトを構えた。


    「調律の時間だ」


    　ミツオは一瞬の交錯の隙すきに、ラビットと接続したのである。


    　ミツオとラビットの間に、赤い糸が漂ただよっていた。


    



    　　　　　　　◆


    



    「く、速っ……」


    　ミツオは防戦一方である。


    　ラビットは残像を見せて、闇を切り裂いて迫る。そのままミツオをも引き裂かんばかりに腕を伸ばして来た。ラビットの両手には、鋭えい利りな金属片が付着している。


    　ミツオの喉のど元もとに触れた。


    　ミツオの指揮棒タクトの先端が、ラビットのヘソの横に当たっている。


    「きっきっ」


    　ラビットは小さな悲鳴を上げて飛び退のいた。自身の速度が仇あだとなっている。


    　このくり返しである。


    「ミツオっ」


    「霙、建物か、なんでもいいから、天てん井じようのある場所へ！」


    　霙との接続は、上う手まく遮しや断だんできていなかった。


    　霙は言われるままに、何か摑つかまるものはと周囲を見回した。


    　霙の髪の毛が、衣服が、空に向かって浮かび始める。うかうかしていると、霙自身まで夜空に浮かんで、やがては空の彼方かなただ。


    　霙は、自動車を見つける。


    　パトカーだった。カギはかかっていない。車内に転がりこむと同時に、重力が反転した。


    　霙はパトカー内の天井に背中から、尻しり餅もちをつく。


    　それでも霙は、窓ガラスに顔を寄せた。


    「ミツオ……」


    　ミツオは一時間も、ラビットからの一撃必殺を避け続けていた。


    　肉体よりも、精神の疲労が濃い。


    　ラビットの刃物の付いた手は、必ず、ミツオの喉を狙ねらって伸びる。


    （も、もう喰らってもいいかな）


    　ミツオの意識は朦もう朧ろうとし始めていた。


    （僕は人魚だ。殺されても、次がある……喰らっても、いいかな？）


    　もういい、とミツオは思った。


    　ラビットの顔が眼前に迫る。ミツオの首の傍そばを、ラビットの腕が通り抜けた。


    　ラビットが笑った。


    　諦あきらめかけたが、ミツオの身体は一時間くり返した動作を覚えていた。


    　ラビットの腹部に指揮棒タクトが当たっている。


    「きっ、きっ」


    　悲鳴を上げて、ラビットは飛び退のいた。


    　ラビットがふらつく。


    「よ、よし……疲れて来たでしょ？」


    　そこからがまた、長かった。


    　ミツオは諦あきらめなかった。ラビットは疲労で動きが鈍にぶり始める。にわかに、充血していた目がもとに戻り始めていた。しかし、ミツオの不安は別にもできている。


    （もう二時間近い。なのに、ヤドカリの攻撃は、どうしてやんだんだ？）


    　ミツオは他よ所そ見みした。


    　ラビットが、今までで一番速い飛びこみを見せる。


    「しまっ……」


    　ラビットの手が首に触れた。


    　ミツオは目を閉じる。キンッ、と金属音がした。足元で空むなしい音を響かせる。


    　ミツオは目を開き、見た。


    　ラビットの体から、金属片が脱落していく。「ザネ……」と呟つぶやいて倒れるラビットを、ミツオは抱き留めた。根こん競くらべに、勝ったのである。背中の翼も地面に落ちた。


    　ラビットは指揮者に抵抗する体力を失い、ついに服従したのだ。


    「ザネ……どうして、オマエが？」


    「助けに来た。諏訪野サンの代わりにね」


    「諏訪野は？」


    「だいじょうぶ、無事だよ」


    　ラビットは涙を流した。


    「よかった。もう、指揮者に死んで欲しくないんだ……」


    「うん」


    　ラビットはまた目を赤く腫はらすかもしれない。


    　ミツオの左耳のイヤホンの向こうで、桜井ががなっている。


    『ザネっ、どうなった？　ラビットの調律、ムリなら、殺せ！　殺せぇ！』


    　物ぶつ騒そうな指示に、ラビットの涙は涸かれた。


    「ザネ、戦いは？　ヤドカリはどうなったんだ？」


    「あ、そうだ……」


    　おや？　とミツオは首をかしげる。


    　霙が避難したはずのパトカーが、いつの間にか消えていた。


    「ヘンだな。僕は霙に、建物か何かの中に避難して、って言ったんだ。霙はそこにあったパトカーの中に避難してた」


    「そいつは、まずい……」


    　ラビットはミツオの腕の中から這はい出ようとする。


    　だが、途中で力尽きた。


    「まずい。建物や、自動車……ヤツは……何にでも……」


    「ラビット？　ラビット！」


    　ラビットは意識を失った。


    　霙を乗せたパトカーは消えていた。ヤドカリの姿はない。


    　月の細い夜だった。

  


  
    



    　　　　　　　５．「絶対零度のバービードール」


    



    　夜が明ける。


    　ムーンパレスと満まん月げつ町との境界は、バリケードで封ふう鎖さされていた。


    　ミツオがラビットを連れて戻った時、バリケードはパトカーによって突破されていた。だが、パトカーが走り出す気配はもうない。


    　そもそもエンジンがかかった様子はないし、もともと、タイヤは三つも失っている。


    　ならば、どうやって走ったというのか。


    （飛んだの……かな？）


    　いずれにせよもう二度と、走ることも飛ぶこともなくなる。


    「撃てぇ！」


    　合図の声に呼こ応おうして、四方から銃撃が始まった。


    　十数人の自衛官たちが自動小銃を乱射する。パトカーはたちまち蜂はちの巣すのように穴が開いた。一いつ斉せい射撃は十数秒続き、やはり一斉にやむ。


    　ミツオの聴覚は麻ま痺ひしている。


    　なかなか音が戻って来ない。


    　トドメとばかりに、ひとりの自衛官がひと抱えもある長い銃を持ち出した。


    　対戦車砲の類たぐいだ。撃った、直後、パトカーは垂直に三メートルほど跳はねたのである。


    　そしてボンネットから地面に落ちた。次第に、ミツオの聴力が回復して来る。


    「だ、ダメだ……」


    　最初に聞こえたのは、震える自分の声だった。


    　ミツオはラビットの身体を丁てい寧ねいに横たえる。ミツオの疲労も色濃い。


    　千ち鳥どり足あしで、Do-orドアの職員たちを搔かき分けた。屈強な自衛官たちを押し退のける。


    「霙みぞれが乗ってるのに……霙が乗ってるのに！」


    　ミツオは自衛官に押し返された。


    　ミツオは尻しり餅もちをつく。パトカーの車体がゆっくりと倒れた。


    　自衛官たちは構えを解かない。


    　扉とびらが開く。車内から伸びた白い手が、ルーフを摑つかむ。


    　包囲の輪はにわかに広がった。


    　現れた短髪の少女の姿に、誰ともなく短く悲鳴を上げる。


    　ヤドカリだ。


    　ヤドカリは額ひたいから血を流しているものの、口元に笑みを貼りつけている。無防備、ではない。車内奥から霙を連れ出し、羽は交がい締めにする。


    「み、ミツオっ」


    「霙！」


    　ミツオは今度こそ自衛官を押し退け、前へ出た。


    　ヤドカリは霙を盾たてに後退する。


    　ミツオたちをムーンパレスまで運んだ大型トラックの荷台へ、霙を連れて上がった。


    　自衛官たちは息巻いた。


    「バカめ、袋ふくろの鼠ねずみだぞ！」


    「投とう降こうしろ。人魚とて、銃弾をまともに喰らえば一度は死ぬはずだ！」


    　Do-orドアの技官たちも投降を呼びかける。


    「戦闘能力を奪った後に、赤い糸を結ぶ！」


    「悪いようにはしない。投降しろ！」


    　ヤドカリの姿が、荷台の屋根の作る陰に隠れた。


    　霙も陰の中へと、ヤドカリによって引きずりこまれる。


    「ミツオ、来てはいけないでありますっ」


    「霙……？」


    「みんな、車両から離れるでありますっ。すぐに、離れて！」


    　霙の姿も陰に隠れた。


    　次の瞬間である。大型車両が、ガクン、と揺れた。


    　荷台の壁を突き破って何かが伸びる。


    　黒い。昆虫の肢に似ていた。節ふしくれだった肢である。八本の太い肢は、車体を持ち上げ、立ち上がった。ぐる、と車両が向きを変える。


    　フロントガラスの向こうに赤い光がひとつ、ふたつ……八つ、月明かりに光る目だった。


    「や、ヤドカリみたいにっ。車両を、鎧よろいみたいに、着るのか？」


    　自衛官たちは怪物の威圧感におよび腰である。


    　Do-orドアの技官も呆ぼう然ぜんとしていた。自衛官のひとりが発砲する。釣られて数名が自動小銃の引き金を引いた。しかし、ヤドカリが着こんだ車両は特殊装甲である。


    　銃弾は弾はじかれ、火花を散らすだけだ。


    「ザネ……」


    　ラビットが半身を起こそうとしている。


    　ミツオはラビットのもとへしゃがみこみ、ラビットに肩を貸した。


    「ラビット、あの人魚は？」


    「ヤツはヤドカリだ。入り口のあるものならなんでも、着こなしてしまうんだ」


    「なんでも？」


    「あぁ、昔の軍人は軍服に身体を合わせろ、って言われたらしいけど。ヤツは、纏まとうモノのサイズに自分のサイズを合わせて、巨大化することもできるんだ」


    「建物を投げつけるほどの怪かい力りきじゃなくて……」


    「建物や車両を鎧として着こむ、ヤドカリだ」


    　ヤドカリが攻撃を始める。


    　攻撃だろうか。それとも、ただの移動かもしれない。ヤドカリの突進に、自衛官たちは一目散に逃げ始めた。無力だった。ヤドカリの一歩に、自衛官が踏み潰つぶされる。


    　勝ち誇ったように雄お叫たけびを上げるヤドカリを見上げ、ミツオは、「ムリだ」と呻うめいた。


    　先ほどの対戦車砲が火を噴くも、逆効果だ。


    　プチ、と何かが破裂する音がする。


    　ひとつやふたつではなく、無数にだ。それらはヤドカリの体内から聞こえる。


    「待て、撃つな。撃つな。様子が変だ！」


    　自衛隊の司令官が、身を挺ていして味方の発砲を止めた。


    　彼の背中に、何かが降る。掌てのひら大の、巨大蜘蛛だ。ヒトヤドリグモは司令官の皮ひ膚ふを喰い、潜る。降って来たのは一匹に留とどまらない。


    　ヤドカリの腹部から、無数のヒトヤドリグモが排出され、雨のように降った。


    　司令官は瞬またたく間まに呑みこまれる。


    　数百匹のヤドリグモが司令官に寄き生せいしようと殺到し、歪いびつな怪物に変えた。


    「あ、材料アシメだ。腕がやばい……リーチが長すぎる」


    　桜さくら井いは全長五メートルにも及ぼうという怪物を目にして、腰を抜かした。


    　巨大材料アシメの射程の長さは、一匹に寄き生せいされた材料アシメの比ではない。背丈の三倍はあるその腕は、もはや虫と言うよりもアナコンダのようにうねっていた。


    　そしてさらにヤドカリは、ヒトヤドリグモを撒まき散らしながら満月町の方向へと直進を続ける。


    「まずい……まずい。ヤドカリは単体で町を喰らってしまう！」


    　ラビットはミツオに小指を差し出した。


    「ザネ、接続だ。アタシを使って、ヤツをもう一度、ムーンパレスに閉じこめる」


    「そんなこと、ムチャだ！」


    　ミツオが言うまでもなく、体力の限界にあるラビットは倒れこんでしまう。


    　ミツオはラビットを再び横たえた。


    　遠えん藤どうと桜井が駆けて来る。


    「まずい。まずいっ。満月町が襲われる！」


    　冷静な遠藤が取り乱して叫んだ。


    　桜井も眉み間けんに皺しわを寄せている。


    「どうする？　どうすりゃいい？　誰が止める？」


    　ヤドカリは満月町へ辿たどり着き、住民たちを材料アシメに変えるに違いない。


    　満月町は彷徨さまよい市化される。


    　森もり実ざね由ゆ希きや肥ひ後ごが守った町だ。六十年間、酸さん月げつの脅きよう威いにさらされた町である。


    　多くの人々が、命を賭として守り抜いた町なのだ。その町へと、新しん月げつ町を合併した、〈彷徨市〉と呼ばれる女帝の都市シテイ部品ユニツトヤドカリが、満月町に向かって突進して行く。


    　ミツオは頭を抱えた。


    「遠藤技官、戦える楽団は？」


    「ない……歌い手も、もういない！」


    「そんな……」


    「今動ける歌い手は、真ま名な川がわ霙だけだった。真名川はどこだ！　どこにいる！」


    　遠藤は我が目で見たものを、信じたくないのだ。


    「私が行く。あのヤドカリから真名川を救い出し、操あやつって戦う！」


    「よせよ、遠藤サン」


    　桜井は遠藤を羽は交がい締めにする。


    「そんなちっこい身体で、何ができる」


    「肥後がやったように、私の能力を使え。ザネを成長させたチカラを使えば、ヤツを老いさせて殺せるやもしれん。ザネ。私を操れ、私を使ってヤドカリを葬ほうむれ！」


    「遠藤サン、ちょっと落ち着けよ」


    「ザネ、早く私と接続しろ！」


    「遠藤サンっ」


    　遠藤は桜井をふり払ったが、次の瞬間、桜井に頰を張られた。


    　一瞬、怯ひるんだ遠藤だったが、なおも抵抗しようとする。


    　桜井は二発目を叩きこんだ。


    「遠藤サン、ザネの顔を見ろ。ムリだ、って顔してんだろ」


    　ミツオは俯うつむく。


    　遠藤の幼い体では、人魚の力の解放に耐えられない。それは遠藤自身もわかっているはずだった。普段から大人びた言動の遠藤であるが、涙を流し始める。


    　幼い子どもそのものだ。


    　地面にひれ伏し、だだっ子のように、「ワーン」と声を上げて泣いていた。


    「どれだけ多くの人間が、月型郡を守ろうとしたと思っている。どれだけの思いが、今日まで月つき型がた郡を存続させたと思っているっ。由希も肥後も死んだ。夢多きものも、才能豊かなものも、すべて犠ぎ牲せいにして戦ってきた。そうして守った町なのだ。オマエたちに何がわかる。昨日今日生まれたようなオマエたちに、わかるものか！」


    　ミツオは自分の左手を見つめた。


    「僕も、歌い手だ……」


    　桜井はハッとする。


    　しかし、遠藤がひれ伏したまま顔を上げない。


    　ミツオも浮かない表情だ。


    　桜井の口調は重い。


    「遠藤サンが歌い手としてのザネを指揮者する……それじゃ、ダメなの？」


    「今の遠藤技官は指揮棒タクトを振って戦えるだけの年齢でもない。それに、僕は指揮者をしてる。自分の指揮には、僕、反応してないでしょ？」


    「あぁ、そういえばそうだな」


    「調律し過ぎてる状態なんだよ。抑えこみ過ぎてる。上う手まい指揮者がいたとしても、僕の指揮にはてこずると思うよ。歌い手としては使えない状態だ。僕は指揮棒タクトに反応しないもの」


    　現状として、月型郡で戦える状態にある指揮者はミツオだけである。


    　戦闘可能な歌い手の数は零ゼロだ。


    「歌い手でない人魚なら、ひとり、あてがある。僕は知っている」


    　ミツオは呟つぶやく。


    　桜井は、「誰だ？」と訊たずねて、驚く。


    　ミツオは歯を食い縛って、怒りを抑えようとしていた。


    「どうして菜な々なの赤い糸を解いたんだ。こんな時に、貴重な歌い手の……」


    　ほかにあてはない、とミツオは思った。


    　赤い糸で結ばれていない人魚を操あやつる。それは、鞍くらを置かないで裸はだか馬うまに跨またがるようなものかもしれない。ミツオ自身、試ためしたことがないからわからない。


    　けれども、菜々とならばできる気がした。


    「ほかに望みはない。僕は行きますっ」


    「おし、頼むぞ、ザネ」


    　桜井は泣きじゃくる遠藤を抱き上げる。


    　子どもをあやすようにだ。駆け出そうとするミツオの袖そでを摑つかむものがあった。


    　桜井に抱かれた遠藤である。


    「ザネ……」


    　泣き腫はらした遠藤の顔には、「それもダメだ」と書いてあるかのようだった。


    　行ってはならない、と言うように唇が動く。


    「遠藤技官……」


    　ラビットが力ない声で呼んだ。


    　寝そべったまま、抑よく揚ようのない声で言う。


    「ほかに方法はないよ」


    　ラビットの言葉に、遠藤は項うな垂だれた。そして袖を握った手を離した。


    　遠藤がミツオを送り出すために、相応ふさわしくない言葉を使う。


    「許せ……」


    　ミツオは驚いた。


    　ミツオをひどく不安にさせる言葉は、この時、ほかになかった。


    　なぜ、「許せ」なのか。ミツオは嫌いやな予感に背を押されて駆け出した。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオは防ぼう波は堤てい沿いの海岸線を、必死で走った。


    　止まるわけにはいかなかった。ミツオの右手方向には、満月町が見える。街灯の明かりや、深夜の町を走る車のヘッドライトが見えていた。ムーンパレス月型台の方向から、闇が、満月町を浸しん食しよくし始めている。明かりがひとつ、またひとつと消えていく。


    （満月町で、住民の材料アシメ化……彷徨市化が始まっているんだ……）


    　菜々はどこか。


    　ミツオは迷うことはなかった。家しかない。菜々と由希と三人で、十年を過ごした森実家である。確信だった。懐かしい家が見えた。坂道を下る弾はずみで、「菜々……」と自然に声が漏れる。家に明かりは見えない。ミツオの胸が不安で騒ぎ始める。


    　単身で彷徨市に乗りこんだ菜々の気持ちが初めてわかった。


    　霙が、「孤独」を嫌う理由も、少しわかった気がする。


    　もしそこにいるべきひとがいなかったら、どうすればいいだろうか。


    　いつだっていてくれた場所に、当たり前のようにいてくれたことに、いったいどのくらい甘えていたのかを、思い知ったのである。


    （孤独が当たり前なんだ……）


    　誰かと一緒にいるということは、一緒にいるための「何か」が必要なのである。


    　何があればいいだろうか。


    　想いか。


    　絆きずなか。


    　ミツオは両手を握る。ふたつの手は何のためにあるのかを、思い知った気になった。


    「菜々っ！」


    　ミツオは玄関に飛びこむ。


    　菜々の靴を見つけても、まだ安心はできない。肩で息をしながら階段を上る。ノックもせずに菜々の部屋の扉とびらをガチャ、と開けた。ミツオの目に、菜々の白く華きや奢しやな背中が飛びこんで来る。菜々は黒いワンピースのファスナーと悪戦苦闘しているところだった。


    「ザネ……」


    　いた、とミツオは安あん堵どしてへたりこむ。


    　いてくれて嬉うれしくて、伝えたい言葉が多いばかりに、言葉に詰まった。


    　菜々は淡たん々たんとしたものである。


    「あたし、もう一時間近くもコレと格闘してるの」


    「ど……どこ行くの、こんな時間に？」


    　ミツオは間ま抜ぬけな質問をする。


    　菜々はクス、と微笑ほほえんだ。


    「どこでもいいでしょ、ね、ファスナーを上げてよ」


    　すぐには、菜々の肩に触れられなかった。


    　肩の肉が削そげ落ちているように感じた。かなり体重が落ちている。だがひどく[image: ]やせた、という印象はない。ぎりぎりまで減量して研とぎ澄すました身体、とミツオの目には映った。


    　ミツオは慎しん重ちように、菜々のファスナーを上げる。


    　菜々は、「あ……」と熱っぽい声を漏らした。


    「ありがと」


    　ミツオは驚く。


    　菜々はお礼など言わない。菜々にとってはこんなこと、当たり前のことなのである。


    　むしろいつもならば、要領の悪いミツオを責める場面だ。


    　菜々は着替えを完了させると、ミツオを置いて室内をあとにする。


    「菜々、どこ行くの。たいへんなんだ」


    　ミツオは無意識に、菜々の腕を摑つかんでいた。


    「たいへんなんだよ、町が……」


    「ザネ、あたしがどこ行くか聞いたりしていいの？」


    「ど……どういうこと？」


    「ザネが行って欲しくない場所だったなら、引き止めてくれるの？」


    「どういう意味だよ」


    「あたしが行きたくない、って言えば、一緒にいてくれる？」


    　ミツオは返事に窮きゆうする。


    「冗じよう談だんよ」


    　菜々の目が優しく笑った。


    　胸騒ぎというより、直感が告げる。背を向けた菜々を、ミツオは後ろから抱きすくめた。


    「ちょ、ザネ……何？」


    「行かせたら、ダメだと思う。もう会えなくなる、そんな気がするっ」


    「放してっ」


    　菜々は怒ったようにミツオをふり払った。


    　菜々は部屋を出て階段を降りて行く。


    　取り残された部屋で、ミツオはあるモノを見つけた。菜々が脱いだ服だ。彷徨さまよい高校の制服である。さっきまで身に着けていたであろう制服は、ずたずたに破れていた。


    「出かけるつもりじゃ、なかったんだ……」


    　菜々は帰宅したところなのである。


    　戦闘をして来たところだったのだ。ミツオは慌あわてて菜々を追いかける。


    　菜々は意地になったのか、出かけようとしていた。裸足はだしのまま玄関から出て行く。


    　ミツオも裸足のまま菜々の背中を追いかけた。


    　ミツオはアスファルトを温かく感じた。彷徨市にされてしまった新月町は、夏の気温である。明け方近い時間だというのに、二十度はありそうだ。


    　菜々は砂浜に降りて行く。


    　ヤドカリによって海岸にされた場所だ。新月町だった頃は、公園だった場所である。


    　ミツオは菜々を追って砂浜に降りた。


    「あ…………」


    　そして、絶句する。


    　菜々が戦っていた場所は、この砂浜のようだ。砂はウソのように冷たい。氷の粒が足に纏まとわりついてくるみたいだった。波なみ打うち際ぎわに、氷の塊かたまりがある。


    　ミツオは菜々を追い越して、波打ち際に座りこんだ。


    「肥後サン……」


    　拘こう束そく服と鎖くさりに束そく縛ばくされた、一つ目の怪物が、氷柱に閉じこめられている。


    　ミツオは肥後と呼ぶが、もはやそれはＡＳアズと命名された怪物でしかない。氷に閉じこめられた一つ目の怪物は、物言わずに、波にさらされている。


    　菜々はミツオたちが去った後も、ＡＳアズと戦いを続けたようだ。


    　ミツオたちが彷徨さまよい市を脱出した後である。フィルのフォークによって一度は死んだＡＳアズであるが、高速で蘇よみがえろうとしていた。しかし、菜々の絶対零れい度どによって関節部位が凍とう結けつし、しばらくは動けなかったはずである。やがて力を取り戻したＡＳアズは氷を砕き、再び動き出した。そして菜々との戦いを始めたに違いない。戦場を彷徨高校から海岸へと移したところで、菜々はＡＳアズを氷の柱に閉じこめたのである。


    「あたしもう、うんざりよ」


    　菜々は笑顔を浮かべるけれど、口調には一切の温かみがなかった。


    「由希の時だって、結局はあたしがやったのよね。あたしがこの手で、こうやって、肥後サンのことを殺したの。由希の時と同じようにね」


    「菜々、それは違うよ。それは違う。もう肥後サンじゃなくて……ＡＳアズだったんだ」
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    　ＡＳアズとの戦いを終え、菜々はひと息をついただろうか。


    　ずたずたになった衣服を着替えるために家へ入った。菜々がファスナーと格闘していたのは、戦いによる疲労が過ぎたせいかもしれない。


    　だが菜々は、そんな素振りは見せなかった。


    「ザネ、ＡＳアズはしばらくしたらまた動き出すよ。氷柱に閉じこめても、二時間もあれば怪物ＡＳアズの復活ってことよ。復活が早いの。体力も、無む尽じん蔵ぞう……」


    　ミツオはＡＳアズを閉じこめた氷に触れる。


    　泣くな、と思った。いや、泣け、と思い直す。


    　どんな姿になろうとも、ミツオにとってソレは肥後だった。普段はくだらないことばかり言うただのオヤジにしか見えないのに、指揮者として前線に立つと変わる。


    　誰よりも頼りになる存在だった。


    　恐るべき不死者である人魚を相手に、ただの人間が戦うということ……すべての指揮者にとって、肥後は憧あこがれであり誇りであったはずである。


    『ザネ』


    　ミツオの脳のう裏りに蘇よみがえる記憶があった。


    　月型郡の集会で顔を合わせた時のことである。カタチ通りの集会だった。ミツオはぞろぞろと退席して行く一団に交じって、肥後に挨あい拶さつして去ろうとした。


    　いつも通りに、「失礼します」と言ったのである。


    　あるいは、慣れきった挨拶のためにおざなりに言ってしまったかもしれない。


    『ザネ、やり直せ』


    『え？』


    『挨拶はちゃんとしろ』


    　ずいぶんと堅苦しいことを言うものだと思った。


    　肩をすくめるミツオに、肥後は言った。


    『昔のことをちょっと思い出したんだ。今のザネみたいに、ちゃース、って挨拶して去った若手がいた。ものの三分後のことだ。そいつは担たん架かに乗せられて戻って来た。血まみれで、顔も定かじゃなかったけどな』


    　歌い手の突然の暴走のために、その指揮者はそのまま帰らぬ人となったのだ。


    『オレたちが相手にしてるのは、人魚なんだよ。今の挨拶が最後になるかもしれない。オマエさん、それでいいか？　今の挨拶が、最後の挨拶でいいのかい？』


    　この話は後に、由希が補足している。


    『あれは肥後サンのことだ。肥後サンが若かった頃の話だよ。あたしも何度もあの話を聞かされた。肥後サンが何気なく挨拶して別れた先輩指揮者が、事故で死んだ。以来、肥後サンは誰と別れる時も、今こん生じようの別れになるかもしれない、って思うようになったんだと。まぁ、あれだ。最後の別れになっても後悔しないように、精一杯生きろ、ってことかな。ひとに対しては、精一杯の想いで接しろっていう、基本の話さ』


    　ミツオは後悔ばかりだった。


    「僕がもっと上う手まくやれてれば……僕がもっと強ければ……」


    　ミツオは砂を握る。


    　今度は逆に、恨うらみ言ごとを言った。


    「肥後サンは、誰より上手い指揮者だったのにさ……肥後サンが身をもって示すことなんてない。人魚が危険なことはわかってる……肥後サンのくせに、あっけなさ過ぎるよ……」


    「泣くのね？」


    　菜々はミツオの震える背に、ため息をつく。


    　ミツオは涙を隠そうともしなかった。


    「これが最後にする」


    「最後？」


    「もう二度と泣かない。だから菜々、お願いだ。力を貸して欲しいんだ」


    「いいよ」


    　菜々は即答する。


    「なんだってしてあげる」


    　ミツオは首を振った。


    「ねぇ、もういいかげんにしてよ。菜々が何考えてるのかわからないよ」


    「どうして？　協力してあげる、って言ってるの。喜べば？」


    「菜々はそんな素直な子じゃないだろ！」


    「素直になっちゃ悪い？」


    「ウソだ！」


    　ミツオは摑つかんだ砂を投げつけようとした。


    　幼い頃ならやっていたかもしれない。


    「菜々……思ってること、言いなよ」


    　砂は、音も立てずにミツオの手の中から零こぼれ落ちていく。


    　東の空が白しらみ始めていた。


    「僕は救いようのないグズだよ。由希の時も、肥後サンのことだって、同じだ。僕は、菜々に辛つらい思いを押しつけてばかりだ」


    　林の方で、蟬せみが鳴き始める。


    　瞬またたく間まに合唱となり、透すき通った歌声が砂浜に届けられる。


    　朝日に、菜々の髪の毛は輝いて見えた。


    「ザネ……十年前、あたしたちが出会った海岸を覚えてる？」


    「この海岸にそっくりだった」


    「あたしとザネが由希に保護された場所も、彷徨市だったの。この新月町みたいに、都市シテイ部品ユニツトに襲われて彷徨市化された街だった」


    　彷徨市が朝日に照らし出される。


    　アスファルトとコンクリートに占領され、新月町の原形を留とどめていない風景だ。見ていられないから、ミツオは視線を満月町の方向へ向ける。そこも変わらなかった。


    　今まさに、満月町は材料アシメたちによって彷徨市化しつつある。趣おもむきある木造住宅を押し退のけ、立派なビルが生え出した。マンションは商店街のアーケードを破って立つ。


    「知られたくなかったの」


    　菜々は波なみ打うち際ぎわに立った。


    　ワンピースの裾すそが波に濡れる。菜々の細い脚の周辺に、不思議なことに、飛ひ沫まつが上がっていた。菜々に触れた波の一部は、弾はじかれたようにはねる。


    　はねた飛沫は凍って落ちた。


    　ミツオの吐く息は白い。


    　林では蟬せみが鳴いているというのに、菜々を中心に気温がぐんぐん下がっている。


    「ザネ、あたしは雪むすめなのよ」


    「どういうこと？」


    「最後には、溶けて消えてしまうんだ」


    「どうして溶けて消えてしまうの？　雪むすめは、焚たき火のせいだけど……」


    　朝日は菜々の微笑ほほえみを照らし出した。


    　朝日が菜々を溶かしてしまうというのなら、夜よ明けるな、とミツオは思った。


    「溶けて消えるなんて言わないでよ。僕が、そんなことさせない」


    「ザネは……あたしのこと、どう思ってるの？」


    「消えて欲しくない。だって、ずっと一緒だったんだ。いつも傍そばに菜々がいてくれた。菜々がいない世界なんて想像できない」


    「でも消えるのよ」


    「やめてよ。菜々が消える理由なんてない。そんなこと、誰にもやらせるもんか」


    　菜々の髪の毛は朝日を浴びて、きらきらと輝いて見える。


    　月型郡のDo-orドア関係者たちは菜々のことを、「絶対零れい度どのバービードール」と呼んだ。長い手足の動きはしなやかである。ややもすると冷たい印象を与えがちな横顔だ。


    「絶対零度、冷れい徹てつ、お人形……寂しい呼び名ばかりだったなぁ」


    　けれどミツオは知っている。


    「菜々は普通の女の子だよ」


    「そう？」


    「でもしょうがないね」


    「うん？」


    「誰より綺き麗れいな人魚だ」


    　菜々は肩をすくめる。


    「うん、それはしょうがないね」


    　ミツオは気温の変化に気づいた。


    　菜々が発する冷気は強烈なものではなくなっている。元新月町の高温──桜の花びらを、ミツオの死んだ間に散らし、葉桜に変え、蟬せみを鳴かせていた──そんな異常気象に、菜々の冷気が適度に働きつつある。


    　十五度から十七度の間くらいだろうか。


    「街が、正常な気温になっていく……？」


    　言葉を詰まらせるミツオの耳に、水音が届く。


    　見ると、菜々は波なみ打うち際ぎわに座りこんでしまっていた。


    「菜々っ」


    「平気……」


    　菜々はゆっくりと時間をかけて立ち上がる。


    　それから息をつく。力なく波を蹴って、ミツオのもとへと歩む。


    「あたしは、彷徨市で生まれた人魚よ」


    　ミツオは二度、瞬まばたきした。


    「まさか……」


    「女帝によって作り出された、温度サーモス調整タットを担当する都市シテイ部品ユニツトなの。あたしが都市部品シテイユニツトになりさえすれば、フィルたちはこれ以上、数百、数千の人の命を必要としなくなる」


    　Do-orドアが菜々を見放した理由だった。


    　Do-orドアの上層部は、月型郡を襲った人魚が女帝の人魚であると知ると、すぐに、菜々を招しよう聘へいしている。菜々はかつて、森実由希によって彷徨市の都市シテイ部品ユニツトだったところを保護され、調律され、Do-orドアの歌い手として活動していた。


    　Do-orドアは月型郡を襲った彷徨市が完成しないように、菜々を利用したのである。


    　彷徨市が何も知らずに菜々を都市シテイ部品ユニツトとして取りこめば、菜々の身体に刻みこんだ、〈罠わな〉が発動する。菜々の身体に仕込まれたウィルスが、彷徨市全体を崩ほう壊かいさせるのだ。


    　残念ながらその場合、菜々という都市シテイ部品ユニツトもウィルスによって死し滅めつする。


    　Do-orドアにしてみれば、彷徨市を撃退する最良の策だ。たったひとりの歌い手を失うだけで彷徨市の脅きよう威いが去る。Do-orドアの行動は早かった。


    　新月町が襲われたその日の夜に、菜々を見放しているのである。


    「Do-orドアは私に罠を仕掛けた。あたしが彷徨市に都市シテイ部品ユニツトとして戻れば、この戦いは終わる。あたしに拒否権はない。Do-orドアはあたしを束そく縛ばくしている赤い糸を解除した。この時点であたしは都市シテイ部品ユニツト。次の新月までにいずれかの彷徨市の一部となって、女帝にエネルギーを貰もらわなければならない。充電しないと、エネルギーが尽きるまで放出され、消えてしまうの」


    　菜々は右の袖そでをまくる。


    　肩口に、やはりマトリックス方式の二次元コードが刻まれていた。


    「あたしが都市シテイ部品ユニツトとして取りこまれれば、その彷徨市は、完成と同時に崩れる」


    「菜々を、その……爆弾みたいに使うっていうの？　菜々のことを彷徨市に投げ入れる。菜々を取りこんだ彷徨市は、菜々に隠されたウィルスによって崩ほう壊かいする……そんなことして、菜々は無事で済まないんでしょ？　彷徨市の一部になって、その彷徨市が崩れれば……」


    「あたしは二度と蘇よみがえることもない」


    「ダメだっ。Do-orドアの言いなりになってはいけない。都市シテイ部品ユニツトに戻っちゃダメだ」


    「戻らなければ、あたしは、溶けて消えちゃうの。赤い糸で力が抑えられないとね。エネルギーが底を尽くまで、あたしは冷気を発し続けて、最後には消えてなくなる」


    「そんな……」


    「由希が結んでくれた赤い糸のおかげで、あたしは、たくさんの新月の夜をやり過ごせた。生きるために力を備えて、毎日を、普通の女の子みたいに生きることができた」


    　海の向こうから風が訪れた。


    　春の温度であるのに、ミツオはぶる、と震える。


    　菜々は首を振って、穏やかな表情だ。


    「もともとあたしは彷徨市を構成する都市シテイ部品ユニツトでしかなかった。彷徨市が完成するとね、世界中にある彷徨市と繫つながるんだよ。途切れたままの線路も、彷徨市間で連れん結けつされる。由希は彷徨市から別の彷徨市へと渡り歩いていた。世界の至る箇か所しよで、町を呑みこみ、住民を材料アシメや都市シテイ部品ユニツトに変えて存在していた彷徨市を解体していた。Do-orドアの特別選別チームである〈都市解体〉班にいたの。そうして、都市シテイ部品ユニツトだったあたしをある彷徨市から取りはずして、調律して、こうして自由に生きられるようにしてくれていたんだ。その上、都市解体のチームを抜けて、十年も、あたしのことを調律してくれたんだ」


    　満月町の方向から耳みみ障ざわりな叫び声が届いた。


    　大型車両を鎧よろいとして着こんだヤドカリは、三日月町まで彷徨市に変えようと、小高い丘の中ちゆう腹ふくまで登っていた。ヤドカリは三日月高校の校舎に取り付いている。


    　ヤドカリは校舎の外壁を崩しながら屋上に登った。


    　元新月町の方向を睨にらみ、革が軋きしむような奇声を上げている。


    　ミツオたちのいる彷徨市に起こりつつある異変に気づいているのだ。


    　その異変とは、温度サーモス調整タットが都市シテイ部品ユニツトとして機能し始めたことによって起こっている。


    　バービーはミツオの目の前で、都市シテイ部品ユニツト化しつつあるのだ。


    　見た目には変わらない。


    　しかし、正常な気温に回復するなり、元新月町は変異しつつある。


    　マンションが、ビルが、倒とう壊かいを始めていた。


    「な、何……？」


    　ミツオの目は怯おびえによって見開かれる。


    　しかしすぐに、瞳に宿った怯えの影は、歓喜の光に変わった。


    　倒壊したビルの下には、新月町の町並みがあった。材料アシメにされた人々が倒れている。死んではいない。眠っているだけだ。


    　ミツオは頷うなずく。


    「効いてる。菜々の腕に刻まれたコードは、彷徨市を解体して、もとの姿に戻すんだ」


    「でもこの彷徨市は完成したということよ。彷徨市同士は、お互いに連れん結けつしてるから……」


    「な、何？」


    　ミツオは満月町をふり返る。


    　ヤドカリの巨体が、校舎を踏み崩して跳ちよう躍やくした。彷徨市に張り巡らされた高速道路の端に差しかかると、ふっ、と姿が消える。


    「ど、どこへ消えた？」


    　ヤドカリの存在は、震動と轟ごう音おんによって知らされた。


    　ミツオの背後である。


    　新月町に戻りつつある町並みを押し潰つぶし、ヤドカリが着地した。


    　ヤドカリは元新月町の、途切れた高速道路の端から現れたのである。


    「ワープして来た？」


    「繫つながってるの。道路や線路は、他の彷徨市とね」


    　ミツオに向かって、ヤドリグモが迫っていた。


    　ミツオはハッとする。


    「菜々、ダメだ。彷徨市の都市シテイ部品ユニツトになってはいけない。最後には菜々が死んでしまうっ」


    「他に、方法がある？」


    「何の方法のことだよっ？　菜々を救う方法？　町を救う方法？」


    「町はあたしが死ねば、助かるよ」


    「町を守るために、犠ぎ牲せいになるって言うの？　人間のために？　菜々は、溶けるのいやだから、人間とは触れ合わないでいるんじゃなかったの！」


    　ミツオは怒りをぶつける先を探した。


    「どうしてそんな話を受けたのっ。Do-orドアは何を考えて、そんな……」


    「あたしが志願したの。いや、志願は言い過ぎかな」


    　菜々はどこか、自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる。


    「Do-orドアは強制的だったかな。Do-orドアはあたしにウィルスコードを刻み、赤い糸を解いた。あたしはDo-orドアの言いなりになって、都市シテイ部品ユニツトに戻り、彷徨市を崩ほう壊かいさせるしかない。でないと、もう歌い手じゃないから、赤い糸はないから、能力を抑えられないで消滅する」


    「どこに菜々の意思があるの？　Do-orドアの一方的な作戦じゃないか！」


    「Do-orドアは最適な判断をしている。冷静に見て、ベストの作戦だと思ったの。だからあたしは黙って従った。志願と同じよ。あたしは、そうしたかった」


    「どうして！」


    「ザネのためよ」


    「僕のために、犠ぎ牲せいになるなんて言うの？」


    　ミツオは、「やめてくれ」と頭を振った。


    「由希がいなくなって、菜々までいなくなったら、僕はどうすればいいのっ」


    「どうすればいいか、自分で答えを見つけて欲しかったの」


    「そんな……」


    「由希は、あたしには一流の歌い手に、ザネには一流の指揮者になって欲しかったんだと思うよ。Do-orドアの管理の下もと、人魚であるあたしたちが、社会と折り合いをつけて生きるためにね。ザネも、あたしに関しては由希と同じ考えをもって接してくれたしょ。だからこそ、あたしのために、たくさんの時間をかけてくれた」


    「菜々は楽団の、生命線だったから……」


    「あたしも同じように、ザネのことを思ったの。ザネに立派な指揮者になって欲しかった。ううん、あたしにとってザネは、ただひとり……触れられてもいいと思う相手だから」


    　俯うつむく菜々の顔を、ミツオは覗のぞき込んで訊たずねた。


    「なんでこんな時に、赤くなってるの？」


    「なってない」


    「なって……そんなこといい。菜々は、僕のために、犠牲になることを選んだ、っていうの？」


    「ちょっと違うよ。今あたしには多くのひとを助けることができる。でも自分の命はどうにもならない。ほら……昔からそうだったじゃない？」


    　菜々はミツオをドン、と押した。


    　無抵抗に波間に尻しり餅もちをつくミツオの眼前に、菜々は足を差し出すのである。


    「あたしはとてもわがままだわ。あたし自身が、あたしのわがままにうんざりするくらいなの。あたしはあたしなんてとっくに見放してる。絶対零れい度どのバービードールは、世界中の誰からも、あたしからも愛されないの。そうでなくちゃ、やってられない」


    「菜々…………」


    「でもね。今となってはただひとりだけ、本当のあたしを、知ってくれているひとがいる」


    「菜々は、菜々自身のことを、僕に任せた……そういうこと？」


    「あたしだって死にたくはないもの。でもあたしにしか、月型郡を守れないというならなんだってする。あたしのことは、みなさんどうか、放っておいてください。あたしを心配してくれるひとは、ひとりだけど、ちゃんといるの。彼が救ってくれる。ムリならあたし、諦あきらめる」


    「僕を……試ためすの？」


    　ミツオは怒りをぶつけるべき標的を見つける。


    「僕はグズだ、って知ってるだろっ。僕は指揮者なのに、いつだって菜々に助けられていた。逆の立場じゃないか。僕は菜々を助けたい。死なないで欲しい。でも、できないよ！」


    「そう言ってくれるだろう、って思ってた。それで充分……」


    「待って、今考える……まず、都市シテイ部品ユニツトになっちゃダメだ！」


    「あたしは赤い糸を解除された。都市シテイ部品ユニツトにならなければ、あたしは、溶けて消えてしまうよ」


    「だ、だから……なんとかすれば……」


    　波の音が響いていた。


    　ヤドカリが迫っているはずなのに、波の音しか聞こえなかった。


    「どっちにしろ、あたしは溶けて消える運命なの」


    「雪むすめ、みたいに？」


    「そうよ」


    　菜々はミツオの膝ひざの上に足を乗せる。


    「十年前から知ってたの。あの砂浜でザネと出会った日からね。あたしは溶けて消える、って気づいてた。胸の内にね、絶対零れい度どのバービードールにあってはならない、熱を帯びたの」


    「ふざけてる時じゃない……」


    　ミツオは堪こらえきれずに砂を握る。


    　菜々は冷たい声で言った。


    「あたし、雪むすめの気持ちなんて、やっぱりわからないよ」


    　でも、と菜々の声が小さくなる。


    「溶けてしまってもいいと思う温もりとか、あるみたい……」


    「そんなのない」


    「あるよ。この胸の内で、ずっと、消えることなく灯ともり続けている。あたしには消すこともできるよ。でもこのままでいい。どうせいつか溶けるなら、この熱で溶けて消えたい」


    　ミツオは菜々を見上げた。


    　そこにいたのは、毅き然ぜんとして敵を睨にらむ歌い手だった。


    「ザネ、あたしのこと扱えるの？」


    　小指を差し出される。


    　今は小指を繫つないだところで、赤い糸による接続などない状態だ。


    「菜々は、赤い糸を解かれている……」


    「ザネならなんとかするでしょ。できないなら、一生、口きいてあげない」


    「う、うんっ。やってみせる。町を救うんだ。Do-orドアに認めさせようよ。そうすれば、また元の状態に戻してくれる。そうせずにはいられなくしてやればいいんだ」


    　だがミツオは丁てい寧ねいに、菜々の手を両手で包む。


    　そして指きりをした。冷たい指だった。


    「約束する。僕が菜々を指揮してみせる。僕は誰より上う手まく、菜々のことを扱えるんだ」


    「ほんとかな？」


    「誰より僕が、菜々のことを知っている。これだけは自信を持って約束する」


    「そうかもね」


    「菜々のこと一番知ってるのは、僕なんだから……」


    　指きりした二人を、ヤドカリの奇声が押し潰つぶそうとする。


    　ヤドカリは、菜々が守り続けた森実家を踏み潰そうと迫った。


    「あーぁ……せっかく、彷徨市化から、あたしが守っていたというのに……」


    　菜々は目を閉じる。


    　指揮者が耳元で、作戦を説明していた。


    「ヤドカリを倒すんだ。ヤドカリの使うヒトヤドリグモの卵もすべて、凍とう結けつさせる。そうして新月の夜を待てば、ヤツらは滅びる」
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    「うん……」


    「その状態にすれば、勝ちだ。菜々が消えたり死んじゃったりするようなことになれば、再び彷徨市が動き出すようにして、倒すんだ。そうすれば、Do-orドアは菜々を保護する」


    「Do-orドアを脅おどす、っていいの？」


    「僕にしては、がんばって考えた方だと思わない？」


    「もし上う手まく行ったら、ザネのこと、もうグズって言わないかも……」


    　そして菜々は、目を開ける。


    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオが瞬まばたきする一瞬に、菜々は海岸を離れていた。


    　新月町に戻ったばかりの住宅の屋根に立っている。


    　指示を出す間もない。


    　菜々は投とう擲てき体勢をとる。長い手足をしなやかに使い、投じた。


    「わ……」


    　ミツオは底冷えする冷気に身震いする。


    　菜々の掌てのひらから生じた小さな結晶は瞬またたく間まに巨大なツララとなった。そしてヤドカリが纏まとう車両の装甲に命中し、へこませる。


    　ミツオは菜々を追って、海岸を離れた。


    （誰が指揮したって、勝てるんじゃないか……？）


    　ミツオは指揮棒タクトを振りながら、感じている。


    　菜々は巨大な怪物の重量に見み劣おとりしない雰ふん囲い気きである。


    「菜々、急速プレスにト！」


    　第二撃を合図に、「ここで一拍を置いて！」と指示を送る。


    　菜々の反応は早い。ミツオがついていけないほどだ。どんな指揮者でも、今の菜々の力を引き出せないことはなさそうだ。それほどに、菜々の集中力は研とぎ澄すまされていた。


    　むしろ不安なことは、菜々が新月町を破壊しないかということに尽きる。


    「菜々、抑えて、抑えるんだ！」


    　菜々が射しや出しゆつする氷ひよう塊かいは、ヤドカリを吹き飛ばす勢いだ。


    　ヤドカリは交差点を転がる。新しん月げつシーサイドホテルの外壁に当たって、やっと止まった。


    　ミツオは菜々の眼前に立って両手を広げる。


    「なめらかレガーにト、ねぇ菜々、僕を見るんだ！」


    　ミツオを冷気と強風が包みこむ。


    　それでも指揮棒タクトを放さず、菜々に向かって懸けん命めいに振った。


    「ザネ……どうすればいい？　止められないの、そこどいてっ！」


    「だいじょうぶ、僕がいる。みんな上手く行ってるよ」


    　指揮棒タクトを持つミツオの指が震える。


    　かじかんだのは一瞬のことだ。瞬またたく間まに浅黒く変色していく。痛みはない。すぐに何も感じられなくなる。凍とう傷しようだ。ミツオは耳が千切れてなくなったような感覚に、顔をしかめる。


    　青くなった唇で、菜々に指示を出した。


    「菜々、ヤドカリだけやっつける。抑えた力でいいんだ」


    「うん……」


    「僕の指揮棒タクトをよく見て覚えて、いい？」


    　ミツオは複雑に指揮棒タクトを操あやつる。


    　背後で、脚を失ったヤドカリが倒れる地響きがした。


    （中には霙が……）


    　ミツオはヤドカリを窺うかがい見る。


    　横おう転てんした車両から、霙の姿がずる、と落ちかけていた。霙の無事を確認して安あん堵どしたミツオだったが、「まずい」と顔をしかめる。空を向いた運転席の扉とびらから、短髪の少女、ヤドカリ本体が這はい出した。ヤドカリは頭からアスファルトに落下する。


    　額ひたいから流れ出た血で、顔は真っ赤だが、笑みがのぞいた。


    「Do-orドアなんかに邪じや魔まされるとはね……四体目の都市シテイ部品ユニツトは、欠陥品か……街が崩れる」


    　ヤドカリは足を引きずりながらも、堤てい防ぼう沿いに歩く。


    　向かう先は、新月町で一番背の高い建物だ。


    　新月シーサイドホテルである。


    「まずい、新月シーサイドホテルに、宿るつもりだっ！」


    　ミツオは菜々を見た。


    　菜々は力を抑えることに集中しているものの、周囲の気温は零れい下かまで下がっている。林の蟬せみたちの声が消えて行く。


    　間違った夏が過ぎ、また間違った季節である冬が訪れようとしていた。


    　雪が降る。


    　この冬、月型郡には一度も雪が積もらなかった。


    　四月も半ばに、雪が積もるかもしれない。


    「ザネ」


    　菜々は力を使い果たして、そのまま消えてしまいそうだった。


    　切ない声で言うのである。


    「ザネ、本当はあたし……」


    「何？」


    「あたしはただ、真名川に、ザネのこと取られたくなかったのよ」


    「こ、こんな時に何を言うの？」


    　ミツオは訝いぶかしがるが、菜々は微笑ほほえんでいる。


    「アイツも、あたしと同じキモチみたいよ？」


    　ミツオは、冷気とは違う殺気を覚えた。


    　ヤドカリが脱ぎ捨てた大型車両の上に、ひとりの少女が立っている。真名川霙は白夜黒夜ネガポジの目で、絶対零れい度どのバービードールを睨にらんでいた。


    「そこ、どいて」


    　菜々はミツオを押し退のける。


    　ラビットによって引き裂かれたミツオの傷口が、瞬またたく間まに凍とう結けつした。


    　雪が舞い始める。


    「真名川、やるの？」


    　霙の周囲に散乱していた大型車両の部品が、霙の周囲を旋回する。


    「バービー、あれを見るでありますよ」


    　傍そばで、新月シーサイドホテルが動き出した。


    　二階と三階の客室の窓から、八本の太い歩脚が生え出す。一本一本が巨大だ。近隣の住宅を踏み潰つぶし、地響きを起こす大質量である。


    　ヤドカリの身体が、邪じや魔まな部分の外壁を崩して発達した。


    　全体に紫色をしている。大きさを増すと、八つの単眼の持つ雰ふん囲い気きも違って見えた。ひとつひとつがミツオの背せ丈たけよりも巨大である。


    　ぷく、と目玉が内側から膨ふくれた。


    「う…………」


    　ミツオは嗚お咽えつする。


    　目玉の内側に人の姿があった。それもひとりやふたりではない。ヤドカリは彷徨市を拡張せんものと、市の高温を下げるために人間を集めていた。


    　体内に、貯ちよ蓄ちくしている。


    　人質を取られては迂う闊かつに手出しもできない。落下して来る瓦が礫れきですら、脅きよう威いである。


    　ヤドカリが足をふり上げた。


    　ミツオは全力で回避行動を取るも、辺り一帯を揺るがす一撃に巻きこまれる。砂すな埃ぼこりを搔かき分けた先に、霙の姿を見つけた。


    　少し、ほっとする。


    　霙は力こそ解放されているものの、話しているし、冷静に見えたのだ。


    「バービー、遊んでいる場合ではない、と思うでありますが？」


    「じゃ、やめよ。あたしが真名川と戦う必要なんて、どこにもないもの」


    「そうでありますよ。今は、アレを抑えることが急務……」


    「だね」


    　ミツオはまずい、と目を見開く。


    　ヤドカリの一部と化したホテルの一室に、見たことのある顔を見つけた。室内に満たされた液体の中に浮かんでいる状態である。


    　フィルだ。


    　ヤドカリはフィルのことを回収し、そして復活までの時間、保護している。


    　一刻の猶ゆう予よもならない。


    「霙、菜々、わかってるよね？」


    　ミツオは二人をふり返る。


    　しかし、霙の姿は大型車両の上にない。


    　菜々の姿も見当たらない。


    　二人は交差点の端と端で対たい峙じしていた。急ぐでもなく、車道へと進む。


    「真名川、ひとつ確認しない？　あたしは、真名川のことなんてなんとも思ってないよ」


    「自分も、バービーに対して特に感じる部分はないでありますが？」


    「争う道理はない」


    「すれ違うことができれば、それがなによりでありますね」


    　なぜ、とミツオは頭を抱えた。


    　絶対零れい度どのバービードールが投とう擲てきの構えを取る。


    　霙は呼こ応おうするように、空へと落ちた。霙は信号機に着地した。信号が黄色に光る。霙が広げた両手に、辺りから道路標識が集まった。


    　信号が、赤に変わる。


    「少し、やらねばならないようでありますね？」


    「一瞬で終わるよ」


    「でなければ困る、でありますよ」


    　バービーと霙の戦いが始まってしまった。


    「や、やっぱり裸人魚化リンクダウンしてるから、トンでる!?」


    　頭を抱えるミツオの背後では、巨大なヤドカリが、新月町に戻り始めていた町へ、大量の産さん卵らんを開始する。中には、フィルの姿も含まれていた。


    　森実ミツオには、何ひとつ、手に負えることはなかった。


    



    　　　　　　　◆


    



    　菜々が霙を狙って放ったツララは、十二に分散して飛んだ。


    　霙は七枚の道路標識を前面に浮かび上がらせ、自身は後方へ飛ぶ。七枚の鉄板はすべて、ツララを受け止めた。


    　霙は残りのツララをすべて、皮一枚で避ける。


    　最後の一本は、手に摑つかんだ道路標識で叩き落した。しかし霙の身体は空の彼方かなたへと……いや、電線だ。霙は電線に足をかけると、くるん、と回転してアスファルトに降りる。


    「がら空き……」


    　菜々は距離を詰めていた。


    　霙は最後の道路標識を手に持っていたはずであるが、それはどこにも見当たらない。


    　菜々は霙の鳩みぞ尾おちに拳こぶしを叩きこむ。


    　細い腕での一撃であるが、霙の身体はアスファルトの上を滑って転がった。そして郵便局の建物内に飛びこみ、その天てん井じように落ちる。


    　霙は胸を中心にできた氷の塊かたまりに顔をしかめ、だが、白い歯を見せた。


    「バービー、がら空きでありますよ」


    　どこよりか飛来した道路標識が、菜々に迫る。


    　顔面に直撃だった──いや、僅わずかに腕を滑りこませて受け止めている。


    　凍とう結けつさせて動きを止めていた。


    　放る。


    　その先には既すでに、霙の姿があった。


    「菜々、霙、上を！」


    　ミツオは叫ぶことしかできない。


    　ヤドカリの巨大な肢が降って来る。二人の見せた攻撃と比べれば、一撃のダメージとしては計り知れない威力だ。二人のいた道路は寸すん断だんされ、両脇の建物は倒とう壊かいする。


    　菜々と霙は同じ方向へ避けていた。


    　交差点の真中で、期せずして背中合わせである。


    　フィルとＡＳアズの姿があった。ＡＳアズも復活、戦いの匂いを嗅かぎつけたらしい。


    「挟はさみ討うち、でありますか……」


    「一時休戦？」


    　菜々の申し出に、霙は返事をしない。


    　フィルとＡＳアズが同時にアスファルトを蹴った。ＡＳアズは霙に向かって鎖くさりを飛ばし、フィルは巨大フォークを召しよう喚かんする。


    「避よけちゃダメだ。背中にいるお互いが危ない！」


    　ミツオの指示が届いたかどうか。


    　霙はＡＳアズの鎖を弾はじく。鎖は空へ向かって進路を変えた。


    　菜々はフィルがフォークを突き出すより速く、ツララを投とう擲てきしてフィルの足を止める。


    　次の瞬間である。


    　霙は道路標識を手た繰ぐり寄せ、反転した。


    　菜々も反転し、氷片を纏まとわせた右手を霙に向かって伸ばした。


    　火花が散る。


    「真名川ぁ……状況、わかってんの？」


    「に、にわかにバービーの方が、反応、よかったでありますよ？」


    　ミツオはいいかげんにしてくれと、暴れ回るヤドカリを指差した。


    「二人とも、まずいよ。ヤドカリが……」


    　しかし二人の耳に届いている様子はない。


    （もしかして……）


    　とミツオは考えてみた。


    　こんな状況下で、菜々と霙がなぜ争うというのか。ミツオは、ひょっとすると二人なりの作戦か何かだろうか、と考えた。仲なか違たがいするふりをして、敵を油断させるつもりでは……。


    「ま、真名川から先に武器を収めるべきよ」


    「自分はもう、矛ほこを納めているつもりでありますが？」


    「あたしもだけど？」
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    　二人は互いに退ひく気配がない。


    （さ、作戦とかじゃない。なんでこんな時に、ケンカするのっ）


    　ミツオにはまだ、二人の歌い手を同時に扱うことはできなかった。


    　見てるだけ、である。


    「真名川……さっきまた、フリスビーみたいに鉄板を投げたでしょ」


    「わかっているなら、バービー。避けた方がいい、でありますよ？」


    　道路標識が飛来する。


    　菜々は霙をいなし、首を傾けて避けた。その反動を使ってツララを投げる。


    　霙は上空の信号機へと落下し、避けた。


    　交代スイツチだ。


    　菜々のツララは、霙の背後に迫っていたフィルに直撃する。


    　霙の道路標識は、菜々の背後を取っていたＡＳアズを撃げき墜ついした。


    　だがしかし、霙も菜々も、フィルもＡＳアズもすべて呑みこむ一撃が降った。


    　ミツオはアスファルトに手をついてくずおれる。


    「あ、あぁ……」


    　ヤドカリの一撃が、すべてを呑みこんでしまった。


    



    　　　　　　　◆


    



    　瓦が礫れきの山から、菜々はその美しい姿も台無しの、砂すな埃ぼこりを被かぶった格好で現れた。


    「そろそろ決めるのよ、ザネ」


    「よ、よく言うよ！」


    「実際、ＡＳアズとフィルの掩えん護ごをなくしたでしょ」


    「結果オーライだとでも言うの？」


    　霙も瓦礫から這はい出て、けほっ、と咳せきをした。


    「ミツオ、今でありますよ」


    　ヤドカリは自身が起こした砂埃で視界をなくしている。


    　ミツオは制服の裾すそをマスク代わりに、霙の傍そばに寄った。


    「霙、勝負は一瞬！」


    「了りよう解かい、でありますっ」


    　ミツオは、「きわめて速くヴイヴアーチエ！」と指示を出した。


    　霙の身体はふわ、と浮かぶ。反転し、一気に上昇して行った。


    「うん？」


    　一瞬、ヤドカリが停止する。


    　霙を待ち受けるように、頭胸部が開け放たれた。内側から開いたのである。体液を撒まき散らし、蓄たくわえていた人間を落とした。落とした人間に追い討ちをかけるものがある。


    　頭胸部の内側に、びっしりと並んだヒトヤドリグモの卵だ。弾丸のように射しや出しゆつされる。それは人間を撃ち抜く。空中で、人間たちは材料アシメになって降った。


    　霙は卵の一撃を腹部に喰らう。


    「う……」


    　霙は堪たまらずに着地した。


    　もぞもぞと、何かが体内に潜りこもうとしている。


    　霙は必死の思いで、おぞましい動きをするヒトヤドリグモを引き抜いた。


    「ミツオは……」


    　ミツオは霙の様子を確認する間もなく、指揮棒タクトを口にくわえて菜々のもとに走っていた。


    　交差点の真中で、今まさに倒れようとしていた菜々を抱き留める。


    　霙にとって面白いものではない。


    　だが、ミツオに抱き留められた菜々の顔に、頭を振る。


    （バービー、たかが十年一緒にいるだけのくせに……せめて素直になれば、いいものをっ）霙には、菜々がミツオをどれほど必要としているかわかってしまった。


    　霙には六十年分の思いがある。


    　だからこそ、苦しかった。


    　霙は、二人を見ていたくなくて、再び怪物を見上げる。


    「菜々っ！」


    　ミツオが菜々を呼ぶ声に、霙の意識はいよいよ、怪物に集中した。


    「もう……グズなんだから」


    「黙って！」


    　ミツオは菜々の腕を取った。


    　霙との接続で生じた赤い糸を、菜々の左手にぐるぐると巻きつけていく。


    　菜々はくす、と笑った。


    「こんなことで、あたしのこと捕まえてられるの？」


    「賭けるしかない。菜々を都市シテイ部品ユニツトにはしない。消えさせもしない」


    「どっちかにして欲しいよ」


    　菜々は悪戯いたずらな表情で、小さく首をかしげる。


    「ザネの、もつれた赤い糸は、誰に繫つながってて欲しいの？」


    　ミツオは逃げるように菜々から離れた。


    「あ……もう……グズ……」


    　菜々は肩をすくめる。


    「菜々、急速プレスにト！」


    　ミツオの期待したように、菜々は反応できなかった。


    　ワンテンポずれる。


    　ヤドカリの肢が、ミツオの身体をなぎ払った。ミツオは道路を転がる。


    　トンネルの入り口付近まで転がって、それでも顔を上げた。


    　菜々が氷ひよう塊かいを投とう擲てきする。


    　ビル壁に穴を開けた。


    「ダメだ。浅い……」


    　ミツオは呻うめく。


    　間かん髪はつをいれずに、その穴に霙が飛びこんだ。


    　ヤドカリは地じ団だん太だを踏むように暴れた。堤てい防ぼうを破壊し、港へと突進する。何もかもがなぎ払われた。せっかくもとに戻った新月町の住宅街の直前……ヤドカリの動きが止まる。


    「ダ、ダメなの？」


    　次の瞬間、ヤドカリは頭胸部を上空に向けてふたつに開けた。


    　辺りを震動させる奇声とともに、卵が上空に向かって射しや出しゆつされる。やがて空っぽになった。


    「み、霙！　お願いだ、あいつを止めて！」


    　ミツオは声の限りに叫ぶ。


    　ヤドカリは停てい泊はくしている船を踏み潰つぶした。ぐらりと、海へと身体を傾ける。


    　なおも卵の射出は続いた。と、大量の体液を噴出した。


    　ヤドカリは海へと、倒れて行った。


    　寸前、霙は脱出する。


    　ミツオは霙のテンションを案じ、震える指先で、「冷静に……」と糸を引いた。


    　糸は菜々に繫つながっている。


    　菜々はその場にぺたん、と座りこむ。


    　スカートの裾すそがアスファルトの上に広がった。


    「真名川っ」


    　菜々は言葉も少なに、左手を掲かかげる。


    　がんじがらめの赤い糸を見せつけた。


    　霙の戦意の矛ほこ先さきは、膨ぼう大だいの量の水しぶきを上げて海中に消えたヤドカリからはずれる。


    　霙は水しぶきを背に、菜々を睨にらんだ。


    「た、助けたなどと、思われたら困るでありますよ。結果的にそうなったでありますが、半分は運！」


    「もう半分は？」


    「み……ミツオは自分の指揮者でありますからっ」


    　ヤドカリは二度と、浮かび上がることはなかった。


    　霙は意識を失って倒れた。


    　ミツオの意識も遠のく。


    「あぁ……」


    　菜々の呟つぶやきが、耳に聞こえた。


    「温かい。春なのね」


    　そのまま溶けて消えてしまいそうな、か細い声だった。

  


  
    



    　　　　　　　Ｚ．「三人」


    



    　薄暗い部屋で、三人の男たちが早口に話している。


    「まさか、バービーに仕込んだ罠わなを使わずに、彷徨さまよい市を撃退してみせるとは……」


    「いったいどういうことだ。月つき型がた郡のDo-orドアは酸さん月げつとの戦いの影響で、その力を著いちじるしく落としていたはずではなかったのか？」


    「森もり実ざねミツオだ」


    「考えてみれば森実ミツオは、〈最初の六人〉のうちのひとりである酸月を葬ほうむったほどの存在だ。グズなだけの少年に見えるが、何かあるのかもしれない」


    「何か、だと？」


    「森実ミツオが、いったいなんだと言うんだ？」


    「そうだ。ただの人魚の小僧だ。指揮者をしているために、歌い手としての能力は低い」


    「森実ミツオは拾じゆう四よん連隊隊員だ。ＥＸカテゴリとして赤い本レツドリストに記されている樹じゆ海かい博士の作り出した人魚だ。何かあるとすれば、それだろうよ」


    「不信感を抱かせてはいけないな」


    「あぁ……バービーを犠ぎ牲せいにしようとしたことを、Do-orドアが管理する都市シテイ部品ユニツトに知られてはまずいと思っていた。しかしもっともフォローすべきは、森実ミツオやもしれぬ」


    「我々Do-orドアの本質を、あぁいう、世間知らずの少年は嫌うだろうからな」


    「人魚[image: ]そう生せいの秘密までも、Do-orドアが管理していること……知られてはならぬ」


    「なに、褒ほめ称たたえてやればどこにも行けないさ。少年とはそういうものだ」


    「そうだな。誰よりも森実ミツオに恨うらみを抱き、邪じや魔ま者、と感じたものもある……」


    「何処いずこかに在ありし女帝か」


    「森実ミツオは、拡張を担当する都市シテイ部品ユニツトを撃退してしまったのだ。我々人間の社会とは別の社会ともいうべき、互いに連れん結けつした五つの彷徨市……その迷宮に住まう女帝……此こ度たびのこと、女帝の逆げき鱗りんに触れないことを願うばかりだ」


    「もし女帝が本気になったその時は、それこそ、森実ミツオに任せるとしようじゃないか」


    「それはいい。彼ならば、どうにかしてくれるだろうよ」


    　薄暗い、部屋だった。


    　薄闇に浮かぶ三人の制服の胸には、それぞれ、職務を表わす徽章エンブレムが付いている。


    〈調ちよう律りつ連れん〉の青い徽章エンブレムのものと、〈管かん理り連れん〉の黄色い徽章エンブレム……。


    　そして薄暗がりにもはっきりと、赤々と見える徽章エンブレムは、学者たちで構成される〈教きよう授じゆ連れん〉のものだった。教授連はDo-orドアを内部監査し、組織の運営を円えん滑かつに進めるための部署でもある。


    　ほかの二人が去った後も、教授連の男は薄暗い部屋にひとりで残っていた。


    　メモを取り出した。


    　森実ミツオの名前は赤いレツドリ本ストの一番下のカテゴリであるＬＣ（軽度懸け念ねん）に記しるされている。


    　しかし酸月を葬ほうむったことで、一気に二つ上のＶＵ（危き急きゆう）カテゴリに上がる予定だった。


    「過ぎたる人魚の管理は、Do-orドアにとっては不必要……危険だからな」


    　彼は、さらにひとつ上のＣＲ（絶滅寸前）カテゴリに上げるべきだと、チェックを入れる。


    　赤いレッドリ本ストへの記載事項に変更はないかもしれない。


    　しかし、教授連独自の見方は変わったのだった。


    



    　　　　　　　◆


    



    　新月の夜の翌日のことだった。


    　桜さくら井いは九回に分けてしかけた携帯電話のアラームの、スヌーズ機能に耐えかねていた。


    「霙みぞれぇ、お願いだから止めてぇ……」


    　いつからか、霙は止めてくれない。


    　桜井はがばっ、と跳はね起きた。アラーム音ではない。着信だった。


    「も、もしもし？　わ、わかってる。すぐ行く。今、バイクに跨またがったところだから！」


    　ウソをつく。


    　桜井は電話を切った後で、「あ、やっべー」と頭を抱えた。くしゃくしゃにした頭のまま、独りぼっちの〈楽団桜井〉の本ほん拠きよ地ちを走り回って支度する。


    〈楽団桜井〉の本拠地から原付自転車で十五分の距離……。


    　峠とうげを登って、三み日か月づき営業所近くの林道に入る。


    　林道は峠を越えた先にある街までの裏道である。Do-orドアの職員が、「Keepキープ outアウト」の札で隔かく離りしていた。職員たちは桜井を咎とがめた。桜井は、「ちゃんとした技官だっての」と主張した。


    　それでも信用してもらえなかった。


    「桜井技官、Do-orドアから発行された免めん状じようはどうしました？」


    「やーん、諏す訪わ野のっ！」


    　桜井は見知った顔を見つける。


    　彷徨市との戦闘で負傷した諏訪野の無事に感動する。諏訪野は頭に包帯を巻き、腕にギプスをして吊っていた。桜井は諏訪野を抱き締める。


    「無事かぁ。よかったねぇ。今度、一緒に飲み行こっか？」


    「なんですかその、同世代じゃんあたしら、みたいなノリ……遠えん藤どう技官がお待ちですよ」


    「……だって、同世代じゃん？」


    　林道には三重にKeep outのテープが張り巡らされていた。


    　距離にしておよそ一キロ進んだ先で、遠藤と、僅わずかに残った二つの楽団の長が待っていた。


    「桜井、遅いっ」


    「いや、すんません……」


    　桜井のいつもの調子は鳴りをひそめた。


    　春、新緑芽め吹ぶく林道は、あまりにも奇妙な風景と化していたのである。道路が途切れている。台風の季節には土ど砂しや災害などで途切れることはしばしばあった。


    　しかし今、林道は高速道路によって遮しや断だんされていたのである。


    　幅にして二百メートルほどだ。


    　林道は突然、高速道路に変わっている。プラレールの部品を連れん結けつし間違えたように、林道、高速道、林道と連結しているのだ。


    「な、なんすか……こりゃあ」


    「ＡＳアズだな。フィルとヤドカリの消滅は確認した。だがＡＳアズの消滅は未確認だ。ヤドカリだけでなく、フィルもまた、人間を材料アシメ化する能力を見せていただろ？」


    「じゃあ……都市シテイ部品ユニツトはみんな、人間を材料アシメにする能力を持っていると？」


    「あぁ、この道路はどこか他の彷徨市と連結している」


    　ＡＳアズは高速道路を作った。


    　そして、おそらくはどこかにある彷徨市へと逃亡したのである。


    「あたし、もう少し歌い手でいるよ」


    　桜井はふり返る。


    　ラビットが木に背を預けていた。


    「オヤジをちゃんと、あの世へ逝ゆかせてやりたいんだ」


    「えぇ、そうですね」


    　諏訪野はメガネを整える。


    「ワタクシも、ラビットと同じキモチですよ、えぇ……」


    　遠藤は肩をすくめた。


    「女三人寄れば姦かしましいというが、なんとも、湿っぽいムードになったものだな」


    「遠藤技官、あたしと諏訪野に遠えん征せい許可をください」


    「ワタクシからも、お願いしたいです。どうか……」


    　遠藤はにこり、と笑った。


    「ダメだ」


    「えぇっ、ダメなのかよっ」


    　桜井は啞あ然ぜんとする。


    「月型郡にはまともな楽団は残っていない。桜井よ、オマエもわかるだろ？」


    「まぁ……もしあんなのがまた来たら、今度こそ終わりでしょうけどね」


    「いや、終わりはしないさ」


    　遠藤は、遠くに見える三み日か月づき高校に目を細める。


    　桜井は何か気に入らなかったのか、遠藤を抱き上げた。


    「な、何をする」


    「遠藤サン。とりあえず脅きよう威いは去った。子どもは子どもらしくしなきゃ」


    「わ、私は拾じゆう四よん連隊隊員だぞ」


    　桜井は親しん愛あいに満ちた笑みを、〈楽団遠藤〉のメンバーに向ける。


    「シフト確認したけど、今夜は、ウチとオタクに酸月の残ざん党とう狩がりの任務はないよ」


    「だ、だからなんだ？」


    「夜、空けときなさい」


    「昨夜もやったろ！」


    　遠藤はぽかぽかと、桜井の頭を叩く。


    　桜井は髪の毛をくしゃくしゃにされながらも、口元は笑っていた。


    「いいことじゃないか。毎日が平へい穏おんであるために、桜井サンたちは戦うんだろ？」


    　諏訪野とラビットは顔を見合わせる。


    　春の林道には、小鳥の囀さえずりが聞こえていた。


    



    



    　　　　　　　◆


    



    　ミツオには当面、三日月高校に戻って調ちよう律りつを続けよ、という命令が下された。


    　歌い手に激しかった戦いの反動がないか、様子を見なさい、ということである。


    　ミツオは放課後の教室に、しばらく居残っていた。


    　三日月高校は高台に建っている。


    　暮れ行くまで、いや、日が暮れた後もずっと、町並みを見つめていたかった。


    「あ、あれ？」


    　廊ろう下か側の席のミツオは、窓辺の席に残っている二人の少女に目を瞬しばたたかせる。


    　菜な々なは付け爪ネイルチツプの手入れをしていた。


    　霙は机に突つっ伏ぷして眠っていた様子である。寝ぼけ眼まなこで顔を上げた。


    「え？　もう学校に行く時間でありますか？」


    「もう放課後よ、おチビちゃん」


    「忌いま々いましいバービーの声が、夢の中にまで……なんて、そこまで寝ぼけてないでありますよ」


    「下敷き、顔にくっついてるよ」


    　霙は赤いセロファンを張った下敷きを取る。


    　それでも世界は茜あかね色だ。


    「戦いは終わった、でありますね……」


    　霙はどこか名な残ごり惜しげに言うから、ミツオは心が苦しかった。


    　菜々は一番前の席で、爪に息を吹きかけている。


    「真ま名な川がわとの戦いは、あたしの勝ちだった」


    「何を言うかと思えば、あのまま戦っていれば自分が勝っていたでありますよ」


    「よく言うよね。だいたい真名川は赤い糸に縛られてる。スピードもパワーもなかった」


    「キモチは、自分が勝っていたでありますよ」


    「そう？　だけどもしキモチでもダメなら、すべてにおいてあたしの勝ちね」


    「ミツオ、どう思うでありますか！」


    　ミツオは、「え、僕にふるの？」と顔をしかめた。


    「二人ともだけど……あの場面でどうしてケンカなんてしたの。信じられないよ」


    　菜々は言った。


    「わかんないの？」


    　霙も同じタイミングで、「わからないでありますか？」と口を揃える。


    　二人はばつが悪そうに顔を見合わせた。


    「バービー、〈楽団桜井〉に入れてあげてもいい、でありますよ？」


    「悪いけど、桜井技官から直じき々じきに請こわれたの」


    「なんという口のきき方っ。自分が先輩に当たるというのに……」


    「どっちがエースか、結果を見ればわかることよ」


    「ミツオっ。最悪、バービーを〈楽団桜井〉に迎えることは了りよう承しようするでありますよ。戦力の面だけを見れば、申し分ないでありますからね。Do-orドアが歌い手としての復帰を打だ診しんして請こうほどの器うつわでありますからね。でも自分はとてもイヤでありますっ」


    　霙は素直だったが、菜々の正直さはその上を行く。


    「あ、真名川。悪いけど部屋、出てってね」


    「な……なぜ、でありますか？」


    「あたしいやよ。あんたの寝言、なんか妙にリアルなんだもん」


    「ミツオっ」


    　霙は椅い子すをギギ、と引いて立ち上がって主張する。


    「ミツオがはっきりするべきでありますよ。どちらが、一番手に相応ふさわしい歌い手か！」


    「それははっきりしてもらった方がいいね。ザネ、どっち？」


    　ミツオは仰のけ反ぞって逃げ場を求める。


    　逆光の中に菜々と霙がいた。


    　その向こうには、新月の夜をまたぎ、徐々に元通りに戻りつつある月型郡の風景がある。


    　ミツオは穏やかな表情で言った。


    「二人の質問よりも……僕にとってもっと、難しい問題があるよ」


    　ミツオが十年を過ごし、そして守った風景である。


    「僕はやっぱり戦わなくちゃならない。Do-orドアの指揮者として……樹海博士の作った拾四連隊隊員としてね。人魚の脅きよう威いに晒されるひとたちを、守りたいんだ」


    　霙と菜々は舌打ちした。


    　逃げたな、と。


    　しかし二人も思いは同じなのか、月型郡の町並みに目を細める。


    　ミツオがいた。


    　菜々がいた。


    　霙がいた。


    　だから守ることができた風景を、三人で見ている。


    「終わってみれば、終わっていない何かが残るのね……胸がざわざわする」


    「戦いは続く、でありますよ」


    　ミツオは目を閉じた。


    「ただ生きているだけでも、後になって勝ちとか負けとか決まっているというなら、ただ生きるてるってことも、戦いってことなのかもしれない」


    　だから、とミツオは目を開ける。


    「生きなきゃね。それが不死の人魚の、宿命だ」


    　霙は笑顔で頷うなずいた。


    　菜々はミツオの横顔を黙って見つめ、少しだけ微笑ほほえみを浮かべる。


    　三人は、ひとつの夕日を眺めていた。


    



    
      了

    


    


  


  
    　　　　　　　あとがき


    



    　こんにちは、中村九郎です。


    　まずはこの本を手に取って下さっている方に、厚く、御礼申し上げます。


    



    　さて今、私はたいへんな〈悩み〉を抱えていて、何も手につきません。


    だけどもう大人なので弱音なんて吐かないで進めなければならないよ、と私は私に鏡越しに、目で言ってやりました。そして私たちは、頷うなずき合いました。


    



    　ところで、私は今作に限ってある実験を企てました。〈実験的な試み〉というとなんだか高尚な感じがしますが、私の実験はそういう高尚さの一切のない、ただのガチな実験です。


    　書き上げた段階で、知人ＡとＢに読んでもらったのです。


    　知人Ａには何の予備知識も与えずに。


    　知人Ｂには最低限の予備知識を与え、後日、三人で会いました。


    



    Ａ「なんとなくだけど、オマエ、っていう人間と印象違うかも……どうしてかな？」


    　予備知識なし、というか最近まで親交もなしだったＡ。小中学校の同級生なのに、初めて話したのは昨年末の同窓会、そんなＡの解答に私は満足でした。


    既刊を読んでくれ、また何な故ぜかこの業界の事情にもちょっと精通してるＢが言いました。


    Ｂ「つかさぁ、なんていうのかな……〈一巻〉っぽい、ていうか、逆に意外？」


    Ａ「えっ？　どういうこと？　一巻、って何？」


    　実験成功、私はＡに『樹海人魚②』だということを教えずに読んでもらったのでした。


    Ａ「ふっざけんなよ。なんでそういうことするの？　普通は既刊の後に読ませない？」


    Ｂ「まぁまぁ。オレなんて浪人時代に街の図書館で謎の怪文書が届けられたことあっから」


    　そういえばそんなこともやりました。まともに話したことないのに、知り合いを見かけて興奮した私は、卓上に広げてある彼のノートにクイズを書き残し、そして去りました。


    



    　さておき、ありがとうございます、『樹海人魚②』です。


    　既刊を少しでも楽しんでもらえた方に、引き続き楽しんでもらえれば、と考えました。


    　また、Ａのように初見の方や……これが本当の理由ですが……けっこう間かん隔かくが空いてしまったので、うろ覚えだという場合にも対応していただけるようにと、頭を捻ひねりました。


    　そして②巻を書いてごらんと言って下さった編集部の方のご好意に、報むくいられるようにと。


    　あるいは、〈まったく新しい感覚〉といった刺激に飢えている私を含めた野や暮ぼな奴らのために、「やるからには革命的な感じでやらねばっ」と、たくさんの思いが交錯しました。


    　最後の野暮で向こう見ずな覚悟はともかく、私うっかりしました。


    　迷走しました、はい。


    



    　人生二度目の知り合い零ゼロ人生活を始めたことから察するに、相当の彷徨さまよいっぷりです。


    　完全にアウェーな状況下、会話をしない日々が続きました。


    「とりあえずさぁ、設定の確認と、あらすじと、プロットからやってみなきゃね」


    　誰かに語りかけてる風な口調がリアル、デス。


    　作業は難なん航こうしました。


    「今さら気づいたのかい／最初からやればいいさ／まずは世界を広げるんだ／いったいどうして物語が紡つむがれるのか／理由があるはずさ／それこそ／World／世界を組み立てろ／この世界がどういう仕組みでできているのか／登場人物は何故／其そ処こに在るのか／Word／言葉と音／音と言葉で／編集Ｙ氏に伝える／それからだ／②巻のプロットはそれからだ」


    　歌詞っぽく決意を固めるも、唄うたっている余裕などありません。


    　壮大なスケールの設定ができ上がりました。


    「この設定を全部詰め込むべし。さらに見たことないくらい新しく、しかも美しく」


    　なんつってぜんぜん出来ません、いろいろ間違っています。


    　こいつはいけねぇや、超ドン詰づまりだぜっ、いっそキミを連れて逃げようか？


    　軽く言ってはみましたが、この時、私の孤独生活は限界に達していました。


    いっそ連れて逃げるキミなんて、いやしない、と気づきます。


    



    　そして脈絡もなく、私は生まれて初めて夜や行こう船せん（？）というやつに乗りました。


    　私の客室は六畳ほどの空間で、五、六人用です。


    　夜の海うな原ばらを進む船でした。違います、逃げたわけではっ、けして逃げたわけではなく。基本的にＭなのか、より自分を追い込もうと、離島へと足を向けました。


    　考えてみればこれだけの決めるべき設定なしで、よくぞ一巻を書いたものだ。と、資料片手に、私は船で夢を見ました。子どもたちの楽しげな笑い声が聞こえて来ました。それはそれは、本当に楽しそうで、私も夢の中でものすごく楽しいキモチになったのでした。


    「あっはっはっは、ははっ、だはははは。うきゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃきゃ！」


    　夢の中で爆笑して、起床。


    　楽しげに笑っていただろう少年グループが、トランプの手を止め、ドン引きしています。


    　こんな時、どうしますか？


    　私にはどうすることもできませんでした。だって私が逆の立場で、今まで眠っていた野郎が大爆笑と共に目覚めたら、「魔王覚かく醒せい！」とか思いますもの。


    　いたたまれなくて視線を下に落とした、その瞬間。


    「何ど処こにも居場所のない人間のもとへ、逆に訪れてくれる、恐怖の街」


    　資料の中の、そんな設定の一文章が目に入りました。


    　という経緯で、今作はその一文章を中心に広げてみました。


    



    　彷徨さまよう私の煽あおりを受けて、聡そう明めいであろう担当Ｙサンまでも彷徨わせてしまいました。


    　編集部の皆様、そして私の場合は特に校こう閲えつ等で関わって下さる方々に、格別の御礼を申し上げなければなりません。本当にありがとうございます。


    　イラストの羽は戸とらみ様、ありがとうございます。②巻は既刊のイラストを見つめながら、バービー、バービーと呟きながら書きました。一方で霙みぞれが可愛かわいくてなりません。


    



    　二人のヒロインのどちらかを選ぶとか、そういう恐ろしい展開がちらりと見えました。


    　究極の二者択一の半歩手前まで、主人公ミツオが進んでしまうというか。


    　受難、受難のミツオです。


    



    　そうかい、と②巻から読んでいただくと自然とバービー派になっていただけると思います。


    　とはいえ既刊から引き続き読んでいただける方に、少しなりとも楽しんでいただけたらと願ってやみません。そう感じていただけたら、何より幸いに思います。


    



    　あ、以前にクイズ的なことを書きました。答えは本編に散ちりばめたような、ないような。


    　ところで抱かかえていた、たいへんな〈悩み〉は解消しました。


    　あとがき、書けました。


    　失礼いたします。


    
      二〇〇八年二月　　　中村九郎

    

  


  
    中村九郎


    Kurô Nakamura


    



    困った時のネタ帳　96'Summer なるノートを発見。作詞：Nakamura　鉄琴、鉄琴、キン、キン、キン♪　木琴、木琴、カン、カン、カン♪　腹筋、腹筋、フン、ふんっ、糞♪　……Hey 糞私。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    樹海人魚　２
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